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「《七芒夜会レイン・カンフアレンス》への招待状──確かに、お受け取りしましたわ」





《七曜レイン》とは──

《絶対双刃アブソリユート・デユオ》という詞ことばを枢要に選んだ、七人の集団の総称だ。

　星を象徴する《曜業セフアーネーム》を冠した彼らは、《絶対双刃アブソリユート・デユオ》を核としながらも、それぞれが異なる道を歩んでいる。

　されど、彼らは時折ではあるが、一堂へと会していた。

《七芒夜会レイン・カンフアレンス》と称される宴うたげが、それだ。

　そして今──昊こう陵りよう学がく園えん理事長・九十九つくも朔さく夜やの下へ、宴の招待状が届けられた。

「主宰より、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》様とお会い出来る日を待ち望んでいた旨、お伝えするよう言付かっております」

「光栄ですわ。私の方こそ、此こ度たびの宴を心待ちにしておりましたとお伝えを」

　手渡された招待状の内容を確認し、朔夜は《七曜レイン》の中心を担う男から遣わされた使者へと笑んだ。

　──が、やがて使者が退室して重いドアが閉じられた途端、少女はその小さな体をイスの背へと沈み込ませて大きく息を吐いた。

「気が進まないご様子ですね、朔夜様」

「甲か斐い無き宴に参加せねばならないと思うと、気が重くなるのは当然のことですわ」

　側近である三み國くにを前に、朔夜は二度目のため息をつく。

　他ほかの《七曜レイン》とわざわざ顔を合わせたところで、己のすべきこと──《黎明の星紋ルキフル》の研究を先へ進めることに、何らメリットを感じない。

　平たく言えば時間の無駄だと感じているのだ。

（……いえ、あながちそうとも言いきれないかもしれませんわ）

　ふと、《七曜レイン》の一人──《装鋼の技師エクイプメント・スミス》がこれまで二度送り込んできた《神滅部隊リベールス》と呼ばれる者たちについて思いを巡らせる。

《装鋼ユニツト》と呼ばれる戦闘服に身を包んだ彼らとの闘いは、分校も含む一年生の資質を見極める絶好の機会となった。

　見極めたのは、闘う者としての根本的な資質だ。

　恐怖に抗あらがい、己の生死を懸けた闘いへ臨むことが出来るか否か──

　本来ならば様々な任務の中で見極めていく資質を、たった一晩で見極めることが出来た。

　自身が攫さらわれそうになりはしたものの、大きな収穫であったと少女は考える。

（そういえば……）

　攫われそうになった際、己を助けるために奔走した数人の生徒が、黒衣の少女の脳裏に浮かぶ。

《異能イレギユラー》の少年を筆頭とし、彼らは危難へ抗う強い意志と勝利への道を見いだす執念によって《神滅部隊リベールス》を二度に渡って退けたのだ。

　それ故に、敵部隊を率いていた男から、強く執心を持たれたこともまた。

　彼らの間に生まれた縁に、朔夜は何かしらの流れを感じ取っていた。

（となれば、次は意識的に噛かみ合わせてみるのも興味深いかもしれませんわね）

「……何やら楽しそうに見えますが、如何いかがしましたか？」

「くすくす……。考え方を変えてみれば、案外楽しめるのではと思えてきましたの」

　ほんの僅わずかな時間で、主に変化があったことを三み國くには疑問に思う。

　けれどもすぐに、宴うたげと彼女の研究が関係するのだろうと思い直した。

　どのようにして関係するかまでは分からずとも、黒衣の少女にとって《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至るための道が、全すべてに優先されることなのだと三國は知っているからだ。

　朔さく夜やもまたそれ以上のことは語らず、腰を上げる。

「どちらへ？」

「研究室へ参りますわ。宴の前に用意しておきたいものがありますの。もっとも、宴に余興が無ければ徒労に終わるのでしょうけれど」

　そうは答えるも、少女には何事も無く宴が終わるはずがないと確信していた。

「楽しみですわ。彼がいったいどのような花を咲かせるのか。くす、くすくすくす……」

　開かれていく扉の前で、黒衣の少女が笑う。

　その笑みは、他者が見たならばゾッとするようなものであっただろう。




　かくして、宴が始まる。

《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ縁ある者たちが一堂に会する──《七芒夜会レイン・カンフアレンス》が。







■第一章『言いたくないことなど誰だれにでもある』








　臨海学校から戻ってきて最初の土曜日を迎えた。

　時期的に世間はすっかり夏休みムードだが、昊こう陵りよう学がく園えんにおいては関係の無い話だ。

　最低限の一般教養の授業に加え、昊陵ならではの技能教習──戦闘技術の訓練時間を考慮して、夏休みはお盆を中心とした一週間にも満たない連休があるだけだ。

　そういったわけで七月下旬の今日も、そろそろ学校へ向かう時間となったわけだが──

「ユリエ、そろそろ行こうぜ」

　座ったままうとうとと居眠りをしていた銀色の少女が、俺の呼び掛けで目を開ける。

「ヤー……」

「大丈夫か？　ここのところ熱帯夜続きで、あまり眠れてないみたいだし……」

「ナイ。大丈夫ですので、気にしないでください」

　ユリエはそう言うも、暑い日々はまだまだ続いていて、今日も三十五度を超える猛暑日になると予報が出ている。

（うーん、俺に出来ることで何かあればいいんだけどな……）

　暑さそのものはどうにもならないだろうが、寝るときだけでもどうにかしてあげたいものだ、と頭を悩ませていると──

「それでは行きましょう、トール」

「ああ、そうだな」

　逆に促され、俺はユリエの後を追うようにして部屋を出た。

　寮から外へ出ると、これでもかと言わんばかりに強い日差しが照りつけてくる。

「予報どおり今日も暑くなりそうだな。キツイだろうけど頑張ろうな、ユリエ」

「ヤー♪」

　銀色の髪シルバーブロンドを持つ少女が頷うなずくと、リボンの鈴がチリンと涼やかな音を響かせた。




　寮から校舎へ向かう通い慣れた道──

　周囲には同じように校舎へ向かう生徒がいて、その多くが暗い表情を浮かべていた。

　世間は夏休みなのに──などといった理由じゃない。

　このまま昊陵学園に通い続けていいのか、という悩みからだ。

　それは臨海学校から本校へ戻った日に、緊急で行われた全校集会で理事長が語った話に起因する。

　曰いわく、先の襲撃はかつてドーン機関の治安維持部隊が闘った犯罪組織による報復攻撃であったこと。今回のように学園側へ報復が行われたケースは初めてであるが、今後も同様のことが起こりうる可能性のあること。

　それらを踏まえた上で、昊こう陵りよう学がく園えんに留とどまるか否かの選択を各人の判断に任せる、と。

　結果、多くの生徒が己の将来の選択で大いに頭を悩ませることとなった。

　何しろ、今回の襲撃における被害は銃撃や爆破による器物損壊、多くの負傷者、そして──二ふた桁けたに上る死亡者が出たために。

　その事実が、多くの生徒を悩ませる一番の理由となっている。

　当然だろう。

　昊陵学園に入学するまでは、誰だれもがどこにでもいる普通の中学生で、どこにでもある平和な日常を生きてきたのだから。人の生き死になんて、テレビやネットというフィルターを通した世界、もしくはゲームやマンガなどのフィクションでしかなかったのだから。

　たしかに入学前の説明、入学後の様々な訓練や授業中に、卒業後に所属する治安維持部隊では職務上、危険な任務があると言及されていた。

　しかし、いざ人の──それも身近で親しんだ者の命が奪われる様を見て、気づいた。

　否、気づかされた。

　自分たちが進む道の先が、日常の世界ではなく、非日常の領域であったことに。

　だからこそ、今回の件は大きな岐路となる。

　命を大切にして日常の世界へ戻るか、覚悟を決めて非日常の世界へ進むか。

　結果──

　襲撃に遭った一年生からは、今日までで十二人が学園を去っていった。おそらく、まだこの後も退学やめるという選択をするやつは出てくるだろう。見たところ、残ったうちの半数ほどが戻るべきか進むべきか、まだ悩んでいるのだから。

　上級生はさすがに研修で多少危険な任務に幾度か参加しているためか、退学者は少ないらしい。だが、それでも悩んでいる生徒は多いようだ。

　俺は──そして肩を並べて歩く銀色の少女も、進み続けることを選択した。

　互いに《復讐者アヴエンジヤー》としての道を歩む以上、覚悟は既に出来ているからだ。

「……ずいぶんと綺き麗れいになりましたね、トール」

「ああ、そうだな」

　校舎を前にし、先の襲撃の爪つめ痕あとを見つめる。

　敵──《神滅部隊リベールス》の名を持つあいつらは、校舎の地下にある《黎明の星紋ルキフル》の研究施設を狙ねらって襲撃してきたため、最も激しい戦闘が行われたのが校舎入り口だったらしい。

　柱や壁が傷つき破壊され、敵味方どちらのものかわからない赤黒い血の跡がいまだにこびりついているままだ。

　柱の傍らには、花が供えられていた。足を止めて手を合わせる生徒もいれば、目を向けないようにして早足で校舎に入っていく生徒もいる。

「……俺たちも手を合わせていくか」

　俺は献花へ向かって手を合わせ、ユリエは黙もく祷とうする。

　どこからか蝉せみの鳴く声が聞こえてくる中で、俺たちはしばし無言の時を過ごした。




　教室へ入ると、始業間近だというのにクラスメイトは退学者を除いても七割程度しか登校していなかった。

　進退を悩んでいるやつらが、不登校気味となっているためだ。

　俺は室内に居るクラスメイトを見回し、その中に親しい少女の──みやびの姿が見当たらないことで、小さくため息を漏らす。

　彼女の《絆双刃デユオ》である橘たちばなは登校していて、女子の一人とお喋しやべりをしているというのに。

　とはいえ、みやびが昊こう陵りようを退学やめたり、進退を悩んで不登校となっているわけじゃない。

　戦闘服の男に害されそうになったことへのショックは少なからず残っているだろうが、それでも休み無く登校し、授業や訓練を真面目まじめに受けている。

　ただしそれらの時間帯以外、席を立って教室に居ないようにしているのだ。

　彼女がそんな行動を取る理由は、考えるまでもなくあの一件が尾を引いているのだろう。

『大好き、だよ』

　波が途絶えたがために、俺に届いてしまった彼女の想おもい。

　直後に改めてその胸の内の想いを、俺への好意を口にしてくれた。

　だが、俺は答えを返すことが出来なかった。

　みやびの気持ちは嬉うれしくあったが、《復讐者アヴエンジヤー》としての己を考えると、どう答えていいのかが俺自身、わからなかったために。

　あの日から、昊陵学園という非日常の世界で得た日常の歯車が狂ってしまった。

　最後にみやびと言葉を交わしたのは、離島を離れる直前だ。

『き、昨日は助けてくれてありがとう、透とお流るくん……。それと……ごめんなさい……。わたしのせいで危ない目に遭わせちゃって、本当にごめんなさい……』

　以来、みやびは申し訳程度の挨あい拶さつ以外、俺との会話を避けるようになった。

　あからさまな態度の変化を悟られないようにするためか、みんなで過ごす食事の時間には顔を出してくれてはいる──が、俺とみやびの間に会話は無く、気づく者は誰だれもいない。

　話をしたくとも、できない。

　そんなもどかしい状況が、臨海学校以来ずっと続いていた。

（何とかしないとな……）

　変わってしまった関係が以前のように戻るかどうかはわからないが、それでも俺はもがきたかった。

　また、みやびに微笑ほほえんで欲しいから。

　たとえその笑顔が、俺に向けられることが無かったとしても。




　やがて校内に本鈴が鳴り響く中、みやびが足早に教室へと入ってきた。

　予想通りとはいえ、連れ出して話をする時間は取れそうにない。

（休み時間に時間を取らせて貰もらうか）

　と考えていたそのときだった。

「だーれだ？」

　唐突に塞ふさがれる視界──同時に甘い香りが漂う。

　背後から抱きつくようにして、誰かが俺に目隠しをしてきたのだ。

「……リーリスだろ」

　慌てず騒がず目隠しを外すと、まばゆいばかりの黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女へと振り返る。

　──ただし内心は平静からは程遠かった。

　背中に、柔らかく豊かな双丘がふにゅんと形を変えるくらいに密着したのだから。

「ふふっ、さすが透流ね。やっぱり普段からお互いに想おもい合ってる間柄は違うわよね」

「こんなことをする相手を消去法で考えれば、リーリスしか居ないからだっての」

　ぱちりとウインクをし、笑みを見せる黄金の少女へと肩を竦すくめて返す。

「あたししか居ないってことは、それってある意味特別ってことよね。ふふっ」

《特別エクセプシヨン》の異名を持つリーリスが、自らを俺の特別と位置づけて笑ったその矢先──

「っっ!?」

　再び視界が塞がれる。

　またしても、誰かが背後から抱きつくように目隠しをしてきたのだ。

「私が誰だかわかりますか、トール？」

「……ユリエ」

「さすがトール、私の《絆双刃デユオ》です」

「はは、どういたしまして……」

　苦笑いを浮かべつつ返すも、俺がユリエの声を聞き間違えるはずがない。

　──尚なお、背中に当たったぺたんという感触も、彼女だと確信した理由の一つである。

　それはさておき、俺に目隠しをした少女たちは今、互いの顔を見合っていた。

「……何か言いたそうね？」

「私も目隠しをしたらすぐに分かって貰もらえたので、あなただけが特別ではありません」

「へえ、言ってくれるじゃない」

　面白いとばかりに口角を上げるリーリス。

　表情を変えず、まっすぐ視線を返すユリエ。

　輝く太陽と、幻想的な月。

　対照的な印象を持つ二人の少女は、相変わらず折り合いがよろしくない。

　俺を《絆双刃デユオ》にしたいという黄金の少女に、そうはさせじとユリエが突っかかる──と言ってもリーリスはほぼ気にする様子はないのだが、今回は自らの特別という位置を否定されたためか、珍しくユリエへと文句を口にする。

（やれやれ、この二人は相変わらずだな……）

　小さくため息をつき、間を取り持とうかとしたそのとき──

「はいはーい♪　みんな、おっはよんよーん☆　ＨＲ始めるから座ってねーん♡」

　学内の雰囲気からはほど遠い、場違いなくらいに明るい声が室内に響き渡る。

《神滅部隊リベールス》を相手に真の実力を解き放ち、多くの敵を薙なぎ倒した姿から、実は頼りになる人とクラス内で評価が高まった担任──月つき見みだ。

「おはよー白うさセンセ」「今日もテンションたけーな、白うさ先生」「白うさ先生だし」

　月見の挨あい拶さつに、クラスのそこかしこから返事やら話し声やらが聞こえてくる。

　以前と違うのは、〝白うさ〟と呼ばれていることだ。

　その理由はと言うと──

「オラァ！　とっとと座れっつーてんだろが、ガキども!!」

「黒うさセンセモードだ」「ヤベー黒うさ先生ヤベー」「黒うさ先生もっとなじって……」

　素の部分を見られた上にそれを問い質ただされ、キレた姿を全員に見せてしまったためだ。

「そこで男を取り合ってる金銀。ＨＲ始めっから、夫婦愛人三角関係修羅場シーンはとっとと終了しやがれっつーの」

「修羅場でも何でもないですから」

「ヤー」

「それにはあたしも同意するけど、あたしを見て愛人呼ばわりしたことが気になるわね」

「いやーん、お嬢様はチェック厳しいんだからぁ♪」

「まったく、あたしが正妻だっていつも言ってるでしょ」

「ナイ、お断りします」

「なんであんたに断られなくちゃいけないのよっ!?」

　またしても視線をぶつけ合う、銀と金の髪を持つ二人の少女。

　俺は小さくため息をつき、今度は間に立つ。

「ほら、そこまでにしようぜ。ＨＲが始まらないだろ」

「……まあ、透とお流るがそう言うなら仕方無いわね。それじゃ、また後でね、透流♡」

　ぱちりとウインクをし、リーリスは自分の席に戻っていった。

「さーて、それじゃーＨＲをはっじめっるよーと言うことで、連絡事項をっ☆　今日は二年生と合同訓練があるからねー♪　はい次っ、《Ⅲレベル３》になった人は近いうちに研修へ参加ねー☆　さて次っ、今から名前を呼ばれた人は──」

　白うさモードに戻った月つき見みはいつもながらにテンションが高く、誰だれかがくすくすと笑う声が時折聞こえてくる。

　その最中、俺は斜め後方へと視線をそっと向けた。

　視線の先では、みやびが沈んだ表情を浮かべていた。




　休み時間を迎え、席を立って廊下へ出たみやびの後を追い掛け、声を掛ける。

「みやび、少しだけいいか？」

「ご、ごめんね。ちょっと急いでるから……」

「あ……。わ、悪い」

　たぶん、特に何か用件があるわけではなく、俺との会話を避けるための方便だろうことは、ここ最近の様子から察することが出来る。













　それでも、急いでいると言われてしまったため、つい引き下ってしまう。

　廊下を早足で歩くみやびの姿が角を曲がって見えなくなると、ため息をついて僅わずかに肩を落としたところで──背後から、凜りんとした声が掛けられた。

「九重ここのえ、少しいいか？」

　振り返ると、見慣れた親しいクラスメイト──橘たちばなの姿が。

　しかし彼女は今、松まつ葉ば杖づえを突いているため見た目が少々痛ましい。

「ああ、何か用か？」

「みやびのことで少々、な。ここのところ疲れているようだから、放課後に気分転換ということで外へ連れ出そうと思っている。だからキミには、その、だな……」

　最後は言い辛づらそうに口籠ごもるも、意思は伝わってくる。

　今のみやびに対し、俺が無理に話をしようとしない方がいいと橘は言いたいのだ。

　橘は、臨海学校中に俺とみやびの間で何かがあったことは察しているだろう。

　けれどそれでも、何も問い質ただしてくるようなことはなく、まずはみやびの心のケアを優先したいという橘の心遣いが嬉うれしく感じた。

「わかった、任せる。……ただ、気をつけて行って来いよ」

「うむ。人ひと気けの少ない場所には行かないようにするから大丈夫だ。だが、話を聞く限りあの者らの狙ねらいは理事長と《黎明の星紋ルキフル》、あとはリーリスなのだろうし、私たちが狙われるようなことも無いだろう」

「それもそうだな。じゃあ、うんと羽を伸ばしてきてくれ。足の方は無理しないようにな」

「ふふっ、キミは心配性だな。とはいえ、忠告どおり無理はせぬよう注意しておこう」

　橘の足首は全治一ヶ月と診断されていた。

　回復力が常人よりも遥はるかにある《超えし者イクシード》だけあって、早ければ来週にはギプスを外せるらしい。

「……それと、ありがとな橘」

「礼を言われるようなことではないさ。大切な《絆双刃デユオ》のためだからな」

　と言って柔らかな笑みを浮かべると、橘は教室へ戻っていき、俺もその後を追った。

　だが──

　このときの俺たちは、知る由もなかった。

　悪意とは、標的の周囲をも巻き込むことを躊躇ためらわないということを。

　出掛けた先でみやびが、悪魔と遭遇してしまうということを。




　昼食後、医療棟で《Ｋ》との闘いで負った傷の具合を診てもらった。

　経過は順調で、俺もユリエも来週中なか頃ごろにはほぼ完治するだろうという診断を受けた。

　また、軽い運動くらいならしても構わないと言われ、診療を終えたその足で早速トレーニングルームへと向かうことにした。

「軽くとはいえ運動の許可が出たのは嬉うれしいよな」

「ヤー。ここのところ、まったく体を動かせなかったですからね」

「ついでに、最近は勉強ばかりだったしな……」

　襲撃で生徒の中にも多数の負傷者が出たことを考慮し、今週は戦闘や体力強化の訓練が、一般学科や任務用の特殊技能に関する知識の授業へと変更されたのだ。

　おかげでここ数日は放課後を迎えると、頭から煙でも出るんじゃないかと思う日々が続き、フラストレーションが溜たまっていた。だからこそ運動の許可が出たのは嬉しく、自然とトレーニングルームへ向かう足が速くなる。

　到着すると、中ではそれなりの人数の生徒が、自主練習として利用していた。

　その中で、見知った顔を奥の格技スペースに見つける。

　百八十センチを超える巨漢のタツと、小柄な男子──トラが組手を行っている。

　事情を知らない者が見ればタツが有利に思えるだろうが、その実トラの方が《位階レベル》が高いため、結構なウェイトを付けるというハンデ戦を行っているようだ。

「トラ、タツ！」

　二人の距離が離れたところで声を掛ける。

「透とお流る、それとユリエか。もう体を動かしていいのか？」

「軽くならな」

「ふむ。それなら、久しぶりに手合わせをしないか？　この筋肉バカときたら、ただ力任せに拳こぶしを振り回すだけでつまらんのでな」

　男は小細工なんてしねーものだ、というタツの持論を華麗にスルーするトラ。

「うーん、パスしておく。お前との手合わせが、軽くで済むはずがないからな」

　互いの性格を考えるに、一度始めたらどこかで火が点つくのは目に見えている。

「ふんっ。まあ、仕方無いか。怪け我が人にん相手に勝っても自慢にならんしな。もっとも、完治していても結果は同じことだろうがな」

「ぬかしてろっての」

　笑ってトラに返すと、俺は鏡の前へと立った。

「シャドーですか？」

「ああ。確認したいこともあってさ。ユリエは打ち込みか？」

「ヤー」

　ユリエは模擬刀を手にし、鏡の隣に設置されている人を模した打込台の前に立つ。

　ユリエの自主トレは打ち込みと模擬戦が中心で、トレーニング再開となる今日もそれは変わらないらしい。

「本調子じゃないんだから、無理はしないようにな」

「…………」

「ユリエ？」

　何な故ぜか返事が無く、代わりに眉まゆをひそめる銀色の少女。

「それは私がトールに言いたいことです。トールはいつも無理をしてばかりですので」

「うぐっ……。だ、だけど俺が無理をするのは、どうしてもやらなくちゃならないって状況での話だし……」

「……たしかにそのとおりですが、仕方が無かったと割り切ることは私には出来ません」

　眉まゆ尻じりを下げ、深紅の瞳ルビーアイがじっと見つめてきた。

　瞳ひとみに揺れる不安の色を目にし、彼女の心情を察する。

（そうか、お父さんと重ねているんだな……）

　いつか俺が、父親と同じ結末を迎えるのではないかと。

　だからこそ俺は、安心させるように笑みを浮かべてユリエの頭を撫なでる。

「なあ、ユリエ。俺が護まもるって約束したこと、覚えてるか？」

「ヤー」

「あの約束があるから、俺は絶対に死なないさ。死んだら、ユリエを護ることが出来なくなるだろ」

「トール……」

「だけど、出来る限り無理はしないようにする。心配掛けてばかりじゃ悪いしな」

「ヤー♪　約束です」

　最後は苦笑い気味に締めるも、代わりにユリエが笑みを浮かべた。

「……部屋へ帰ってやれ」

「ん？　いま何か言ったか、トラ？」

　何かを呟つぶやいたトラを見ると、何故かジト目を向けられていた。

「トレーニングはしないのかと聞いただけだ。さっきから見ていれば、口ばかりが動いているようだからな」

「ははっ、これからやるって。それじゃお互い始めるとしようぜ、ユリエ」

　俺は鏡へ、ユリエは打込台へと向き直り、構える。

　鏡に映った自分へ向け、拳こぶしを軽く振ったと同時──

　パンッ、パパァンッ!!　左右二本の模擬刀が打ち込まれ、打込台から派手な音が響く。

（さすがに速いな……）

　シャドーを続けつつ、銀色の少女の動きを時折見ながら思う。

　目にも止まらないほどの剣撃を繰り出すユリエ。

　けれど、決して無理はせず、かなり力を抑えているのが見て取れる。

　どうやら心配の必要は無さそうだと、俺も自分のシャドーへと集中することにした。

　五分の力で拳を振るい、橘たちばなから教わった体たい捌さばきを交え、蹴けりを放つ。

（……体を捻ひねるとまだ少し痛みがあるな。あとは──）

《Ｋ》との闘いで気になったことを確認しようと、スイッチして左構えを取る。

　雷鳴の疾吼ルングニール──一撃必倒の雷神の一撃ミヨルニールと違い、牽けん制せいを主とした高速連打だ。

「はっ!!」

　数発放つも、すぐに胸に痛みが走って拳こぶしを止める。

　が、それだけでも十分だった。

（確かに、拳が下がってる気がするな。だけど、あの僅わずかな時間で、それも闘いの最中によく気づいたな、《Ｋ》のやつ……）

　敵に欠点を指摘されるという屈辱を受けはしたが、それでも大きな収穫だった。

　今後、《Ｋ》と相見える機会があるかどうかはともかくとして、この癖は直しておくに越したことはないだろう。

「透とお流る。今の技はなんだ」

　組手がひと息ついたのか、雷鳴の疾吼ルングニールを目にしたトラが尋ねてくる。

　最近、ものにした技ということ、先の闘いで《Ｋ》に欠点を見破られたこと、そして名前についてを話すと──

「ルング……古北欧語ということは、ユリエが名付けたのか？」

　妙な質問が飛んできた。

「ああ。本当は弾だん丸がん拳けんって名付けるつもりだったんだけど、成り行きでな」

「……………………」

「どうしたんだ、黙り込んで？」

「いや……ユリエに感謝しておくんだな」

「ユリエに？　何を？」

　意味が分からず、俺はどういうことだとばかりにユリエを見た。

「──？」

　銀色の少女は自身の名を耳みみ聡ざとく聞きつけていたようで、『呼びましたか？』とばかりに小首を傾かしげていた。




「少しばかりだが、気分転換が出来たのではないかと思う」

　夕食時──いつものようにビュッフェにしてメニューを選んでいる際、橘たちばなが俺だけに聞こえるように話し掛けてきた。

　誰だれがとは口にしないものの、みやびのことに違いないだろう。

「そうか、それならよかった。それと──ありがとな」

「ふふっ。日中にも言ったが、礼を言われることではないさ。私は友として、そして《絆双刃デユオ》として彼女のことを気に掛けたのだからな」

「ところで──今は？」

　周囲を見回した限り、食堂にみやびの姿はないように思えた。

「少し走ってくると言って外へ出て行ったよ。最近、走っていなかった分を少しでも取り戻したい、と言ってね」

《神滅部隊リベールス》に襲われて以来、みやびは授業や訓練は受けていたものの、日課であったランニングを止めていた。

　だからこそ、また走り出したのだと聞いて安あん堵どする。

（後は告白の件、だよな……）

　気持ちが前向きになってきたのなら、折を見て話をしようと思いつつテーブルにつく。

　その後は、いつもの面々と食事を摂とっていたのだが──

「ねえ、透とお流る。夏休みなんだけど、イギリスに行く気無い？」

「は？」

《生存闘争サバイヴ》以降、すっかり食事の際の固定面子めんつの一人となったリーリスから、唐突過ぎる話題を振られて思わず目を丸くしてしまう。

　何の前振りも無しに、海外への誘いともなれば仕方無いだろう。

「いきなりだな……」

「だけど結婚の報告の段階でいきなり行くより、先に交際報告をしておいたほうが、後々スムーズに事が運ぶと思うわよ？」

「……付き合ってないからな」

「これを機会に付き合い始めるってのも、悪くない話じゃない？」

「よくありません」

　俺の左隣に座るユリエが、右隣に座るリーリスから少しでも距離を取らせるかのように俺の袖そでをくいっと引っぱりながら首を振る。

「あら、それを決めるのは透流でしょ」

「付き合う付き合わない以前に、夏休みは実家の方へ帰らなくちゃならないからイギリスに行くのは無理だって」

「そう、残念ね。それなら今回は諦あきらめておくわ」

「はは、今回は、か……」

　リーリスの返しに苦笑しつつ、己の口にした言葉から、今はもう誰だれも住んでいない実家に思いを向ける。

　待っていてくれる家族はもう居ない。

（それでも、たまには顔を見せないと音おと羽はが寂しがるよな……）

　と、少しばかりしんみりとしたときだった。

「せーの……」「「「誕生日おめでとうー♪」」」

　食堂の一角から、誰かを祝う声が聞こえてくる。

　騒がしくも楽しそうな明るい声が、食堂に響き渡った。

「まったく、騒々しいことだ」

「俺は明るい雰囲気になっていいと思うけどな。特に最近の状況を考えると余計に、な」

　顔をしかめるトラへ、俺は笑みを向けて言う。

「……ふんっ。まあ一理あるか」

　鼻息荒く、トラは腕を組んだままドッカと背もたれに体重を掛ける。

（誕生日、か……）

　俺の誕生日は来週に迫っていた。

　そのことを思うと、心が憂ゆう鬱うつになる。

　なぜならば、俺の誕生日の前日こそが──あの夏の日なのだから。




「透とお流る。少し話がある」

　夕食を終えて食堂を出るところで、トラから話し掛けられた。

　その表情は俺に嫌とは言わせない雰囲気を持っていて──

「……ユリエ、先に戻っててくれるか」

「ヤー」

　ユリエには部屋へ戻っていてもらうことにした。

「どこで話す？」

「外にするぞ」

（……わざわざ外にってことは、誰だれにも聞かれたくない話ってことか）

　先を歩く小さな背中を見ながら、トラが話すであろう内容に思いを巡らせつつ外へ。

　玄関から外に出ると、昼間の熱気がまだ残っており多少蒸し暑く感じた。

　周囲は当然のように暗かったが寮内からの明かりと外灯のおかげで足元に不自由は無く、さくさくと草を踏みしめて歩く。

「ここら辺でいいか。……で、話って何だ？」

　腕を組み、木に寄りかかるトラへ尋ねるも──

「…………」

　返事が無かった。

　俺の声が聞こえていないというわけではなく、何か話し辛づらそうな雰囲気だ。

　歯に衣きぬ着せぬという言葉が相応ふさわしい性格のトラだけに、その様子から話というのはかなり真剣な内容なのだろうと推しはかる。

　しばし無言の時が続き──やがてトラは、用件を口にした。

「穂ほ高たかとの関係修復は、まだ出来ていないのか？」

「ぶーっ!?　なっ、ななななっ、ど、どうして、それを、いや、気づいて……!?」

　みやびとの関係がおかしくなっていることは、誰にも言っていない。

　もちろんユリエにもだ。

　だから気づいているのは、みやびの《絆双刃デユオ》であり、ルームメイトである橘たちばなだけだろうと思っていたのだが──

「ふんっ、気づかないわけが無いだろう。だいたい、これまでの貴様たちの接し方を見ていれば、臨海学校で何かあったのだろうと察することくらい訳はない」

　さすがと言うべきか。

　よもやここ最近の様子から、気づかれるとは思いもしなかった。

　となると、まさかとは思うが何が理由で拗こじれてしまったのかということも……。

「昼間に橘たちばなから聞いたが、穂ほ高たかは夏休みに帰省するらしい。短いとはいえ一週間近く顔を合わせないとなれば、その後はますます修復し辛づらくなるだろう。だから、夏休みが始まるまでには何とかしておけ」

「あ、ああ……。悪いな、何だか気を遣わせちまって……」

　今回の件といい、襲撃の際といい、トラには世話になりっぱなしだ。

「別に貴様へ気を遣っているわけじゃなく、単に居心地が悪いだけだ。……それと、話というのはそのことではない」

「えっ、じゃあ何か別の話があるのか？」

　てっきりみやびの件かとばかり思っていたので、首を傾かしげてしまう。

「帰省の件についてだ。穂高ではなく、貴様のな」

「俺の？」

　トラは頷うなずき、本来の用件についての話を続ける。

「食事中、あの女に言っていただろう、夏休みは帰省する、と」

「そのつもりだけど、それがどうかしたのか？」

「……帰省するときは、僕も一緒でいいか？」

「ああ、一緒に帰ろうぜ。どうせ途中までは一緒だもんな」

「違う」

　静かに、けれど強い語調。

　普段のトラとは何かが違うと思って見ると、その顔はいつになく真剣で、少しばかり強こわ張ばっているように見えた。

「僕も貴様の家に行っていいかと聞いているんだ、透とお流る」

　瞬間、どきりと心臓が跳ねた。

　過去にトラは俺の家へと幾度も訪れていた。

　まだ、音おと羽はが生きていた頃ころに。

　年に数度の道場での交流から同い年ということで仲良くなり、やがてトラが個人で出で稽げい古こに来始めたことをきっかけに、俺の家へと出入りすることが多くなっていた。

　しかし──それも二年前までのことだ。

　トラは知らないのだ。

　あの家には、もう誰だれも居ないということを。

「い、一泊で帰るつもりだし、トラは自分の家に──」

　知らなくていい。

　トラには、昔の温かかった九重ここのえ家の記憶だけでいいと思い、訪問を断ろうとした。

「いや、行く。行かせてくれ。僕も音羽に──花を供えたいんだ」

「──っ!?」

　あまりにも予想外の言葉に驚き、息を呑のむ。

　入学式で再会して以来、そういった素振りも言動も一切無かったのだから。

「知って……いたのか……」

　しばらくの後、声を絞り出すようにして確認すると、トラは無言で首を縦に振った。

「……道場に連絡が来たからな」

「そう、か……」

　単純なことを見落としていた。

　長年交流があったのだから、そういった話が伝わっていて当然だ。

「たばこの不始末による道場の火災だったらしいな。知っていたのに、黙っていてすまなかった。今さらだが、残念でならない。彼女には世話になったからな。だから──」

「……わかった。知っていたのなら、むしろ俺から頼む。きっと音おと羽はも喜ぶはずだ」

　俺とトラが手合わせをし、怪け我がをした際に手当てをしてくれたのは音羽だった。

　一生懸命俺たちの後ろを付いてきた姿は、今でもよく覚えているし、忘れることはないだろう。

　俺とトラと音羽、そして──あいつを含めた四人で、一緒に遊んだ記憶は。

「悪かったな。既に知っていたとはいえ、本来は俺から話すべきことだってのに……」

「ふん、気にするな。言いたくないことなど誰だれにでもある。……さて、話はこれで終わりだ。寮へ戻るぞ」

　トラが先立って歩き始め、その後を追う。

　口は悪くても、なんだかんだで気遣ってくれる友人に感謝する。

　けれど、トラは知らない。

　二年前、道場で起きたのは火の不始末による火災などではなく、あいつが凶刃を振るった惨劇であったということを。

　知っているのは、俺とあいつ、そしてもう一人──

　燃え落ちる道場から俺を救い出してくれた、あの人だけだ。

　だが、それでいい。

　口は悪いが人はいいトラが、あの日の真実を知ったならば──

　音羽は火事で亡くなったのではなく、あいつに殺されたと知れば、烈火の如ごとく怒り、俺と同じように復ふく讐しゆうの炎に囚とらわれてしまうかもしれないから……。

　だから、トラは知らなくていい。

　あいつに対する復讐は、俺だけのものでいい。





　　　　　　◇





「今から走ってくるのか？　もう夕食時だぞ」

「う、うん。でも、ここのところサボっちゃってたから、少しでも早く取り戻したくて、だから……」

「…………。そうか、それなら頑張りたまえ。ただし、焦らずゆっくりと取り戻して行くんだぞ。いきなり無理は禁物だ。それと、走り終わった後に必ず夕食を摂とるようにな。夏バテせぬよう──」

「ふふっ、そんなに念入りに言わなくても大丈夫だよ、巴ともえちゃん」

　まるで母親の如ごとく細やかに注意を口にするパートナーへ、みやびはくすくすと笑う。

　臨海学校以来、みやびの笑みはどこか申し訳なさそうなものばかりであったため、巴は内心ほっとした。

　ランニング用の動きやすい服装に着替えると、みやびは行ってくるねと言い残して部屋を出て行く。

　だが──

　日が落ちて暗くなった寮の外へ出ると、みやびは周囲をきょろきょろと落ち着かない様子で見回す。当然、夕食時に出歩いているような生徒は居おらず、人ひと気けが無いことを確認するとほっと息を吐いた。

（えっと……もうちょっと離れた方がいいよね）

　帰寮してくる生徒がいるかもしれないと、寮から離れて人気のない学園の敷地の南側へと少女は駆けていく。

　その脳裏には、今日の昼間に出会った老人との会話が甦よみがえっていた。




「ならば、与えよう。──《神滅士エル・リベール》の《力》を」

「《神滅士エル・リベール》……？」

「ふははっ。読んで字の如く、神をも滅するほどの力じゃよ」

「えっと……？」

　それまで談笑していたみやびも、さすがに戸惑う。

　この老人はいったい何を言っているのだろうか、と。

　だが、老人は困惑する少女の様子など気にすることなく、言葉を続ける。

「其方そなたは、昊こう陵りよう学がく園えんの生徒じゃろう？」

「──っ!!　ど、どうして知ってるんですか……!?」

　制服を着込んでいるのならともかく、私服である自分がどうして昊陵の生徒と判わかるのかとみやびは驚く。

　ここで少女には不幸なことに、先刻まで老人が彼女の弱音を聞いてくれた相手ということで、警戒を持つまでには至らなかった。

　しかも──

「なあに、簡単なことじゃよ。儂わしは九十九つくもの嬢ちゃんと知己の仲じゃからな」

「え……？　えっと──九十九って、理事長のことですよね。それじゃあ、おじいさんは研究室の人なんですか？」

　老人──《装鋼の技師エクイプメント・スミス》は笑みを見せるも、肯定も否定もしなかった。

　けれどみやびはその笑顔で、自らの口にした言葉が正解だと信じ込んでしまう。

　それも無理からぬこと。学園の地下にある《黎明の星紋ルキフル》の研究施設に出入りする研究者と、みやびたち生徒はほとんど接点が無い。たまに宿舎と校舎を行き来している彼らとすれ違い、挨あい拶さつをする程度である。

　だが研究者側からすれば、生徒一人一人のデータに目を通していてもおかしくない。

　故に、疑うことなく結論づけてしまったのだ。

「儂わしは《黎明の星紋ルキフル》とは別のものを研究しておってな。それがこの──《装鋼ユニツト》じゃよ」




　みやびが気落ちしている理由を透とお流るは、そして巴ともえもまた、見当違いとはいかないまでも誤解をしていた。

　たしかに告白の件は一因であり、きっかけでもある。

　けれど心を深く沈ませていた本当の理由は、好きな人の──透流の命を、二度も危険に晒さらしてしまったことだった。

　己の弱さ故に足手まといとなったことこそが、彼女が失意の底へと陥った要因なのだ。

　だからこそ、みやびは求めた。

　願い求めたそれは──《力》。

　そして今、みやびは老人から差し出された《力》を──受け取ってしまった。




　敷地内の南側にある林の中へ着くと、みやびは自身の手に握られた卵型のアクセサリーデイバイスへと視線を落とす。

（本当、なのかな……？）

　ディバイスについたスイッチに指を掛けるも、少女は浮かんだ疑問に眉まゆをひそめる。

　もしかしたらあの老人は、自分を元気づけるために冗談を言っていたのではないか、と。

　何より、スイッチを一つ押すだけで強さを得られるのならば、誰だれも苦労などしない。

（でも、それでも……）

　荒こう唐とう無む稽けいな話だろうと考えつつも、どこかで期待をしてしまっていた。

　力の無い自分に別れを告げたかった。

　心の内を現すかのように、まるで祈るようにして両手でディバイスを持ち、やがて──

　みやびは、スイッチを押した。

「お願い、わたしに──《力》を!!」







■第二章『一つしかありませんから』








　枕まくら元もとで鳴り始めた電子音が、朝練の時刻を知らせてくる。

　目覚ましを止めて窓の外へ目を向けると、週明けに相応ふさわしい快晴だった。

　朝練用として動きやすいジャージに着替え、ユリエを起こさないようそっと部屋を出る。

「ふわぁ……ぁぁ……」

　階段を降りている最中に大あくびを漏らすと、くすくすという笑い声が降ってきた。

　見上げると、早朝だというのに既に制服へ身を包み、眠気など微み塵じんも感じさせない凜りんとした雰囲気をたたえた少女が笑みを浮かべていた。

「ふふっ、ずいぶんと眠そうだな、九重ここのえ」

「まだ早朝だってのに、いつもどおりの橘たちばながおかしいんだって」

「何を言う。六時間の睡眠を取っているのだから充分だろう。むしろ同じくらい寝ているはずだというのに、授業中でもあくびをしているキミの方がどうかしていると思うがね」

「勉強をしていたら眠くなって当然だろ」

　俺の返答に、盛大なため息をつきながら階段を降りてくる橘。

　松まつ葉ば杖づえをついて降りてくる姿は危なっかしく、心配になるのだが──

「まったく、一般学科は重視されていないとはいえ、もう少し真面目まじめに──わひゃぁっ!?」

　不安的中。

　残り数段というところで杖を階段の滑り止めに引っ掛けてしまい、橘がバランスを崩す。

　直後、ぼふっという音、次いでカランカランと杖が床に転がる音が、廊下の静寂を破る。

　橘は──無事だった。

　俺が咄とつ嗟さに落下地点へ入り、胸の内に抱き止めたのだ。

「大丈夫か、橘？」

「す、すまない……」

「気にするなって。怪け我がが無くて何よりだ。この場合は悪化しなくて、か？」

「ふふっ、そうかもしれないな」

　苦笑しながら、橘が顔を上げ──

　俺たちは揃そろって硬直した。

　顔が近い。

　以前にもこうして非常に顔が近くなったことはあったが、今回は俺が彼女の体を抱き抱えて支えているために、まるで演劇の舞台上でキスを行うシーンを彷ほう彿ふつさせて……。

「ふわぁあああっ!?」

　しばしの沈黙と硬直の後、我に返ったのは橘が先だった。

　大慌てで俺の手から逃れるように体を離す、が──

　平時ならともかく、今の橘は足がギプスで固定されていて不自由なわけで……。

「わっあああっっ!?」

　またしてもバランスを崩し、体が床へと倒れ込んでいく。

「危ないっ!!」

　咄とつ嗟さに手を伸ばす。

　本来なら届かぬタイミング。……が、超化された瞬発力を発揮して、衣服の端を掴つかんだ──まではよかったが、掴んだ部分がずるりとずれた。

　どてぇんっと派手な音を立てて、橘たちばなは転んでしまう。

「わ、悪い、橘。大丈、ぶ、か……」

　助け損なったことを謝ろうとするも、橘の状況を見るなり顔を逸そらす。

「膝ひざは打ったが大丈夫だ。足に痛みはないから、さして問題は無いな」

「いや……問題有り、だ……」

「どういうことだ？」

　気がついていないようなので、俺は顔を逸らしたまま指を差す。

「スカートがずれてる……」

「──っ!?」

　ぎょっと目を見開き、慌てて視線を己の下半身へと移動させる橘。

　倒れ込む直前、俺が掴んだのはスカートの端だった。

　おかげで転んだ際、太ももの半ば辺りまでスカートがずり落ちていた。
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　ストッキングで正確な色までは分からないが、濃暗色の下着が丸見えに。臨海学校で穿はいていた（見たわけじゃないが）、サイドを紐ひもで結んでいるものとはまた別のものだった。

　ついでに言えば、お尻しりを突き出すという扇情的なポーズ。

　瞬発力が《黎明の星紋ルキフル》で超化されていたからこその悲劇が、ここに生まれてしまった。

　不幸中の幸いだったのは、早朝だったおかげで俺以外の誰だれにもその姿を見られなかったことだ。

　橘たちばなは顔を真っ赤にし、スカートを慌てて腰まで引き上げた。

「いい、今のは忘れたまえ!!　私も忘れるからキミも忘れるのだ!!　わかったな!?」

「わ、わかった、忘れる。忘れるけどその前に……」

「その前に、なんだ？」

「一発、叩たたいたりしなくていいのか？　それくらいはしていいと思うぞ」

　自分の頬ほおをぺちぺちと叩きながら橘へ問う。

「そ、そのようなこと、するわけないだろう。元はと言えば、キミは私を助けようとしてくれたのだから、あれは不可抗力だったのだからな。まさか、わざとだったとでも？　だとしたら容赦なく殴らせてもらうが……」

「いやいやいや、不可抗力不可抗力！」

　しかし、わざとだったとしたら叩くんじゃなくて殴るのか……。

「ふふっ、それならいい。……というわけで、一秒でも早く忘れたまえ」

「了解した。……まあ、すぐに忘れるのは難しそうだけど」

　まじまじとは見なかったというのに、大人びた紺色の下着が柔らかそうなお尻に食い込んでいるという、いやが上にも情欲をそそられる姿は一瞬で記憶に焼き付いてしまった。

　しかも橘は綺き麗れいな女の子であるともなれば、今すぐ忘却するのは非常に難しい。

（……もしそれを言ったら、破廉恥とか不ふ埒らち者ものとか言われるんだろうな）

　これまでの経験から、百二十％の確率で。

「はぁ……。キミには恥ずかしい姿を見せてばかりだな、私は……」

　いつものように寮を出て、向かいの広場への移動中、がっくりと肩を落として呟つぶやく橘。

「……包帯で胸を強調するように縛られたり、キミの顔に胸を押し当ててしまったり、蜘く蛛もを見てパニックに陥ったり、ストッキングを脱がさせてしまったり……」

「あと、よく土下座してるよな」

　……橘がより一層落ち込んでしまった。

「き、気を取り直せって。確かにいろいろ恥ずかしい姿は見たけど、それとは別にいいところもいっぱい見せてもらってるぜ」

「そ、そうか!?　例えばどのようなことだ!?」

「一般学科の成績はもちろん、《新しん刃じん戦せん》で見せた鉄鎖術の凄すごさとか、《生存闘争サバイヴ》でみんなを統率して作戦を立てたりとか、みやびに危害を加えようとした相手に心底怒った友達思いのところとか……」

「自分で聞いておいて何だが、改めて挙げられると気恥ずかしく思えてくるな……」

「他ほかにもあるぜ。えーっと──」

　肉ばかり食べる俺を怒る姿が思い浮かび、俺は思わず橘たちばなから視線を外すのだった。

「どうして顔を逸そらすのだ、九重ここのえっ!?」




　やがて朝食の時刻となり、朝練を切り上げて寮へと戻っていく。

「そうそう、みやびのことだが気分転換が上う手まく出来たようだ。昨晩、早く明日にならないかな、と言っていたよ。何かあるのかと聞いてみたら、早く走りたい、とのことだった。気持ちが前向きになったのはいいが、休んだ分を急ぎ取り戻したい焦りから、無理をしないかと少々心配だよ」

　苦笑しつつも橘は嬉うれしそうで、俺もその報告に安あん堵どする。

「怪け我がや病気から復帰したときは、そんなもんじゃないか？」

「そうだな。一応注意はしたのだが、オーバーワークにならぬよう気に掛けておくよ」

　面倒見のいい橘に任せておけば、その辺りは大丈夫だろうと安心できる。

　階段を上り終えラウンジ前に到着すると、俺たちは別れることにした。

　橘は食堂へ、汗をかいた俺は一いつ旦たん部屋へ戻ってシャワーを浴びるためだ。

　十分ほどして汗を流し終えた俺は、待っていてくれたユリエとともに食堂へ向かう途中に再びラウンジ前を通りがかり、そこで足を止めることになる。

「あっ……」

　同じく朝食のために階上から降りてきたみやびと、鉢合わせしたためだ。

「おはようございます、みやび」

「おはよう、ユリエちゃん」

　みやびがユリエに挨あい拶さつを返したところで、俺からも声を掛けることにする。

「……お、おはよう、みやび」

　みやびがだいぶ元気を取り戻したと聞きはしたものの、告白の件は何ら解決していない。

　だからこうして声を掛けても、挨拶は返ってきても形ばかりのもので、目を合わせてくれることもないだろう──そう思っていた。

「うん。おはよう、透とお流るくん」

「え……？」

　顔を俯うつむけたり視線を逸らすこともなく、まっすぐに返ってくる笑顔を見るまでは。

「巴ともえちゃんはもう食堂に行ってるの？」

「あ、ああ。えっと、朝練は見てるだけで汗はかかなかったから先にってな。俺はシャワー浴びてきたところで……」

　予想外の反応に動揺し、少し早口となってしまう。

「本当だ、まだ髪が乾ききってないね。風邪ひいたりしないように注意してね」

「な、夏だしすぐ乾くと思ってさ」

「ふふっ、そうだね。……あ、ここで立ち話をしてるのも何だし、食堂に行こうか」

「そうだな」「ヤー」

　みやびに促され、彼女を追う形で食堂へと向かう。

　その背中を見ながら、昨日までとの違いに内心で大きな驚きを覚えていた。

　何よりも笑顔が違う。

　さっき見せてくれたのは、最近のどこか無理をして浮かべていたものとはまったく違うものだった。

　昨日までの空気が、夢だったんじゃないかとさえ思うくらいに。

（気分転換が上う手まくいった、か……）

　先ほどのみやびを見て、納得する──させてしまう。

　このとき俺は、みやびに抱いた違和感を心の奥底に閉じ込めてしまった。




　この日の三、四時限目は、臨海学校以来となる格闘訓練が行われることとなった。

　臨海学校で負傷した生徒が二ふた桁けたを越えたため、先週は座学中心となっていたので体を動かす訓練は久しぶりになる。

　訓練は打撃や投げという格闘術の基礎修練を主とし、最後に《無手模擬戦フイストプラクテイス》となり──

「はーい、それじゃー《位階レベル》ごとにグループになってねー♪　で、その中で誰だれかとペアを組んだら合図と共に組手開始で、あとは三分ごとに交代ってことで♡」

　月つき見みの指示で三つのグループに分かれる。

　俺の属する《Ⅲレベル３》のグループは、最も少数の五人。

　とはいえ、怪け我がが治っていない橘たちばなは壁際で見学のため──

「トール、手合わせをしませんか」

「透とお流る、あたしと組むわよ」

「ふんっ、闘やるのは僕とに決まっている」

「うわぁ、俺モテすぎ……」

「はははっ、よかったじゃないか九重ここのえ。せっかくだから、三対一で相手をしたらどうだ？」

「一分持たないでＫＯされるっての！」

　可お笑かしそうに言う橘へ即ツッコミ。

（しかし、どうしたものかな……）

　じっと俺を見つめる六つの瞳ひとみを見回し──

「……ユリエと組むか」

「ヤー♪」

《絆双刃デユオ》である銀色の少女を選ぶ。

「リーリスとトラは後でな。三分ごとに交代するなら、結局全員とやることになるしさ」

　選ばなかった二人へフォローを入れると、トラは納得してくれたが──

「一番だから意味があるんじゃない」

　リーリスは不満げな様を隠すことなく、口を尖とがらせる。

「……まあ、ここは譲ってあげるわ。あたしがラストってことで」

「ふんっ。二番手は絶対に自分だとか言い出すと思ったがな」

「わかってないわね。あたしが最後の女ってことよ」

（なんだか別の意味に聞こえる……）

　選ばなかった二人が会話をするのを耳にしつつ、格技スペースの一角へと視線を送った。

　視線の先には《Ⅱレベル２》のグループ──その中に、みやびが居る。

（吉き備び津つと組むのか。何か笑ったりしてるし、本当にもう心配は要らないのかもな）

　と安心していると、ユリエに袖そでを引かれる。

「トール、体の調子はどうですか？」

「ん？　そうだな──七割くらいはいけると思う」

　順調に復調し、今の状態から考えるとその程度力を出しても問題は無いだろう。

　ユリエに同じ質問をしてみると、彼女もまた七割ほどだと返ってきた。

「さーて、それじゃあはっじめるよー☆　《無手模擬戦フイストプラクテイス》──レディー……」

　月つき見みの宣言で、パンッとグローブを合わせてから距離を取り──

「ゴーッ♪」

　開始の合図とともに、ユリエは一瞬にして俺の攻撃圏内へと低い姿勢で飛び込んでくる。

（組む気か!?）

《黎明の星紋ルキフル》で超化された膂りよ力りよくの相手に対し、小柄な体格は組み技に向いていない。

　それ故、《無手模擬戦フイストプラクテイス》においてユリエは打撃技を中心に闘うのだが、それを逆手に取ったアクションに面食らう。

　──が、それもコンマ数秒の世界の話だ。

　すぐさま意識を切り替え、カウンターとなる膝ひざ蹴げりを繰り出す。

　模擬戦でニーサポーターを着けているとはいえ、直撃したらかなりのダメージとなる。

　直撃したならば、だ。

　俺が膝蹴りを放った瞬間、ユリエは宙へと身を躍らせていた。

　同時に、こちらのお株を奪うかのように、飛び膝蹴りを繰り出す。

　無論、俺もむざむざと喰くらいはせず、辛くもではあったがガードした──しかし、攻撃を繰り出し、バランスの不安定な片足立ち状態への一撃だったため、たたらを踏む。

　そこへ、いまだ宙に身を躍らせたままのユリエが、蹴りを放ってくる。

　左右から襲い掛かる蹴り、〆しめとなる空中回転踵かかと落としと息をつく暇もない連続技。

　それらをすべて防御し、最後の踵落としを受け止めた状態で押し返す。

　ふわり、と宙に舞ったユリエは、危なげなく着地した。

「……七割じゃなかったのか？」

「ヤー。七割です」

「俺の七割と違って、ずいぶん厄介な七割だな。……けど、今度は俺のターンだ!!」

「ナイ。攻め手はまだまだ譲りません」

　口にするなり、ユリエが持ち前の速さで再び攻め込んでくる。その動きは、七割の状態だとは思えないほどだ。しかし怪け我がをしていない全速が、今の比じゃないことを俺はよく知っているのだが──

（もし、完全復活をしたとしても──あのときはもっと……）

　そう、《Ｋ》との闘いの最中で見せた、あの動き──

　解き放たれた獣を彷ほう彿ふつさせるかのような気配とともにユリエが見せた凄すさまじい速さを、俺は捉とらえきることが出来なかった。

（あれはいったい何だったんだ……？）

　無我夢中だったため、ユリエ自身もよく覚えていないというあの気配。

　助けられはしたものの、あのときのユリエには何か危ういものを感じた。

（まるで──銀ぎん狼ろう、だったな……）

　銀色の髪シルバーブロンドを舞わせて闘う姿と、獣のような気配を思い出し、俺はそう思った。




　夜になり、夕食を終えて部屋でのんびりと体を休めていると──

『一年の九重ここのえ透とお流る──荷物が届いていますので、一階玄関まで取りに来て下さい』

　寮内放送で名前を呼ばれた。

「……あ、もう届いたのか」

　一瞬何事かと思ったが、荷物という単語で呼ばれた理由がわかる。

「何が届いたのですか？」

「えーっと……見てのお楽しみだ」

「──？」

　不思議そうに首を傾かしげるユリエを残し、部屋を出ると荷物を取ってくることにした。

　一階の玄関まで出向き、寮監から荷物を受け取ると早足で部屋まで戻る。

「お帰りなさい、トール。今、アップルティーのおかわりを用意しているところですが、トールも飲みますか？」

　クリアピッチャーを片手に聞いてくるユリエへ頷うなずく。

「コップ半分くらい貰もらおうかな」

「ヤー♪」

　冷蔵庫でキンキンに冷やされたアップルティーを、トクトクトク……と音を立てて注ぐユリエの前で、ダンボールの中身を取り出した。

「買ったのはこれさ」

「マット、ですか……？」

　中から取り出したマットを見て、ユリエが不思議そうな顔をする。

「口で説明するより、体感したほうがいいだろ。ユリエ、これの上に寝てみな」

「──？」

　不思議そうな表情を浮かべるも、銀色の少女は素直に俺の言うとおりに寝転がると──

「──っ!?」

　目を大きく開け、驚いた。

「冷たいか、ユリエ？」

「ヤー、冷んやりとしています……!!」

　寝転がったままこくこくと頷うなずくユリエに、俺は満足する。

「すごいです、トール……!!　これは、とても素晴らしいものです……!!」

　がばっと起き上がると、ユリエは目を輝かせて熱く感想を語る。

「ここのところ、夜も暑くて寝付きがよくないだろ。何か安眠できるような物がないか調べてみたら、そのマジクールジェルマットってのがお薦めだってあったから、昨日注文しておいたんだ。これで少しでもユリエが寝やすくなればいいなと思ってさ」

　北欧生まれのユリエは暑さに弱く、しかもエアコンの冷風も苦手で、一度風邪をひいたことがある。そのため、普段は設定温度をそこそこにして扇風機併用なのだが、それでもまだ暑さは拭ぬぐいきれない。

　なので、このマットで少しでも寝苦しさが解消できれば幸いだ。

「……私が、ということは、これは私用ということですか？」

「ああ。そのクールマットは俺からのプレゼントだ」

「嬉うれしいです、トール……!!」

　そう言うなり、ユリエは俺の手をぎゅっと握ってくる。

「ありがとうございます、トール。とても、とても嬉しいです」

　口調はいつもとほぼ変わらずとも、態度がどれほど嬉しく思ってくれたのかを教えてくれていた。

　じっと見つめられるのは何だか恥ずかしいが、これほど喜んでくれたことは嬉しく思う。

　やがてユリエは手を離すと──

「それでは早速、これを敷いて寝ましょう」

　と、マットをぽんぽんと叩たたいて言った。

「寝るのはいいけど、まだ早くないか？」

　時計に目を向ければ、普段の就寝時刻より一時間も早い。

「嬉しくてなかなか寝付けない自信がありますので、普段よりも早く休まなければと」

　そこまでの喜びとは驚きだ。

　──が、その反応が嬉しくもあり、可愛かわいくもある。

「ははっ、そうか。それじゃあ早いけど寝るとするか」

「ヤー♪」

　こくこくと頷き、ユリエは──

　ベッドの下段にクールマットを敷き、その上にちょこんと座った。

　──尚なお、下段は俺のスペースである。

「ユ、ユリエ……？」

　このとき俺の目には、ユリエがしっぽを振る姿が見えた。※気のせいである

「今日から、トールも涼しく寝ることができますね」

　ぽんぽんとマットを軽く叩たたきながら、銀色の少女が俺を促す。

「一つしかありませんから、一緒に寝ましょう」

「…………。えーっと……」

「一緒に寝ましょう」

　二回言われた。

「……わかった。一緒に寝るとするか」

「ヤー♪」

　嬉うれしそうに頷うなずくユリエに、今夜は寝不足になるだろうと覚悟を決め──

　翌日、俺はマジクールジェルマットを追加注文した。





　　　　　　◇





　七月ももう終わりを迎えようというある日──

　いつものように訓練が終了し、昼休みに入ったところで小さな騒ぎが起こる。

　シャワーを浴び終えると、まだ髪に雫しずくが残ったままであるというのに、みやびは更衣室へと慌てて戻った。

　自身のロッカーを開けるなり綺き麗れいに畳んだ制服の下へ手を入れ、金属の感触が──ディバイスが指先に当たったことで、安あん堵どのため息をつく。

　すぐさまディバイスを首に掛けたところで、ここでようやくみやびは髪が濡ぬれたままだということに気がついた。

　ほどなくして髪を拭ふき終え、着替えを始めたその途中のこと──

「ねーねー、みやびちゃん。それなーに？」

　左隣で着替えをしていた吉き備び津つが、ディバイスに目を留める。

「あ……な、何でもないよ」

　どきりとみやびの心臓が跳ね、慌てて隠す──が、その仕草はあからさま過ぎて、逆に吉備津に興味をそそらせた。

「そんな風に隠されると、気になっちゃうよ。ねー、何なのか教えてよ、みやびちゃんー」

　このとき、更衣室は汗を流し終えた女子の半数以上が戻ってきていて、それぞれが思い思いに言葉を交わしつつ着替えをしていた。

　みやびと吉備津の会話もその内の一つであり、誰だれも気に留めていなかったのだが──

「だ、だから何でもないの……!!」

　突如響き渡った大声に、更衣室がしんと静まりかえった。

　声の主──みやびへと視線が集まる。

「──っ！　あ……」

　はっと我に返ったみやびは、自分が声を荒らげてしまったことに気がついた。

「ご、ごめんね……!!」

　向けられた多くの視線から逃れるように、みやびは走って更衣室を出て行く。

　残された女子たちは、驚きのあまり皆一様に言葉を発することが出来なかった。

「どうしかしたのか？」

　ちょうどシャワー室から戻ってきた巴ともえが、室内の重い雰囲気に何事かと尋ねる。

　すると、みやびが吉き備び津つへ大声を出したかと思うと、飛び出していったと近くにいた女子が答えた。

「何があったのだ、モモ？」

「う、うん。実は──」

　無理にアクセサリーを見せて貰もらおうとしてしまい、みやびを怒らせてしまったという吉備津の説明に、巴は顔を曇らせた。

「すまなかったな、モモ。臨海学校の件で、みやびもまだ気持ちが不安定なのでな……」

「ううん、私が無理を言ったのが良くなかったから……」

　巴のフォローに、吉備津は苦笑しつつ首を振った。

《神滅部隊リベールス》の襲撃以来、精神的に不安定になっているクラスメイトはみやびだけでは無いことを知っているからだ。

　たとえ自身が負傷をせずとも、先の襲撃は確実に生徒たちの心へと爪つめ痕あとを残していた。

「早く、元気になるといいよね。みやびちゃんも、他ほかのみんなも……」

「そうだな……。まだ時間は必要だろうが、きっと以前のように戻るさ。きっと、な……」

　願うように、巴は言う。

　けれどもその心中は複雑な思いを抱えていた。

　落ち着いてきたとばかり思っていたみやびが、実は先ほどのように、ふとしたことで声を荒らげてしまうような状態であったことに気づけていなかったことに。

　だがしかし、巴はまだ気づいていない。

　巴自身が考えている以上の深い闇やみへ、みやびが囚とらわれているということを……。







■第三章『私を頼ってください』








　夢を見ていた。

　あの日の夢を。

　大切な存在が、大切な存在を奪った、あの夏の日のことを。

　腕の中で、熱が失われていく。

　命が零こぼれ落ちていく。

　彼女は、言った。

「お兄、ちゃ……怪け我が、してない……？」

　俺は夢中で頷うなずいた。

　お前のおかげだと言いながら。

「よかっ……た……」

　そう言って、彼女は──妹は目を閉じた。




「──っ、はぁっ……!!　はぁ……はぁ…………はぁ……」

　目を開け、荒い呼吸とともに胸を上下させる。

　起き上がると、背中が冷たい汗で濡ぬれていた。

　幸いにも大声は出さなかったらしく、ユリエを起こすことはなかったようだ。

　大きく息を吐き、手で顔を覆う。

（今日も、か……）

　そう、今日もだ。

　ここのところ、毎日続けてあの日の夢を見ている。

　理由はわかっている。

　明日──時刻的にはもう、今日だ。

　今日は音おと羽はの──命日なのだ。




　ズダァン!!

「──っ!!」

　銃弾が耳元を掠かすめたことで、俺は我に返って顔を上げる。

　視線の先──十五メートル以上離れた場所で、リーリスが俺に銃口を向けていた。

「ちょっと透とお流る、もう始まってるわよ。何をぼーっとしてるわけ？」

「え？　あ……」

　本日最後の訓練は、一対一の《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》を行うこととなった。

　俺の相手はリーリスに決まったのだが、ぼんやりとしていたために開始の合図を聞き逃していたらしい。

　ぼんやりとしていたのは、音おと羽はのことを考えてしまっていたためだ。

　あの日からちょうど二年が経たった今日は、節目ということもあってか時間が空けば音羽のことばかりを思い浮かべていた。

　しかしそれは俺個人の事情であり、それを知る由もないリーリスに迷惑を掛けていい理由にはならない。

「透とお流る。何を考えていたのか知らないけど、今はあたしのことだけを考えてなさいよね。でないと──」

　ズダァン!!　銃弾が、再び耳元を掠かすめる。

「次は当てるわよ」

「ぼーっとしてて悪かった。今からは──」

　大きく深呼吸をし、気持ちを切り替える。

「お望みどおり、リーリスのことだけを考えさせてもらうぜ!!」

　リーリスに意識を向け、模擬戦の舞台へと一歩踏み出す。

（見た目以上に狭く感じるな）

　今日の《焔牙模擬戦ブレイズプラクテイス》はプール上に架けられた、幅二メートルも無い橋が舞台なのだ。

　吊つり橋ばしと違って足元はしっかりと固定されてはいるものの、左右に欄干やロープは無い。

　ようは細長い板の上で闘っているようなもので、当然の如ごとく下に落ちれば敗北だ。

　こういった環境下でも、闘いは起こりうると想定しての模擬戦らしい。

　もちろん普段どおりの動きは出来ないが、この状況では俺以上にリーリスがハンデを背負うこととなっていた。

　黄金の少女の《銃ライフル》は、遠距離からの狙そ撃げきが出来ることこそが一番の強みと言っていい。

　だが、橋幅が狭い故に左右へのフットワークがほとんど使えないため、射撃方向が正面からに限られてしまう。射線が限定される以上、対たい峙じするこちらは対処法がかなり楽になるからだ。

　身を低くし、《楯たて》を使って銃弾を防ぎつつ、間合いを詰めていく。

　リーリスは一発一発の正確さを捨てて乱射することで、俺の接近へと対処する──が、それでは多少ダメージを受けるにせよ、致命的な一撃が無い以上は俺の足は止められない。

「やるわね!!」

　互いの手足が届く距離──近距離戦へと持ち込んだ俺に、黄金の少女が賞賛を口にする。

　その報酬は、鞭むちのようにしなやかな蹴けりだった。

　パパァンッ!!　ローからハイへ、蹴り足を引き戻さず続けざまに放ってくる。

　が、ローは喰くらったもののハイキックをガードし、さらに一歩踏み込んでパンチを放つ。

　顔は狙ねらわないものの、グローブを着用しているため拳こぶしを振るうことに躊躇ためらいはない。

　リーリスは《銃ライフル》を使ってパンチを防ぎつつ、すぐさま銃床ストツクを振り上げて俺の顎あごを狙って反撃を仕掛けてきた。僅わずかに頭を横に動かしたために頬ほおを掠める程度で済むも、彼女の攻撃はまだ続く。銃床を振り上げたモーションから器用にグリップを握り直し、バックステップと同時に引き金を引いた。

《楯たて》で放たれた二発の銃弾を受け止めつつ、一瞬開いた距離を詰め──

「喰くらえ、雷鳴の疾吼ルングニール!!」

　高速の拳打を放つ。リーリスは《銃ライフル》でガードを試みるも、何発かはヒットした。

　よろめくリーリスへ追撃の蹴けりを放つ──が、彼女は咄とつ嗟さにジャンプし、橋を支える柱を蹴って三角飛びの要領で俺の頭上を越え、回避する。

「まったく、透とお流るったら激しいんだから」

　橋の半ば辺りに着地し、リーリスは肩を上下させながら笑む。

「ハンデを貰もらってるようなものだから、負けるわけにはいかないだろ。さあ、行くぜ!!」

「あんっ、がっつき過ぎよ、もうっ!!」

　リーリスを休ませないよう、俺は飛び掛かる。

　互いの拳こぶしが、蹴りが、ときには銃弾が放たれ、一進一退の攻防が続く。

（苦手な距離が無いってのは、本当に厄介な相手だよな!!）

《銃ライフル》という《焔牙ブレイズ》のおかげで、リーリスに苦手な距離は無い。

　だからこそ間合いを常に詰めていなければならないのだ。

　けれど──胸は躍っていた。

　リーリスが強いからだ。

　強い相手と闘うことは、純粋に楽しい。

「はぁっ……ん、はぁっ、んぅっ、はぁっ……！　いいわ、すごく、いい……透流!!」

　頬ほおが上気したリーリスから、荒く乱れた吐息が漏れる。

　額には汗が浮かび、互いに動く度に弾はじけ飛ぶ。

「最高ね。透流が、あたしだけを見つめて、あたしのことだけを考えてくれるこの時間が、本当に最高だわっ……!!」

「他ほかのことを考えている余裕は、無いからなっ!!」

　リーリスの蹴りをガードしながら叫ぶ。

「……何発かは入ってるのに、透流ってタフよね!!」

「体力自慢でね。そう簡単にはダウンするつもりは無いってことさ」

「もう、透流のえっち……」

「なんでそうなるんだよっ!?」

「さあ、どうしてかしら──ねっ!!」

　リーリスが《銃ライフル》を薙なぎ払う。《楯たて》で受け止めつつ踏み込んでフックを放つと、リーリスはまたしても柱を蹴って三角飛びで距離を取ろうとした。

　だが、その動きは想定内だ。

　柱を蹴った瞬間、俺は真後ろへ──彼女の着地点へ向かって跳ぶ。

　俺の意図を察し、リーリスが宙空で《銃ライフル》を撃つも《楯たて》で阻み──

　着地の一瞬に生まれる隙すきへ、雷鳴の疾吼ルングニールを放った。

　何発かがヒットし、その内の一発によって細くしなやかな指から《銃ライフル》がこぼれ落ちる。

　橋上にガラガラと音を立てて転がったそれを咄とつ嗟さに蹴けり飛ばし、十メートル下のプールへと落とす。

「これで俺の勝ちだな」

　リーリスの戦闘スタイルは《銃ライフル》を中心として組み立てられている。

　格闘術も銃身を防御の要かなめとしているため、《銃ライフル》を失ったことは勝敗を決したと言っていい──はずなのだが。

「あら、あたしがそんなにあっさりと負けを認めるような相手だと思ってるの、透とお流る？」

　黄金の少女はまだ諦あきらめていないらしく、肩で息をしつつも口角を上げた。

「まだ、負けたわけじゃないわよ」

「へえ、この状況でどんな手を見せてくれるんだ？」

「ふふっ、もちろん奥の手よ」

　と言ってリーリスは、指先でスカートの端を摘つまみ──

　ススス……とゆっくりと持ち上げていく。

「なぁっ!?」

「隙すきありよ、透流！」

　奥の手──

　ようは色仕掛けにものの見事に動揺し、致命的な隙が生まれたその瞬間──













　スパァンッ!!　派手な音とともに足元を払われた。

　背中から落ち、倒れた勢いのままに橋から宙空へと放り出される。

「どわぁっ……!?」

　手を伸ばし指先に橋の端が引っかかった。

　結果、辛くもプールへ叩たたき落とされることは無かったが、宙ぶらりんとなってしまったおかげで形勢は完全に逆転された状態に。

「あひゃひゃひゃひゃ！　色仕掛けにもろ引っかかってやんの!!　ダッセ──ッ!!」

　そんな俺の姿に、うさぎ耳の担任がプールサイドで腹を抱えて転げ回っていた。

　大笑いをする担任に歯は軋ぎしりをしていると、頭上から対戦相手の少女の声が降ってくる。

「これであたしの勝ちね」

「うっ……い、今のは──って、うわ……!?」

　顔を上に向けると、視界に入ったのはスカートの中──白の逆三角形フリル付きだった。

　反射的に手で顔を覆い──橋から手を離してしまったことに気づく。

「うわぁああああああっっ!!」

　直後、派手な水柱を立てて、俺はプールへと落下した。

　プールサイドに上がってしばらくすると、橋から降りてきたリーリスが俺を見て笑う。

「あははっ。ずぶ濡れね、透とお流る」

「誰だれのせいだ、誰の」

「あら、隙すきを見せた透流が悪いんじゃない。はい、タオル」

「あんな手を使われて、動揺しないほうがおかしいだろ……」

　黄金の少女は執事から受け取ったタオルを、そのまま俺に差し出してくる。

　お嬢様に用意したものだ!!　とばかりに睨にらむサラは見なかったことにし、タオルをありがたく手に取った。

　濡ぬれた頭を拭ふくと、ほのかに柔らかくいい香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「引っかかった身で言うのは情けないけど、あの奥の手はどうかと思うぞ」

「大丈夫よ、ギリギリまでしか見えないようにしてるもの」

「見えたらどうするんだよ……」

「大丈夫よ、透流になら見られても構わないもの」

　なるほど、それなら大丈夫か。

（いやいやいや、大丈夫じゃないだろ）

「と、とにかく、あの奥の手は禁止にしてくれっ」

「考えておくわ。それより──」

　それまでの明るい表情がすっと消え失うせ、心なしか俺を責めるようなものへと変わる。

「始まったとき、何をぼんやりしてたわけ？」

「あ……。き、昨日寝不足だったから眠くてさ」

「……ふぅん。それなら仕方無いけど、集中してないと大おお怪け我がするわよ」

「そうだな。気をつける」

　だが──結局この後も、俺は幾度となくあの日のことを思い出してしまい、その都度心ここに有らずな状態となって周囲に迷惑を掛けてしまった。










「はぁ……」

　普段の就寝時間まで、まだ一時間近くあるというのに疲労から大きなため息が漏れる。

　訓練からの疲れもあるだろうが、それ以上に精神的なものからなのは間違いない。

（今日は、疲れたな……）

　体が──それ以上に胸の内が酷ひどく重い。

　憂ゆう鬱うつとはまさにこういった状態を指すのだろう。

　そんな俺に、銀色の少女が表情を曇らせる。

「大丈夫ですか、トール？」

「……ごめんな、心配掛けて。今日は何か体調がよくないみたいだ」

「少し早いですが、今日はもう休みましょう」

　苦笑いを浮かべて謝ると、ユリエが提案をしてきた。

「そうだな。そうさせてもらう」

　これ以上気遣わせるのも申し訳なく、素直に頷うなずいて今日は休むことにする。

　消灯して目を瞑つぶると疲労が襲ってきて、俺はあっという間に眠りについたのだが──

　今夜もまた、あの日の夢を見ることとなった。




　熱気が肌を焼き、揺らめき動く炎を白刃が反射する。

（やめろ……やめてくれ……!!）

　叫んでいるはずなのに、声が出ない。

　そんな俺を嘲あざ笑わらうかのように、あいつは刀を振り上げた。

　何事かを呟つぶやき、笑みを浮かべ──

　白刃が振り下ろされる。

　一瞬の出来事であったはずなのに、まるでスローモーションのように刃はゆっくりと軌跡を見せる。

　少しでも長く、俺を苦しめるかの如ごとく。

　手を、伸ばす。

　決して届かず、間に合うことが無いとわかっていても。




「音おと羽は────っ!!」




　叫び、飛び起きる。

　荒い呼吸で肩を揺らし、汗が頬ほおを流れる。

　手の中まで汗をかいていた。

　ぎちりと拳こぶしを固く握るも、向けるべき相手はこの場には居ない。

（くそっ……くそっ……!!　どうして、俺は……!!）

　拳を額に当て、ぼやける視界の中で悔恨に心が引き裂かれそうになる。

「……大丈夫ですか、トール？」

　闇やみの中、鈴のように澄んだ声がベッドの上から聞こえてきた。

「ごめん、起こしちまったか……」

「ナイ。気にしないでください」

　ギシッとベッドが軋きしむ音がした後、ユリエがベッドの上段から床へと飛び降りる。

「……何かありましたか？」

「何かって？」

「ここのところ、毎晩うなされていますので……」

「……知ってるってことは、毎回起こしちまってたってことだよな。ごめんな、ユリエ」

　ユリエは、気にしないでくださいともう一度言ってくれたものの、それでも申し訳なさでいっぱいになってしまう。

　ユリエは首を左右へ振りながらベッドの端へ腰を下ろし、じっと俺の言葉を待つ。

「また、あの夢を見たんだ……」

「……トールの大切な人の命が奪われたとき、ですね」

「ああ……」

　頷うなずき、俺は視線を落とす。

　しばしの沈黙を経て、やがて顔を上げると精一杯笑う。

「寝直そうか。夜中に起こしちまって本当にごめ──」

　言葉は、最後まで発することが出来なかった。

　ユリエが、俺を抱きしめたために。

　それも、俺の頭を胸の内に抱えるようにして。

「ユ、ユリエ!?」

　ささやかではあるも柔らかな膨らみが顔に押し当てられ、慌てる。

「動かないで、静かにしてください」

「い、いや、だって──」

「少しの間だけでいいですから」

　と言われ、俺は口をつぐまざるを得ない。

　──もっとも、心臓は騒がしくなる一方なのだが。

「……心臓の音、聞こえますか？」

「え？　あ……」

　突然の行為に動揺して、まったく気が回っていなかったが──

　トクン、トクン、トクン──

　意識を傾けると、規則正しいリズムでユリエの心臓が鼓動を刻む音が響いてくる。

「あ、ああ。聞こえる……」

「では、このまま目を瞑つぶって耳を傾けてください」

　しばし耳を傾けていると、やがて俺の鼓動が少しずつ遠くなっていく。

　トクン、トクン、トクン──

　そのまま、刻が流れる。

　静かな世界で、ただ一つ刻まれる音が心地いい。

　その心地よさに、夢を見てざわついていた心が次第に落ち着いてくる。

　やがてユリエは、俺を抱きしめたままに──言った。

「好きなんです……」

「え……？　好きって、何がだ……？」

「ママにこうやって抱きしめてもらうのが、好きなんです」

「そうか……」

　唐突に好きなどと言い出したから何かと思えば、行為についてだった。

「……パパのことを思い出して泣いている私を、ママがよくこうやって抱きしめてくれました。温かくて、心地よくて、私はとても落ち着きましたので……」













「だから俺にも？」

「ヤー。……トール。私はあなたの《絆双刃デユオ》ですが、負った心の傷を分かち合うことは出来ません。けれどそれでも、辛つらいときは言ってください。私を頼ってください。こうしてトールを抱きしめることなら出来ますので。だから──」

　静かに、銀色の少女が告げる。

「辛いときは、笑わなくていいんですよ……」

「ユリエ……」

　俺を抱きしめる少女の想おもいが温かく、優しく、そして嬉うれしかった。

　そんなユリエの心に触れ──俺は彼女に、自分のことを話したいと思った。

「少し──話に付き合って貰もらってもいいか？」

「ヤー」

　俺の願いに、銀色の少女は優しく頷うなずいてくれる。

　ユリエは俺の頭を解放すると、ベッドの上へとちょこんと座った。

　銀色の少女を見つめ、一つ息を吐き──

　語り出す。

「……命日だったんだ。今日──もう、昨日か。昨日は二年前に妹の音おと羽はが死んだ日……いや──」

　ユリエから視線を外し、固く握った拳こぶしを見つめながら次の言葉を口にする。

「殺された日だったんだ……」

　視界の端でユリエの体がぴくりと反応し、彼女の手がきゅっと握られる。

「……トールの大切な人は、妹さんだったのですね」

「ああ……」

　確認であり、問い掛けでもあるその言葉に頷く。

　そのまましばしの沈黙を挟み、俺は昔のことをゆっくりと話し始めた。




　二年前まで、俺はとある道場で柔剣術を習っていた。

　亡くなった父さんが、その道場の門下生であったことも理由の一つだ。

　父さんがまだ生きていた頃ころ、母さんに連れられて道場へ迎えに行ったことが最初の記憶となる。

　そこで──あいつと出会った。

　道場の跡継ぎであるあいつは俺と同い年で、それをきっかけに言葉を交わし、同じ学校に通っていることもそのときに知った。

　俺たちはあっという間に仲良くなった。

　だからこそ俺は、あいつと肩を並べて一緒に剣を振るうことを躊躇ためらいなく選んだ。

　そんな俺たちの傍そばに、音羽も常に在った。

　音羽は元からして俺の後ろをついて来てばかりだったため、それも当然の成り行きだったと言える。

　俺と音おと羽は、そしてあいつは日々をともに過ごし、仲を深めた。

　三人で笑い、話をする。

　温かく、楽しく過ごす幸せな日々が何年も続く。

　時折、そこにトラが加わり、その日は普段より騒がしく、より楽しかった。

　そんな日々はいつまでも続くと、俺は信じて疑わなかった。

　けれど──日常が、永遠では無かったことを俺は知る。

　あの夏の日が訪れたことで。




　やがて俺の話は終わり、室内が静寂に包まれ──

「弱いから、死んだだけ、ですか……」

　しばしの後、ユリエが、哀かなしみを帯びた声で呟つぶやく。

　ぎゅっと手を強く握りしめているところから察するに、闘いの中で亡くなったお父さんのことを思い出しているのだろう。

「どうしてその人は、そんなことを言ったのでしょうか……。自らの手で大切な人を哀しませてまで、どうして……」

「さあな……。だからこそ、俺は強くなりたい。強くなって、あの言葉の真意を知りたい。そして──」

「……音羽さんの仇かたきを、取りたいのですね」

　無言で首を縦に振るも──俺は知っている。

　たとえあいつの真意を知り、仇を取ったとしても、音羽は返ってこない。

　大切だった日常は、二度と帰ってくることはないことを。

　人の命を奪うだけで、得ることなど何も無い。

　それでも、俺は《復讐者アヴエンジヤー》の道を歩むことを選んだのだ。

「……さて、話はこんなところだ。こんな深夜に長々と聞いてくれてありがとな、ユリエ。話したら、ずいぶんと気が楽になったよ」

「ナイ。私でよければ、いつでもお話を聞きますので」

　静かに笑む少女に、俺も頬ほおを緩めてもう一度お礼を言う。

「それじゃあ、寝直そうぜ。すっかり目が冴さえちまったけど、まさかこのまま起きてるわけにもいかないしな」

「…………。眠れそうにないですか、トール？」

「しばらくはな。まあ、目を瞑つぶっていればそのうち──」

「でしたら、眠れるようにしましょう」

「え……？」

　暗くら闇やみとはいえ目が慣れてしまったため、ある程度は見えるようになっている。

　だから、ユリエがベッドの上で膝ひざ立ちになった姿もはっきりと見えた。

　そのままユリエは俺に向かって手を伸ばし──

　ふにょん。

「っっっっっ!?」

　再び俺の頭を胸の内に、抱きしめる。

　ふにょんふにょんぽよんぽよん。

　ささやかサイズとはいえ、顔に押しつけられるとなれば柔らかさを感じないわけがない。

（しかもいい匂においだ……。──って、いやいやいや、どうしてまた!?）

「ユ、ユリ、ユリエ!?」

「先ほどと同じように、目を瞑つぶって鼓動に耳を傾けてください」

「あ、ああ……って、寝るんじゃなかったのか!?」

「ヤー。私はママにこうやって抱きしめて貰もらうと、すぐに眠れましたので」

「そ、そういうことか……。だ、だけど、俺はすぐに眠れそうにはないかな。ははは……」

　だからこの手を離してくれ、と続けようとするも──

「それでは、このまま横になりましょう。そのうち眠れるはずです」

　ユリエから斜め上の発言。

「──っ!?　え、ちょっ、ユリエ!?　このままってまさか……」

「きっと、夢見心地もいいと思います。いつも私がそうでしたから」

　こてん。

　抱きしめられたまま、ユリエともどもベッドに転がる。

　当然、彼女の慎つつましい胸は俺の顔へふにふにと当たったままだ。

「おやすみなさい、トール」

「お、おやすみって、待ってくれ、ユリ──」

「くー」

「はやっ!?」

　ジェルマットの効果もあってか、ユリエは寝付きの良さをいかんなく発揮し、あっという間に夢の中へ旅立つ。

（うう、なんだか思いっきりユリエのペースになってる気が……）

　ある意味いつもどおりなのかもしれないが。

　それでも、俺のためを思って抱きしめてくれているということが、とても嬉うれしく感じた。

「ありがとな、ユリエ……」

　ユリエの心遣いに感謝を呟つぶやくと、俺は言われたように鼓動へ耳を傾けながら目を閉じる。

　──が。

　ふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふに。

（こんな状態で寝れるか────っ!!）

　結局、顔に当たる柔らかな感触と、充満するいい香りのおかげで、俺は寝つくことが敵かなわずに朝を迎えることとなった。

　朝、ユリエは目を覚ますと、ふらふらになった俺を見て不思議そうに小首を傾かしげていた。




　この日は週末というのもあって、午前中で授業と訓練が終了となった。

　ただし徹夜明けのおかげで、授業中の記憶がまったくない。※要は寝ていた。

　午後は外出しない限り、自主トレをして過ごすのがいつもの過ごし方となるのだが、今日は予定を変更して少し昼寝をさせてもらった。

　三時間ほど眠った後、ユリエとともにトレーニングルームへ向かったのだが──

　途中、一階玄関で話し込む三人の女子とばったり出会う。

　橘たちばな、リーリス、サラだ。

「やあ、九重ここのえにユリエ。これからトレーニングルームかい？」

「そのつもりだ。そっちは何を話してたんだ？」

「これから外に買い物へ行くから、その話をしてたのよ」

　と黄金の少女から答えが返ってくる。

　この場合の外は、敷地外という意味だ。

　リーリスはつばの広い帽子をかぶり、フリルのついたノースリーブのブラウスにショートパンツという夏らしい服装で、外に出たら彼女の容姿も相まって人目を惹ひくことは確実だろう。

　一方、橘はというと──ジャージだった。しかも長なが袖そでで見るからに暑苦しい。

「さすがにジャージはどうかと思うぞ……」

　ジャージが悪いとは言わないが、リーリスと並べば別の意味で人目を惹くこと間違い無しだ。

「ち、違うっ！　私は敷地内で用事があるのだ!!」

「なんだ、そうだったのか。……まあ、うん、安心した」

「はぁ……。キミとは今度、じっくりと腰を据えて話をする必要がありそうだな……」

　盛大にため息をつく橘に、俺は乾いた笑いを発するしかなかった。

「それじゃあ、あたしはそろそろ行ってくるわ。巴ともえ、さっきの件、頼んだわよ」

「うむ、任せてくれ」

　何やら二人の間で通じ合うと、リーリスはサラを促して外へ出て行った。

　寮を出る際に振り返り、「また後でね、透とお流る」と投げキッスを飛ばしてから。

「──くっ、なぜ貴方あなた如ごときのために……！」

「は？」

　主の後を追わず、サラが立ち止まったままに俺をじろりと睨にらむ。

「……サラ、余計なことを言ってないで行くわよ」

「申し訳ありません、お嬢様。只ただ今いま」

　リーリスに呼ばれ、サラは彼女の後を早足で追う。

　──最後に俺をひと睨みして。

「はぁ、相変わらず嫌われたもんだ」

「仕方あるまい。何しろリーリスはいいところのお嬢様だし、サラにとってキミはどこの馬の骨ともわからぬ男だから──っと、すまない」

「ははっ、間違って無いさ」

　サラには臨海学校の一件が終わった後に礼を言われたのだが、その後はご覧の通り、以前とまったく態度が変わることはない。好いてくれとは言わないが、もう少し態度を軟化して貰もらえると気が楽なのだが。

「ところで、巴ともえはどこに行くのですか？」

　ユリエが、橘たちばなの足元に置かれたバケツ──水の入ったペットボトルと手袋が入っている──を指す。

「ふふっ、今は秘密ということにしておこう」

　珍しく悪戯いたずらめいた笑みを浮かべ、はぐらかされてしまう。

「そうそう、ユリエ。キミに話があるのだが、少々時間を貰えるかな？」

「ヤー」

　気にはなるも、今度は橘が別の話題を振ってきたため、それ以上は聞けなかった。

「……九重ここのえ、私たちはこれから女子の会話をするから、キミは先にトレーニングルームへ行きたまえ」

「──？　ああ、わかった。それじゃあ先に行ってるからな、ユリエ」

　立ち聞きなんて無粋な真ま似ねをする気も無いので、俺は言われたとおりに地下へ続く階段を下りていった。




　夕食時、珍しくリーリスが食堂に姿を見せなかった。

　普段から個人行動が多いとはいえ、食事の時間は俺たちとともにしている──しかも俺の左隣が指定席──ので、顔を見せないとなると少々気になる。

　昼間に外出したまま、まだ帰ってきていないのだろうか？

「リーリスはどうしたんだろうな？」

　食堂を出たところで黄金の少女の名を出すも──

「おかげで落ち着いてご飯を食べることができました」

「ふんっ、別にあの女など居ようが居まいが、どうでもいいだろう」

「ははは……」

　リーリスと馬が合わないユリエ＆トラに話を振ったことを後悔した。

「ま、まあ、何か外せない用事があったのではと私は思うぞ」

「ふふっ、わたしも何となくそうじゃないかなって思うよ」

　話に付き合ってくれたのは橘、そしてみやびだった。

　先日に明るい笑顔を見せてから、すっかり以前のように戻った。

（……いや、むしろ以前よりも明るい感じがするよな。だけど──）

「ん？」

　思考を中断して足を止める。

「どうした、透とお流る」

　トラからの問い掛けに、俺はみやびと橘たちばなに向かって言う。

「いや、みやびと橘がどうしてついてくるのかって思ってさ」

　俺とユリエ、トラとタツの部屋は二階だが、みやびたちの部屋は三階の女子フロアだ。

　そして上階へ続く階段はラウンジ前にあるため、とっくに通り過ぎている。

「ユリエと話があるのだ。あまり人に聞かせる内容ではないから、そちらの部屋へお邪魔しようかと思ったというわけだよ。なあ、ユリエ」

「──っ！　ヤ、ヤー！」

　話を振られ、ユリエがこくこくこくと激しく頷うなずく。

「なるほどな。……あ、だったら俺は席を外した方がいいか？」

「い、いや、キミも同席してくれたまえ」

「──？　ああ、わかった」

　僅わずかに焦ったような橘の口調が気にはなったものの、俺は承諾をする。

　が、ドアに手を掛けたところで再び気に掛かることが。

「ん？　もしかしてトラたちもか？」

　何な故ぜかトラ＆タツまで、自室を素通りして俺の後ろをついて来ていた。

「僕らも話があると言われたんだ」

　と橘を見るトラ。

「……そうか」

　短く答えるも、頭の中では〝？〟が大量で。

（どんな話をするつもりなんだ？）

　ユリエには伝えてあるのに、もう一人の住人である俺には事前に何の話もない、というのが余計に気になる。

　しかも──

「くはっ、先頭なんだから早く部屋に入れっつーの。それとも俺は早くないぜって性的アピールか、んん？」

　何故か月つき見みまで居た。

（いったいどういう組み合わせなんだ……）

　首を捻ひねりつつ、ドアを開けて部屋に入った途端──

　パァン!!　派手な火薬音と同時、目の前に様々な彩りの何かが広がった。

「ぶほぉっ!?」

　顔面に直撃したそれに、思わず声が出る。

「わっ、ぷはっ……！　な、なんだこれ……!?」

　顔や上半身にまとわりついたそれを取ると、五色ほどの紙テープだった。

　混乱する俺の視線の先──部屋の中では、バズーカ砲のような物を構える黄金色の髪イエロートパーズの少女と、その後ろに彼女の執事が。

「え？　リ、リーリスにサラ？　これはいったい──」

　どういうことだと続けようとするも、最後まで言い切れない。

　何な故ぜなら──

　パパンパンパーン!!　今度は背後からの連続した破裂音で驚いたために。

「な、なな……!?」

　振り返ると、ユリエも含め、俺の部屋で話をすると言ってついてきたうちの四人がクラッカーを手にしていた。理解不能の展開に、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなる俺へリーリスが飛び込むように抱きついてきた。

「誕生日おめでとう、透とお流る──っ♪」

「わわっ!?　リーリス、ちょっと、え、誕生日!?」

「そうよ。今日は透流の誕生日でしょ。だから、おめでとう♪」

　俺の首に手を回して体を寄せたまま、くすりと笑みを浮かべて見上げてくるリーリス。

　そこへ、後ろの面々から口々にお祝いの言葉が。

「誕生日おめでとう、九重ここのえ」「おめでとう、透流くん」「くはっ、一つ大人になったか。更に大人の階段を上りたかったらいつでも言えよ？」「ふんっ。祝ってやるから感謝しろ」

　──尚なお、タツは例の如ごとく大笑いなので割愛する。

　そして、最後にユリエが俺の前に立つ。

「おめでとうございます、トール。それと──」

　一いつ旦たん言葉を切り、ユリエは俺とリーリスの間に両手を差し込み、引きはがしてぐいぐいと押してくる。

「トールにくっつくことまでは聞いていません」

「それくらいいいじゃない。企画者に特典くらい与えるべきでしょ」

「ナイ。必要ありません」

　頬ほおを膨らませるリーリスは、いまだ呆あつ気けに取られたままの俺を見て、表情をきょとんとしたものへと変えた。

「どうしたのよ？　まさかと思うけど、自分の誕生日を忘れたわけ？」

「そ、そりゃたしかに今日は俺の誕生日だけど……」

「だったら問題無いわね。準備万端だから、パーティーを楽しみましょ♪」

　と言って両手を広げたリーリスにつられて室内を見回すと、たしかに飾り付けがしてあり──何な故ぜかクリスマス仕様でイルミネーションまである──部屋の中央にはどこからか用意された大きなテーブル。

　しかも上にはハート形の大きなケーキが用意されていると来たもんだ。

「何故ハート……」

「あたしと透流のウェディングケーキの予行演習も兼ねてるのよ」

「……真っ二つにしていいですか？」

「どうしてよ!?　──って、《焔牙ブレイズ》を許可無く具現化するのは違反でしょ!!」

《片刃剣セイバー》を振りかぶったユリエに、リーリスがツッコむ。

「三秒以内ならセーフです」

「んなわけないわよっ!!」

「くははははっ！　アタシが許可するぜ、銀髪♪　やっちまえー!!」

「わーっ、待て待て！　とりあえず落ち着こうぜ、ユリエ！　リーリスも！　月つき見みも焚たきつけるんじゃねーっ!!」

　銀と金──対照的な二人の少女の間に入る俺。

　次いで橘たちばなが、「今日は九重ここのえのためだから、少しくらいは大目に見ようじゃないか」とユリエを諭したことで室内はようやく落ち着くこととなった。

「どう、透とお流る。驚いたでしょ？」

「ははっ、そうだな。びっくりした──けど嬉うれしいぜ。リーリス、それとみんなもありがとな」

　ケーキを囲んで座るいつもの顔ぶれ＋αを見回して礼を言う。

「ふふっ。急な話だったので、プレゼントまでは用意出来なかったがね」

「いやいや、これで十分だって」

「あら、あたしはきちんと用意したわよ」

　橘に苦笑して返したところで、リーリスが交ざってくる。

「プレゼントは──あ・た・し♡」

「……真っ二つにしていいですか？」

「いいわけないでしょ!!」

　再び《片刃剣セイバー》を振りかぶるユリエに、リーリスがツッコんだ。

「ところで、どうして俺の誕生日を知ってたんだ？」

　俺の誕生日を知っているのはユリエとトラだけ。

　馬の合わない二人から、リーリスが話を聞けたとは思えない。

　可能性として、橘経由だとは思うのだが──

「あたしが《特別エクセプシヨン》だって忘れたの？　生徒のデータベースくらい、いつでも見れるわよ」

　さらっととんでもないことを口にする黄金の少女。

《特別エクセプシヨン》の称号を持つリーリスだからこそではあるが、個人情報の保護はどうなってるんだと思わなくもない。

「彼女からキミの誕生日を聞いてね。準備は自分がするから、みんなを夕食後に集めてくれと言われていたのだ」

「あっ！　もしかして昼間の立ち話って──」

「ご明察、だな」

　ユリエには、女子の会話をするからと俺を先に行かせたときらしい。

「……で、こいつは何で居るんだ？」

　と、うさぎ耳のヘアバンドを指す。

「くはっ、委員長と銀髪が話してるところに通りがかったんだよ。なーんかおもしろそーな話してっから、アタシも参加させて貰もらうことにしたのさ」

「参加させなければ、トールにバラすと言われましたので……」

　気持ち肩を落としてユリエが補足説明。

「そして我々が食事を摂とっている間、リーリスがサラとともに部屋で飾り付けをしていた、というわけだ」

「なるほどな──って、あれ？　部屋に鍵かぎが掛かってなかったか？」

「サラが開けてくれたわ」

「この程度の鍵、造作もありません」

　サラはふんっと鼻で息をしつつ俺を見る。

（得意気だけど、不法侵入だよな……）

　まあ、目的は俺の誕生日を祝うためだったわけだし、気にしないことにしよう。

「しかし、なんだってまた俺のデータなんか見たんだ？」

「……あたしが転入してきた理由、忘れてない？」

「なるほどな、よく覚えてたもんだ。……そういえばみんなの誕生日っていつなんだ？」

「ふふっ、未来の伴はん侶りよたるこのあたしのプロフィールを知りたいのね？」

「……いや、みんなって聞いただろ」

「あたしは五月だから結構前なのよね。ちょうど転入してきた頃ころよ」

　俺のツッコミはスルーされ、リーリスが話を続ける。

「だから来年の誕生日は楽しみにしておくわね、透とお流る。プレゼントは日本式に給料三ヶ月分の指輪がベストなお薦めよ♪」

「…………。みんなの誕生日はいつなんだ？」

　今度は俺がスルーし、周りに話を振るのであった。

「わたしは三月だよ」

「近いですね。私は四月です、みやび」

　幸いにもみんなが答えてくれて、スルーも華麗に成功──

「って、ユリエが四月!?」

「ヤー、四月一日です。それが何か？」

「い、いや……。なんか意外だなって……」

「──？」

　驚きよう愕がくする俺と、その様子に不思議がるユリエ。

　しかし、俺が驚くのも無理はないだろう。クラスで一番小ぶり──じゃなくて小柄な少女が、最も早い生まれだったと誰だれが予想出来るだろうか。

「あと一日遅ければトールと出会えなかったと思うと、滑り込みセーフでした」

「どういうことだ？」

「満六歳に達した翌日以後における四月一日より小学校へ入学となる──と学校教育法にはあってね。つまり四月一日が誕生日ということは、その学年における早生まれ最後の日となるのだよ」

「へぇ、そうだったのか……」

　橘たちばなの説明に驚くも──

（だけど、おかげで納得はできたな）

　ささやかな膨らみへ目を向けて思うのだった。※失礼なのは承知の上だ

「巴ともえはいつなのですか？」

「私は七月だから先月だな」

「トールと近いのですね」

「うむ、ちょうど一週間違いになるな」

「えっ？　一週間前って、めちゃくちゃ近いじゃないか。どうして言ってくれなかったんだよ」

　あまりにも最近のことで、思わず会話に割り込むようにして参加してしまう。

「どうしてと言われても……自分から今日は私の誕生日ですなどと言い出したら、祝ってくださいと言ってるようなものではないか」

　想像すると、それはちょっと恥ずかしい。

「……それでしたら、ご一緒にお祝いをしたら如何いかがでしょう？」

「え……？」

　提案したのは、意外にもサラだった。

「何か？」

「い、いや、たしかにいい案だな。そうしようぜ」

　訝いぶかしげな顔をするサラに、慌てて首を振ってみんなに同意を求める。

「私のことは気にしないでくれ。既にみやびに祝って貰もらっていることだしな」

　どうやら入学初日に、互いの自己紹介で伝え合っていたらしい。

　しかし、不思議とブリストル家の執事は諦あきらめない。

「ですが、ここに居られる他ほかの方々は存じておられなかったご様子ですし、ご一緒にお祝いするのも宜よろしいかと」

「そ、そうだよ、巴ちゃん。せっかくだし……」

「私もそう思います、巴」

　みやびに続き、ユリエからも援護射撃が。

「お嬢様もそう思われますよね？」

「ええ、祝うべきだと思うわ。それだけ近いなら、巴も今日の主役の一人に決定ね」

「し、しかし……」

「二度は言わないわ、巴ともえ。諦あきらめて祝われなさい♪」

「……わかった。少々気恥ずかしいが、一緒に祝ってもらうとしよう」

　リーリスがぱちりとウインクをし、橘たちばなが苦笑いを浮かべつつも了承する。

「それでは、皆さんでお二人にお祝いの歌を歌いましょう」

　気がつけば進行役となったサラが、みんなを促す。

　ロウソクに火をつけ、部屋を暗くし、俺と橘を除いた七人が歌い──

　終わったところで火を吹き消すこととなった。

「橘。せーので消すぞ」

「うむ、任せておけ」

「せーの……」

　肩を並べ、大きく息を吸い込み──

　二人でふぅーっと息を吹きかけて、ロウソクの火を消す。

　直後、再び部屋が明るくなり、俺たちは顔を見合わせた。

「よし、一発で消えると気持ちいいな」

「ふふっ、そうだな」

　そして気づく。

　顔が近い。

　まるでハート形のケーキを前に、愛の誓いを示す行為をするかのような距離で──













「「──っ!?」」

　俺たちは慌てて顔を逸そらし、居住まいを正す。

（び、びっくりした……）

　まだ心臓がドキドキと騒がしい。

　とここで、進行役たるサラが──笑みを浮かべて言った。

「それではこれより、九重ここのえ様と橘たちばな様のお二人でケーキを切り分けて頂きましょう」

「は？」「え？」「なんですってぇっ!?」

　俺と橘が驚き、リーリスが叫ぶ。

「ちょっとサラ、何を言い出してるのよ!?」

「二度申し上げるのも恐縮でございますが──九重様と、橘様のお二方にケーキカットをして頂くと申し上げたのですよ、お嬢様」

「冗談じゃないわ！　ケーキカットは、あたしと透とお流るでするって言って買ったことを忘れたわけ!?」

「ええ、そのとおりです。しかしながらお嬢様はパーティーの準備をしている最中、こうも仰おつしやっていました。『ケーキカットを行うのはパーティーの主役の務めよね』と。そして先ほどお嬢様は、橘様に対して主役と言われましたよね」

　サラ、再び笑顔。

　リーリス、絶句。

　英国イギリス執事恐るべし。俺とのケーキカットをどうにかして防ぐために、何かしらのチャンスを窺うかがい、橘の誕生日が近いのだと知るや即座にここまでの計画を筋立てたのだろう。

「お嬢様にも納得して頂けたご様子ですので、こちらをお二人で」

　主を見事にやり込めた従者は、紅白のリボンがついたケーキナイフ──どこからどう見てもウェディング用を手渡してきた。

　これでハート形のケーキを切るとなれば、思い浮かぶことは一つしかない。

「えーっと……」

「ふひゃっ!?　なな、何な故ぜ私を見る、九重!!」

「何故も何も、一緒に切れってさ……」

「──っ!!　そ、そんな、破廉恥なっ!!　だだだいたいキミは、自分が何を言ってるのかわかっているのか!?　私とキミはけけ、けっこ、けこ──っ」

　やはり橘も同じことを思い浮かべたようだ。

　ただし動揺は俺の比じゃないが。

　もちろん、俺だってみんなの見守るこの状況で、そんな恥ずかしいことなどしたくない。

　告白の件について何ら解決していないみやびも同席しているのだから、そういったことを意識させる行動は避けたい。

　だが──

「早くしてください」

　ぎろりと睨にらむサラが怖い、怖すぎる。

　逆らえばどうなるものかわかったものじゃない。

　ということで俺は出来る限り何でもないことだと装い、橘たちばなの説得を試みる。

「変な風に捉とらえるなって。誕生日を祝って貰うだけだろ。それのどこが破廉恥なんだ？」

「う……。しかし、その……たしかに、そうかもしれぬ、な……」

　あっけらかんとした感じの俺の口調に、橘はある程度落ち着きを見せる。

　よし、もう一押しだ。

「ありがたい話だよな。こうやってみんなが祝ってくれるんだから。俺たちは感謝を込めてケーキを切って、お礼の気持ちとしてみんなに食べて貰もらおうぜ」

「…………。そ、そうだな。これはあくまで、誕生日を祝うためのものだったな、うむ」

　説得完了。

　俺たちは一本のナイフを二人で持って、ケーキに当てるが──

　ぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷるぷる。

　いざというときに再び意識してしまったようで、橘の手が震える。

（やれやれ、こういうのは本当に免疫が無いんだな……）

　俺自身、異性に対しての免疫があるかと言われると首を横に振るところだが、橘が動揺しまくっているおかげで逆に冷静になれている。

（仕方無い。橘には悪いけど、このままだとまた騒ぎ出しそうだし──）

「──ひふっ!?」

「ちょっと、透とお流る!?」

　橘の手を包むように俺の手を重ね、そのままケーキへ入刀した。

　そのままリーリスのツッコミをスルーして、人数分に切り分ける。

「みんな、今日は祝ってくれてありがとな。ケーキ、食おうぜ。……ほら、橘も」

「えっ……？　あっ……。みみ、みんにゃ、ありゃーとぅっ!!」

　橘の声が裏返ったところで僅わずかばかり失笑したが──

　それはともかくとして、これでようやくこのサプライズな誕生パーティーを、純粋に楽しむことが出来そうだと安あん堵どした。

　──が、甘かった。

　ふんわりとしながらしっとりしたスポンジ、甘さ控えめで口に入れると溶ける生クリームという俺でも違いがわかるくらい上質のケーキに舌鼓を打っているときのこと──

「サラ、あれを用意してくれるかしら」

「わかりました、お嬢様」

　黄金の少女に命じられ、執事がワインボトルを用意する。

　中身はまさか酒じゃないよな、と思って聞いてみると──

「シャンパンよ」

「マジで酒かよ!!　未成年が飲んだらまずいだろ!!」

「堅いわねぇ……。今日くらい、無礼講ってことでいいじゃない」

「くはっ、まったくだ！　酒くれぇいいじゃねーか!!　つーかアタシが許す!!」

「あんたも未成年だろーが!!」

　教師という立場のため忘れそうになりがちだが、月つき見みは昨年度の卒業生──十八歳だ。

「安心しろって。五月に十九になってるからよ」

「未成年に変わりないだろ!!」

「四捨五入したらハタチだろ」

「それを言い出したら憲法の存在意義が無くなるっての!!」

　などと月見にツッコんでいる間に、ポンッと景気のいい音が響く。

　サラがシャンパンを開けたのだ。

「開けるな────っ!!」

「透とお流るってば、さっきからうるさいわねぇ」

「……リーリス。私も飲酒はどうかと思うぞ？」

　ここでようやく橘たちばなが助け船を出してきた。

「この人数だから、一人につきグラス半分程度の量よ？　日本でも甘酒っていうのを子供でも飲むんでしょう？　だったらシャンパンだって少しくらいは、ね♪」

「甘酒、か……。ふむ、たしかにそれなら少しくらいは……」

　助け船は泥船だったため沈んだ。

　その後、俺が白旗を上げるまでに、大して時間が掛かることはなかった。

　コポコポコポ……と音を立て、琥こ珀はく色の液体がグラスに注がれていく。

「…………」

「どうしたんだ、ユリエ？」

　銀色の少女が、僅わずかに眉まゆをひそめる様が目に留まったので聞いてみると──

「飲んでも大丈夫なのかと、心配になりまして」

「飲んだこと無いのか？　……まあ俺も無いんだけどな」

「昔パパがワインをとても美お味いしそうに飲んでいたとき、どのような味なのかと気になって、こっそり一口だけ飲もうとしたことがあるのです」

「どうだったんだ？」

「香りを嗅かいだ時点でくらくらして、気がついたら朝でした」

　飲まずにダウンとは、相当弱いようだ。

「……ああ、飲んだじゃなくて、飲もうとしたって言ったもんな。まあ、その話からするとかなりアルコールに弱いみたいだし、無理に飲まなくていいんじゃないか？」

「ナイ。せっかくのトールと巴ともえのためのパーティーですので」

　そんなこと気にしなくていいと言うも、あれから数年経たっていることだし一口くらいは大丈夫だと思うと返されてしまう。

「ほら透流。あんたが主役なんだから乾杯の発声をしなさいよ」

　リーリスに促され、俺はグラスを掲げた。

「えっと……みんな、ありがとな。それじゃあ、乾杯！」

「「「かんぱーい！」」」

　俺も、みんなも、もちろんユリエもグラスへ口を付ける。

　初めて飲む酒の味は──

「……なんかジュースみたいだ」

「まあノンアルコールシャンパンだし、似たようなものね」

「酒じゃねーのかよ!?」

　月つき見みがキレた。

　大成功とばかりに、リーリスがくすくすと口元に手を当てて笑う。

「まったく、なんでそんな嘘うそを……」

「ちょっとした悪戯いたずらよ。でも、おかげで面白いものを見ることができたわ」

　ぴっと指を差す黄金の少女。

　その先で──

　ふら、ふらふら、ふら……と、ユリエが左右に揺れていた。

　雪色の肌スノーホワイトが朱に染まり、その瞳ひとみはとろんと蕩とろけたようになっていて、焦点が合っているようには見えない。

「ずいぶんと暗示に掛かりやすい子よね、ふふっ」

「ユリエ────っ!?」

「ヤー……」

　ぽふん。糸の切れた人形のように倒れるユリエ。

　幸い倒れ込んだ先は俺の太ももで、頭を床に打ち付けるようなことは無かったが──

　そのままユリエは俺の膝ひざを枕まくらにし、すぅすぅと寝息を立て始める。

「ちょっとあんた！　どさくさまぎれに、あたしの旦だん那な様に何をしてるのよ!?」

「リーリスこそ、どさくさまぎれに何言ってるんだよっ!?」




　パーティーが始まってからそれなりの時間が過ぎ、今はラウンジから拝借してきたＤＸデラツクス運生ゲームをみんなで遊んでいた──と言ってもユリエはベッドで寝たままだし、サラは参加せずに後ろで観みているだけだが。

「次は私の番か。では──三よ、出ろ、出ろ、出ろーっ!!……」

　強く念じ、橘たちばながルーレットを回すも──

「くっ、七か。──ふむ、買い物マスか。まあこれならいいとしよう」

「ふふっ。よかったね、巴ともえちゃん。それじゃあわたしも──えいっ」

　カラカラと音を立てた後、ルーレットがみやびの運命を選択する。

「やったぁ！　宝くじが当たって臨時収入だって♪」

　手を叩たたき、喜びを露あらわにするみやびはとても楽しそうだ。

　だがそんな彼女の姿を、俺は少し複雑な思いで映していた。

　みやびの浮かべる明るい表情へ、素直に喜べない理由がある。

　数日前、訓練後の更衣室で、らしくないヒステリックな姿を見せたという話を橘たちばなから聞いていたために。

　こうして見ている限りでは元気そうに思えるが、その実無理をしているのかもしれない。

　気には掛かるも、心の傷が癒えていないみやびへ無理に踏み込むわけにもいかないと、橘は複雑そうに口にしていた。

　そういったことから、俺はいまだに告白の件について話を出来ずにいる。

「透とお流るくん？」

　そのみやびが、突然俺の名を呼ぶ。

「あ……っと、な、何だ？」

「透流くんの番だよ？」

「え？　ああ、そうか。ごめん」

　謝り、慌ててルーレットを回す。

　カラカラと音を立て、クルクルと数字が回る。

　出た目でプレイヤー全員に影響するマスに止まることとなり、それぞれが喜んだり悔しがったりと騒ぐ結果となった。

　程なくして──

「よし、ゴール!!　やったぜ！」

　俺は運任せの人生を二番手でゴールする。

　笑い過ぎたせいか、喉のどがからからだ。

　空になったコップを手に、部屋の端に退けたテーブルへジュースを取りに行くと──

「あー、くそっ。なんでお子ちゃまシャンパンなんだよ。酒飲ませろよ、酒を」

　トップでゴールを果たした月つき見みが、壁際でコップを咥くわえてくだを巻いていた。

「未成年のくせになに言ってんだよ。……あと、スカートなんだから膝ひざを立てて座るのは止めてくれ」

　うさぎ耳の担任から視線を逸そらしつつ、忠告をする。

「ん？　発情するからか？」

「するかっ!!　だいたい、なんであんたが俺の誕生日を祝いに来てるんだよ!?」

「おもしろそーだからってさっき言っただろ。あと、前に言ったよーにアタシはおめーのことを気に入ってるんだよ」

　一度は俺を殺そうとしたくせに、今では気に入っているなどと言われても信じられるはずがない。

（……だけど、臨海学校では《神滅部隊リベールス》から、クラスのみんなを守ってくれたんだよな）

　以前対たい峙じした際、戦闘狂のような一面を見せたことから、単純に闘いたかっただけという可能性も捨てきれないが。

（そういえば──）

　臨海学校のことを思い返したことで、あのとき覚えた疑問が記憶の底から甦よみがえる。

「なあ月つき見み。あんたに一つ質問があるんだ」

「あ、質問？」

「あんたが《神滅部隊リベールス》を相手に使ってたのが、《焔牙ブレイズ》の真の《力》ってやつなのか？」

「まーな。それがどーかしたのかよ」

「……もう一つ質問だ。どうしてその《力》を俺たちとの闘いで──」

「やったぁ、ゴール♪」

「なんだとぉっ!!」

　俺の言葉を掻かき消したのは、みやびの喜びの声とトラの発した驚きよう愕がくの声だった。

「くっ、まさかこの僕が、最下位などという屈辱を味わうなんて……」

　どうやらトラがドベだったらしい。

「認めん！　もう一度勝負だ！　透とお流る、月見！　再戦するから戻って来い!!」

「……だとよ。話ってのはまた次の機会にな」

　そう言って月見は俺の肩を叩たたき、耳元でチュッとキスを思わせるかのように口を鳴らし、肩を回しながらみんなの下へと戻っていった。

「さーて、返り討ちにしてやんぜ。覚悟しな、ちっこいの!!」

「誰だれがちっこいか!!」

　どっかと座り、トラと睨にらみ合う月見。

　その背中を見つめながらに思う。

　なぜ月見は《新しん刃じん戦せん》で俺たちを襲ったとき、真の《力》を使わなかったのだろう。

　もし使っていたならば、簡単に勝負は決まっていたはずだ。

（なのに、いったいどうして……）

「どうしたの、透流。あんたが来ないと始まらないわよ♪」

「っと、悪い。いま行く」

　ぼんやりと考え事をしていた俺を見かねてか、リーリスが呼びに来る。

「はい、透流」

　差し出された手を掴つかむと、黄金の少女からぐっと引っ張りあげられ──

　立ち上がった俺にリーリスは腕を絡からめた。

　ついでと言ってはなんだが、肘ひじに胸が当たる。

「リ、リーリス」

「第二戦を始めるわよ、透流。今度こそ勝利をあたしのものにしてあげるんだから♪」

　ぱちりとウインクをし、勝利を宣言する

「うわっ!?　わ、わかったから腕を離せって……！」

　僅わずか数メートルを、俺はぐいぐいと引っ張られ輪の中へと戻っていった。




「では、また明日の朝にな」

「お、おやすみ、透とお流るくん……」

　二度目の運生ゲームが終了すると、消灯時間も近い時刻だった。

　パーティーはお開きとなり、連続最下位となって三度目の勝負をしろと叫ぶトラは、タツに引き摺ずられて帰って行く。

　いまだ眠るユリエを起こさないよう部屋の飾り付けを外し終えたところで、みやびと橘たちばなが部屋へ戻ることにし、俺は二人を見送るために廊下へ出る。

「二人とも今日はありがとな」

「ふふっ。私の場合は祝うつもりが、共に祝って貰もらう立場になってしまったがな」

「ははっ、ある意味、俺以上のサプライズだったもんな」

「まったくだよ……」

「くすくす、顔が真っ赤だったもんね、巴ともえちゃん」

「そ、それを言わないでくれたまえ……」

　渋い顔をする橘へ、楽しそうに笑うみやび。

「それじゃあ、わたしたちはこれで。おやすみなさい、透流くん」

「おやすみ、みやび。橘も」

「うむ。ではまた明日にな」

　ほとんど人ひと気けの無くなった廊下を歩き、二人は自室へと帰っていく。

　遠ざかっていく背中を見送りながら、パーティー中のみやびの様子を、そして橘から聞いた話を思い出す。

（らしくない姿、か……）

《神滅部隊リベールス》の襲撃から二週間──

　長くもあり、短くもあるだろう。

　俺やユリエの怪け我がはほぼ完治したし、橘の足も随分と良くなった。

　しかし、心の傷の深さは誰だれにも見えない。

　それがたとえ、本人であろうとも。

「透流、どうかしたの？　突っ立ったまま寝ちゃったわけ？」

　ぼんやりと一人廊下で立つ俺の肩を、部屋から出て来たリーリスがぽんと叩たたく。

「さすがにそんな特技無いって」

「必要なら、あたしが添い寝してあげるわよ？」

「ま──」

「ま？」

「まったく、そういう冗談は勘弁してくれ」

　危うく、間に合ってると言いそうになってしまった……。

「本気だったらいいわけ？」

「もっと勘弁してくれ……」

　しばらく前に身を以もつて知ったことだが、リーリスは裸じゃないと眠れないらしい。

　ユリエとの添い寝ですらいまだに緊張して寝不足になるというのに、一糸纏まとわぬ姿で隣に居られたら眠れるわけがない。

　──もっとも、彼女の執事が永遠の眠りにつかせてくれる可能性なら十分にあるが。

「残念ね。だけど透とお流るが望むなら、いつでも呼んでくれて構わないわよ。……勿もち論ろん、透流から来てくれても大歓迎だけどね」

　ウインク＋投げキッスをされる。冗談なのか本気なのかいまいちわかりづらい誘惑に、呼ばないし行かないからとため息をつく。

「ともかく、さ。今日はいきなりで驚いたけど、嬉うれしいやら恥ずかしいやらいろいろあったけど、すげー楽しかった」

　誕生パーティーを催してくれたことについて、感謝の気持ちを伝える。

「実はさ……。ここのところ、ちょっとテンション落ちてたんだ。だから今日、リーリスがこうしてパーティーを開いてくれたおかげで、いっぱい笑ってさ……。かなり、気持ちが楽になった。だから──ありがとなリーリス」

「……そう、それは良かったわ。たまたまだけど、いいサプライズだったってことかしら。でも、あたしとしてはお礼の言葉よりも──」

「何がたまたまですか、お嬢様。そのようなはずが無いでしょうに」

　突然、リーリスの言葉を否定する声。

　声の主は彼女の執事であるサラ。

　彼女は、見るからに不満そうな表情を俺たちへ向けていた。

「どういうことだ、サラ？」「サラっ!!」

　俺の質問と、主の制止が同時に飛ぶ。

「申し訳ありませんが、この愚鈍に一言言わねば気が済みません。……いいですか、九重ここのえ様。貴方あなたがここのところ沈みがちであったことを、聡そう明めいなお嬢様が気づいていないはずがないでしょう。今日のパーティーは貴方を祝うためであると同時に、元気づけるためのものだったのですよ」

「そうだったのか……」

「……サラ。そういうことは、言わなくていいのよ」

「いや、言って貰もらってよかったよ。気遣ってくれてありがとな、リーリス」

「……に、二度も言わなくていいわよ」

　そこには常に余裕を持った少女の姿は無く──

　代わりに照れくさそうに、指先へ髪をくるくると巻き付けていじる少女の姿があり、不覚にも俺はそんなリーリスを可愛かわいいと思った。

　これまで彼女に対しては綺き麗れいという印象はあっても、可愛いと思ったことは無かったというのに。

　容姿や仕草だけではない。

　普段は俺への好意を露あらわにして積極的にアプローチをしてくる彼女が、今回に限っては本来の意図を隠していつもどおりに振る舞おうとしていた、その心根が可愛かわいいと思った。

　俺がそんなことを考えていることなど当然気づくはずもなく、黄金の少女はいまだにバツが悪いのか上目遣い気味に覗のぞき込んでくる。

「…………元気になったのよね？」

「ああ、完全復活とまでは言わないけど、かなりな」

「そこは完全復活って言い切りなさいよ。だけど、かなり元気になったならよかったわ。ここのところ元気は無いし、今日はふらふらだったし……」

（……今日はユリエのおかげで寝不足だっただけなんだがな）

　無論、言えるわけも無いが。

「だけどね、透とお流る。あたしが言うのもどうかと思うけど、辛つらいときは周りに頼ったほうがいいわ。黙っていられると、余計に心配するもの……」

「リーリス……」

「もちろん、頼る相手があたしだったら言うことないんだけど♪」

　奇くしくも短い期間に二人の少女から頼ってくれと言われ、申し訳なく思う。

　同時に、自分を気に掛けてくれている仲間がいるということに嬉うれしくもなる。

「そう、だな……。次に落ち込んだときはそうさせて貰もらうよ」

「くすっ、わかればいいわ。勿もち論ろん、そのとき頼る相手があたしだけだったら言うこと無しだけどね。……さて、それじゃあ部屋に戻るわ。また来週ね、透とお流る」













　黄金色の髪イエロートパーズを手で払うとリーリスが歩き出し、執事がその後をついて行く。

（ユリエといいリーリスといい、周りに心配を掛けてばかりだな、俺は……）

　そんな俺がみやびのことを心配するなんて、滑こつ稽けいかもしれない。

　しかもみやびを傷つけたのは、他ほかならぬ俺自身なのだから。

（みやび、か……）

　どこかで告白の件について、きちんと話をしなければ──

　いろいろと理由はあったにせよ、海の日から二週間が過ぎてしまった。

（いつまでも先延ばしにするわけにはいかないよな）

　デリケートな件だから、二人きりになって話すべきだろう。

（問題は、どうやってみやびと二人になるかってことなんだけどな……）

　そうは思うも──

　唐突に、その時間は訪れた。

　部屋の中に戻り、まだすやすやと眠るユリエを見て、今日は俺がベッドの上段で寝るかなと考えているとドアのノック音が響く。

　誰だれかと思って開けると、そこにはみやびが立っていた。

「ごめんね。忘れ物をしちゃった」

　聞けばハンカチを忘れたらしい。そういえば、濡ぬれたコップの底を何度か拭ふいているところをパーティー中に何度か見た記憶がある。

「橘たちばなは？」

「付き合うって言ってくれたんだけど、ハンカチを取りに行くだけだからそれも悪くて」

「そうか。じゃあ、ちょっと待っててくれ」

　と言って入り口を開け放したまま、その場にみやびを残して室内に戻り──

　すぐにハンカチを見つけて戻ってくると、それを手渡す。

「ありがとう、透流くん。それじゃあ改めておやすみなさい。それと、何度も言うのもどうかなって思うけど──今日はおめでとう」

「何度言われても嬉うれしいさ。ありがとう、みやび」

　手を小さく振って、みやびの姿がドアで隠れ──

「…………」

　ぱたん、と完全に閉じた瞬間、俺は雷に打たれたかのように動く。

「みやび……！」

「透流くん……？」

　ドアを開けると、少し驚いた様子のみやびが俺を見つめる。

「どうしたの……？」

「あ……えーっと……」

　しばし沈黙が続く。

　みやびは俺の言葉を待っている。

　だが、呼び止めておきながら、俺は迷っていた。

　期せずして二人きりとなり、あの日のことを話す場を得た。

　けれど、今のみやびを相手に話してもいいのだろうか。

　あの日に負った心の傷は、まだ癒いえていないかもしれないというのに。

　俺は迷い──

　やがて覚悟を決め、切り出す。

「臨海学校のことで、話があるんだ」

　その単語で、みやびの体がびくりと反応する。

「あの日、海で──」

「あ、あのね……！　わたしも、ずっと透とお流るくんに言わないとって思ってたの……！」

　俺の言葉を遮ったみやびが、言葉を続ける。

「助けてくれて、ありがとう……」

　それは、俺へのお礼だった。

「わたし、凄すごく怖かった。もうダメなんだって、滅め茶ちや苦く茶ちやにされちゃうんだって思って、そうなる以外に無かったのに──透流くんが助けに来てくれて、すごく嬉うれしかったの。それなのに、きちんとお礼を言えないままで……」

　そんなことはない。

《神滅部隊リベールス》の襲撃で怯おびえたままの心で、告白に対する俺の反応で傷ついたままの心で口にしたお礼の言葉は、か細くはあったけれどたしかに聞いている。

　が、みやびにとっては言っていないも同然だったらしい。

　俺の顔を見て、礼を言えなかったことをずっと気に病んでいたのだと告げられる。

「本当に、ごめんね。いつもいつも迷惑を掛けちゃって……。臨海学校や《生存闘争サバイヴ》で透流くんの足手まといになってばかりで……。そんなわたしが告白なんかして困らせちゃって本当にごめんね」

「そんな、あのとき俺が──」

　俺が困惑したのは別の理由からだと、今こそ伝えようと思ったそのとき──

「だけど──もう大丈夫だよ」

　突然、みやびの表情が変わり、笑みを浮かべた。

「もう、足手まといにならないよ。今度はわたしが護ってあげるね、透流くん」

「え……？」

「わたし、すごく強くなったんだよ。だから次に何かあったら、わたしが透流くんを護ってあげるね」

「みや、び……？」

　にっこりと笑うその様に、背筋がぞくりと震えた。

　自信に充みち満ちた、けれどどこか薄ら寒さすら感じる笑み。

　違う──

　俺の知る穂ほ高たかみやびという少女は、こんな笑みを浮かべるような人物じゃないはずだ。

　橘たちばなの言っていた不安定さが原因なのか、それとも他ほかの何かが根底にあるのかはわからないにしても、みやびがみやびではないように、まるで別人のように俺には感じられた。

「くすくす……。信じられないかな？」

「う……い、いや……」

「ふふっ。それなら今度、わたしがどれくらい強くなったか見せてあげるね。……あ、そろそろ戻るね。おやすみなさい、透とお流るくん。またね」

　俺が呆あつ気けに取られる中、みやびは会話の終わりを告げて去っていった。

　小走りで階段へ向かう背中を見つめながら、今しがた終えたばかりの会話を、その最中に見せたあの笑みを思い返していた。

（いったい何がどうしたってんだ、みやび……？）

　心がざわめく。

　言いようのない不安に駆られて。





　　　　　　◇





「こちらが例のものですか……」

　白人の少年──《Ｋ》が、その射るような双そう眸ぼうを、組み上がりつつあるそれへ向ける。

《Ｋ》の前に立つ《装鋼の技師エクイプメント・スミス》と呼ばれる痩そう躯くの老人は、口角を上げて頷うなずいた。

「さよう。此これこそが其方そなたらが纏まとう《装鋼ユニツト》のための外部兵装じゃよ。……もっとも、完成までは今しばらくの時間を必要とするがの」

　稼働テスト込みで二週間──それが老人の想定する日数だ。

　そうして《装鋼ユニツト》は完成を見る。

　ただし、《神滅士エル・リベール》としてはそれでも未完成だ。

　では、何をもって完成なのか？

　答えは老人の頭の内で出されていて、そこに至るための布石も打ってあり、次の一手も既に決めていた。

「ところで、《Ｋ》くん。本日はいったいどのような用向きかの。まさか、未完成の此を一目見たいという好奇心からではあるまいて」

　言いながら、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》はイスに腰を下ろす。

「お察しのとおりです。……幹部会より警告が」

《Ｋ》や《装鋼の技師エクイプメント・スミス》の属する組織──ゴグマゴグは、表向きには存在しない非合法組織だ。

　それ故、組織の存在が明るみとなりうるような行動、作戦は極力控えており、よしんば人目に晒さらされるようなことがあっても、ある程度の事柄までならば闇やみへと葬り去ってきた。

　だがしかし、二週間前に遂行された襲撃──《品評会セレクシヨン》は、あまりにも大掛かりな作戦であり過ぎた。

　平時は一般の目が向けられることのない昊こう陵りよう学がく園えんではあるが、度重なる爆音に加え、一部の施設が燃え上がったことで一時は夜や闇あんを照らす巨大な篝かがり火びとまで化した。周囲を海に囲まれているとはいえ絶海の孤島ではないのだから、そのようにあからさまな非常事態が起これば人の目を引いて当然となる。

　けれど、ニュースなどで取り上げられてもおかしくないほど派手な騒ぎとなった襲撃も、ガス爆発による火災──それも怪け我が人にんが一人も出なかったということで、数日も経たてば世間の記憶から忘れられていった。

　翌日、大手商社の不正取引問題が発覚したこともまた、その一因である。

　前者はドーン機関、後者はゴグマゴグの情報操作によるものだ。

　互いの思惑が一致したとはいえ、二つの組織が件くだんの襲撃について手を取り合う形で隠いん蔽ぺいしたことは、ある意味で皮肉であろう。

「『たしかに我々は《装鋼ユニツト》がどれ程のものであるかを鑑査させて頂きたくと伝えた。けれどそれは、組織の存在が明るみに出る危険性を背負ってまで行うべきではない』とのことです。そのため、今後は独断行動を自重されよといった警告でした」

「ふははっ、笑わせおる。揺ゆり椅い子すにでも座っていろということか。これまで散々、儂わしの生み出した《力》の恩恵に与あずかってきた分際で」

　老人──エドワードの言うとおり、彼の作りだしてきた数々の兵装は組織の勢力をこの十年で大幅に拡大させてきた。

　けれどもそういった功績を考慮した上で尚なお、幹部会はエドワードへ警告を発した。

　昊陵学園への襲撃に留とどまらず、これまで老人の独断行動によって組織が被った煩労を総合しての決断なのである。

「話は変わるがの。キミに一つ頼まれて貰もらいたいことがあるのじゃが──」

「よろしいのですか？」

　自分を動かす以上、幹部会からの警告を無視することになる、と《Ｋ》は言外に含める。

「構わぬよ。元より儂はどのようなことにも縛られるつもりなどないわ。故に古巣を捨てたのじゃからな」

「……承知しました。では、内容をお聞かせ下さい」

　エドワードは頷うなずくと、用件について語る。

　内容は簡単な事柄であったが、少なからず《Ｋ》に危険が伴うものだった。

「頼まれてくれるかの、《Ｋ》くん」

「《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿へ従うこと──それが私に与えられた任務ですのでね」

「では、頼んだぞ。ただし、くれぐれも答えは受け取らんでくれよ。宴うたげで直に聞かせてもらうと伝えることを忘れずにの」

「畏かしこまりました」

　老人の次の一手として、悪魔の使いは飛び立つ。

　悪魔の撒まいた種子を芽吹かせるために。




　しばし後──室内に唯ただ一人となった《装鋼の技師エクイプメント・スミス》は、独りごちる。

「見るがいい、九十九つくもよ、ブリストルよ……。儂わしはここまで来たぞ……ついに、な……」

　完成間近の外部兵装を見つめる老人の胸中は、暗い喜びに満ちていた。

　無理もない。

　数十年に渡る妄執とさえ言える彼の夢が、現実になろうとしているのだから。

　荒こう唐とう無む稽けいだと一笑に付されたことがあった。

　真意の隔たりから切り捨てられたこともあった。

　それでも、ここまで来た。

　生涯をかけて望んだ事は、もうすぐ成る。

　歓喜と様々な感情が胸の内で渦巻き、体が、心が震える。

　混じり合った感情は、やがて狂気すら感じさせる高笑いとなってエドワードの中より激流のごとく溢あふれ出した。

「ふっ、ははっ……ふははははっ!!　は──っはっは!!　は──っはっはっは!!」

　闇やみの中、悪魔は嗤わらう。

　いつまでも、絶えることなく……。







■第四章『どうしてわたしを見てくれないのかな？』








（こうして見てる限りは、特におかしい感じはしないんだけどな……）

　昼食を摂とり終え、寮から校舎へ戻る道すがら、少し先を歩くみやびを見ながらに思う。

　橘たちばなと話をし、時折笑みを浮かべる様子からは普段どおりにしか見えない。

　今だけじゃない。

　週が明けて数日が過ぎたが、あれから今日まで、俺に寒気を感じさせたあの顔をみやびは見せていない。

　だからこそ、考えてしまう。

　あの笑みは俺の夢ではなかったのか、と。

　その思いがあるからこそ、俺は誰だれにも話すことが──相談することが出来なかった。

　口に出せば、あのとき感じた不安が形を成してしまうのでは無いだろうかという思いも、少なからずあったために。

　何か嫌な予感がする。

　沸き起こる不安を振り払うかのように、頭かぶりを振った。

「トール？　どうかしたのですか？」

「いや、なんでもない」

　この日常は、ずっと平和であって欲しい。

　偽りのものであって欲しくない。

　そう願う俺の思いは──

「──っ!!」

　この瞬間、破られた。

　突如、凄すさまじい風と騒音が頭上を通り過ぎる。

　巨大なヘリによるもので、俺は息を呑のむ。

　そのヘリに見覚えがあったためだ。

　巨大な輸送型──かつて《生存闘争サバイヴ》の際に見たヘリを再び目にし、俺は全身が総毛立つのを感じた。

「トール!!」

　ユリエが叫んだのと、ヘリの進む方角にある建物──校舎へ向かって俺が駆け出したのは、ほぼ同時だった。

「九重ここのえ、ユリエ!?」「透とお流るくん!!」

　背後から橘たちばなとみやびの声が聞こえるも、俺たちは足を止めることなく校舎へ向かう。

「トール、あれは……！」

　俺に一歩遅れて走り出したユリエが、足を止めずに確認を投げてくる。

「ああ、やつらの──《神滅部隊リベールス》のヘリだ!!」

　先刻までに抱えていた嫌な予感は、別の形で的中したことになる。

（また襲撃か!?　それとも別の狙ねらいか!?　くそっ、まさか警戒が厳重になってる今の時期に、それもこんな真っ昼間から乗り込んで来やがるなんて……!!）

　疑念と焦りに背中を押されながら、俺たちはヘリの着陸場所──校舎前の広場へと到着する。広場には既に五人の警備隊員が居て、ヘリに警戒を向けていた。

　だが、広場に居たのは警備隊員だけじゃない。

　昼休みということもあり、寮から戻ってきたであろう生徒二十人ばかりが、ヘリを遠目に囲んでいる姿が見て取れる。

　彼らは知らないのだ。

　このヘリが、自分たちに恐怖と混乱をもたらした《神滅部隊リベールス》のものであると。

（みんなに警告を──）

　闘うにしても逃げるにしても、虚を突かれる前に気持ちを切り替えさせねばならない。

　けれどその意識は、ヘリの中から姿を見せた一人の人物を──射るような双そう眸ぼうを持つ少年を目にした瞬間、消え失うせてしまった。

「《Ｋ》────っ!!」

　蒼そう穹きゆうに響き渡る俺の声に、周囲から注目が集まる。

「お久しぶりですね──と言うほど間は空いていませんか。早速お会いできて光栄ですよ、九重透流」

「俺はお前の顔なんて見たくも無かったけどな……!!」

　胸元に──浮かび上がる《星紋アスター》に手を重ねつつ、吐き捨てるようにして言う。

　隣に並び立つユリエもまた、いつでも《焔牙ブレイズ》を具現化できるよう《星紋アスター》を浮かび上がらせていた。

　しかし、周囲は違う。俺たちと《Ｋ》の間に漂うただ事ではない雰囲気を感じ取ってはいるのだろうが、事態を掴つかめずにひそひそと憶測を囁ささやき合いながら見守っている。

《Ｋ》が《装鋼ユニツト》を纏まとっているのではなく、ネクタイにスーツという姿であることも、危難を感じ取れない一因だろう。

「そう怖い顔をしないで頂けますかね。本日は見ての通り、貴方あなたがたと争うために訪れたわけでは無いのですから」

　両手を広げて無害であるとアピールされるも、俺たちは警戒を解こうとはしなかった。

「……どうやら出向かせてしまったようですね」

「え……？」

《Ｋ》の視線が俺から外れ、校舎の入り口へと向けられる。

　視線を追った先では、昊こう陵りよう学がく園えんの理事長である黒衣の少女が立っていた。

　月つき見みと三み國くに先生という二人の供を連れ、注視を浴びながらゆっくりと歩み出てくる。

「先日は大したお持てなしが出来ず、失礼致しましたわ」

「いいえ、充分に楽しませて頂きましたよ。……それはもう」

　最後の一言とともに視線を俺に向け、《Ｋ》は笑みを浮かべる。

「それならば安心しましたわ。ですが先の件、そして本日と事前に許可を得ていない場合、本来でしたら当学園は来訪をお断りしていますのよ」

「それはそれは、知らぬこととはいえ大変なご迷惑をお掛けしました」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいさを感じさせるようにか、大げさに頭を下げる《Ｋ》。

（くそっ、何が迷惑だ、ふざけたことを……!!）

　この入り口前の広場でも多くの血が流れたことを思うと、迷惑などといった言葉で片付けられたことに許せぬ怒りを覚える。

　そこへ、誰だれかに肩を叩たたかれた。

「九重ここのえ。あの男はもしや例の……」

　橘たちばなだった。

　ギプスは外れたものの、依然として松まつ葉ば杖づえを突く彼女は、いま広場に辿たどり着いたようだ。

　その後ろでは顔を強張らせたみやびが、答えを待つように俺を見つめている。

「……あいつが《Ｋ》、《神滅部隊リベールス》を率いている男だ」

《神滅部隊リベールス》の名が出た瞬間、びくりとみやびの体が震える。橘はそんなみやびの反応に顔を曇らせつつ、やはりそうかと呟つぶやいてから再び問いを口にした。

「あの男、いったい何が目的で現れたのかはわかるか？」

「わからない──だけど、いちおう二人は離れていたほうがいい。戦闘服を着ていないとはいえ、何を仕掛けて来るかわからない相手だしな」

　月つき見みや三み國くに先生がこの場に居るのだから大丈夫だとは思うが、もしもということもある。

「たしかにその方がいいかもしれぬな。みやび、私たちはこの場から離れよう。あの男が何事か企たくらみを持っているとしたら、時として足手まといになりかねない」

　橘たちばなの言葉に、みやびは──首を横に振った。

「……わたし、闘う」

「──っ!?」

「大丈夫だよ。だってわたし、強くなったもん……。だから大丈夫。透とお流るくんに強くなったところを見せてあげるんだから」

　そう言って、みやびは笑った。

　先日、俺の背筋を震わせたあの笑みを、みやびは浮かべていた。

「ど、どうしたのだ、みやび……？」

　あきらかに様子がおかしいみやびへ、戸惑いを見せる橘。

　再び──しかもこんな状況で見せた異質な部分に、俺もまたどうすべきか困惑する。

　しかしそんな俺たちを他よ所そに、理事長と《Ｋ》の会話は進んで行く。

「今回は不問と致しますわ。……それでは、本日のご用件を伺わせて頂きましょう」

「本日は、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿よりメッセージを承って参りました。──と言っても、以前彼あの方が直接お伝えしたものと同様の内容ではありますが」

「…………。同盟の件でしたら、あの場でお断りをさせて頂きましたけれど？」

「たしかにそのとおりです──が、あれから既に二ヶ月以上も過ぎましたのでね。再度確認を、と《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿が仰おつしやいましてね。……もっとも、今回は前回よりも一歩踏み込んだ説明をさせて頂きますが」

《装鋼の技師エクイプメント・スミス》──実行部隊の隊長である《Ｋ》とはまた別に存在する、《神滅部隊リベールス》のボスのはずだ。気き儘ままに活動する《特別エクセプシヨン》のリーリスですら、その存在について語ることが許されない相手──

（そいつが同盟だって……？）

　これまで二度、俺たちを襲い──あまつさえ死者までも出ているというのに、いったい何をもって同盟などという話を持ちかけてきているんだろうか。

　みやびの異変に加え、俺の理解の外にある交渉を耳にし、ますます思考は混乱の坩堝るつぼと化していく。

「一歩踏み込んだ説明、ですか……。続きをお話し頂けます？」

「我々《神滅部隊リベールス》の《力》は先日お見せしたとおり、《装鋼ユニツト》と呼ばれる戦闘服によって肉体を強化しております。《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》ご自慢の《超えし者イクシード》と渡り合えるほどにね」

「……くはっ。渡り合えるっつーても、たかだか《Ⅲレベル３》のガキ相手がせいぜいじゃねーか」

　うさぎ耳を揺らし、月見が鼻で笑う。緊張感が漂い、誰だれもが固唾かたずを呑のんで二人の会話を見守るこの空間において、その声は小さくもはっきりと耳に届いた。

　無論、《Ｋ》にも届いたわけだが──

「ええ、仰おつしやるとおりです。……現状では、ね」

　否定することなく、強がりとは思えないような笑みを浮かべて最後に一言付け足した。

「しかし、考えてみてください。我々は鍛えられた兵士ではありますが、唯ただの人間であることに違いありません。ですが──」

《Ｋ》は周囲を見回してから、理事長へ視線を戻す。

「もしも人を超えた者が《装鋼ユニツト》をその身に纏まとったならば、どれほどの高みへと辿たどり着くのでしょうか。どうです？　そこはまさに《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿と貴女あなたとが目指す──」

「……興味ありませんわ。私には私の信念がありますの。お帰り頂いた後に、あの方へとそうお伝えくださいまし」

「ふふっ。貴女様のご意志はとても堅い、と……。ですが、まだ帰るわけにはいきません」

　そう言って《Ｋ》は懐に手を入れ、その動作に三み國くに先生が理事長を庇かばうようにして立つ。

「ご安心を。見て頂きたいものがあるだけですよ」

　懐から何かを取り出すと、《Ｋ》は俺へ──

「……幸いにも、既に役者が揃そろっていることですしね」

　いや、俺の傍そばにいる人物へと、射るような双そう眸ぼうを向けた。

「え……？」

　視線が合い、みやびが瞳ひとみを丸くする。

「おめでとう。貴女こそが、栄えある《装鋼ユニツト》と《操焔ブレイズ》の融合せしプロトタイプです」

　冷たい笑みを浮かべつつ、《Ｋ》は懐から取り出したスイッチのようなものを見せる。

「──っ!!」

　刹せつ那な、何かが繋つながったような気がし、背筋がぞくりと震えた。

《Ｋ》の発した言葉が、みやびの見せた薄ら寒さすら感じる笑みに関かかわっている。

　直感的に、そう悟ったために。

「や、やめろ……！」

《Ｋ》がみやびに何をしようとしているのか、それはわからない。

　だが、とにかく止めなければという胸騒ぎから──

「やめろぉおおおおおお────っっ!!」

　俺は叫び、手を伸ばす。

　だが──それしか出来なかった。

「貴女に──《力》を」

　カチリ。やけに無機質な音が聞こえた次の瞬間──

「……あっ、あぁあああああああああっっっ!!」

　突然、耳をつんざくような悲鳴が上がった。

　振り返ると、みやびの胸元──アクセサリーらしき物から、黒い布のようにも見える何かが溢あふれ出し、全身へ絡みついていく様が目に映る。腕が、指先が、足が、つま先が厚く覆われていくその姿は、まるでサナギを思わせ──放出が止まったその直後、黒布が砕けて塵ちりと化した。

「み、みや、び……？」

　黒布の下から現れたみやびの姿を見て、かすれた声を出したのは、俺か、それとも橘たちばなか。

　どちらとも判別できないほどに、俺は驚きで我を失っていた。

　目の前に立っているのが、みやびであるということが信じられなかったために。

　学生服に身を包む者が大半を占めるこの場において、彼女の姿は異様な出いで立たちだった。

　黒を基調とした戦闘服は全身にフィットし、体のラインをはっきりと出して女性らしさを強調する反面、手足は無骨な装甲に覆われている。

　そして──頭にはヘッドギアを着用し、目元を隠すバイザーが下りていた。

　バイザーは半透明の暗色であり、近くに寄れば顔はわかる。

　それなのに俺には、そしておそらく橘も、目の前に立つ戦闘服ボデイスーツの女性がみやびだと断じることが出来なかった。

　違う。信じたくなかったのだ。

　女性の被かぶるヘッドギアが、これまで命懸けで闘った相手──《Ｋ》率いる《神滅部隊リベールス》のものと、酷似していたから。

　その姿に、衝撃を覚えたのは俺たちだけじゃない。周囲に居た生徒もだ。

　最初は何が起きているのかを理解できずにいるも、見覚えのあるヘッドギアに気づくなり動揺と驚きよう愕がくが波紋のように広がっていく。

「おい、あれって……」「うそ、もしかして……!?」「間違いないって……！」

　どうすべきかを判断しかねて多くの生徒が立ち尽くす中、《Ｋ》が口を開く。

「さあ、望みを叶かなえる刻がやってきましたよ。存分に彼へ見せてあげなさい。──貴女あなたの手に入れた、神殺しの《力》を!!」

「──っ!!」

　バイザーの向こうで、どこか虚ろだったみやびの瞳ひとみが見開かれる。

「あ……ああ、あ、あああああ……」

「い、いったいどうしたのだ、みやび！　何な故ぜそのような忌むべきものを纏まとって──」

「あぁああああああああ────っ!!」

　橘が小さな両肩を掴つかんで揺さぶる中、みやびが叫喚した。

「みや……び……!?」

「どい、て……」

「え……？」

　みやびが放った言葉に、橘が唖あ然ぜんとして聞き返す。

「どいてって言ったんだよ、巴ともえちゃん……。だって、邪魔だもん……」

「何を……言っているのだ、みやび……？」

「……《焔牙ブレイズ》」

　呆ぼう然ぜんとする橘たちばなの前で紡がれる《力ある言葉》──

《焔ほのお》が舞った後、二メートルを優に超える巨大な《騎兵槍ランス》がみやびの手に現れる。

　ビキィィィッ!!　次の瞬間、《騎兵槍ランス》が横に薙なぎ払われ、鈍く気持ちの悪い音とともに、橘が吹き飛ばされた。

　受け身を取ることも敵かなわず、石畳に叩たたきつけられて転がる橘。

「う、ぐ……あ、ぁああ……」

　倒れたまま呻きを上げるその様に、広場の誰だれもが無言で注視し──

　直後、恐慌状態と化す。

　パニックになって叫び逃げ出す者も居れば、《焔牙ブレイズ》を手にする者も居た。

　警備隊員や幾人かの生徒が、みやびへと飛び掛かる。

　しかし──一いつ蹴しゆう。

　彼らの牙きばは届くことなく、二度、三度と《騎兵槍ランス》が振るわれた結果、全員が地に倒れ伏すこととなった。

　圧倒的な《力》──

　目の前の光景が現実のものとは思えず、俺は呆然と佇たたずんでいた。

「ごめんね、透とお流るくん。ちょっと待たせちゃったかな……？」

　バイザーを通して、みやびが申し訳なさそうに苦笑する。

　それは間違いなく俺のよく知る少女の声だった。

「何、を……何をしてるんだよ……。橘を、みんなを、自分が何をしたのかわかってるのか、みやび────っ!!」

「……だって、邪魔をするんだもん」

　叫声飛び交う広間で、あわや聞き逃してしまうかという程の声量で答えるみやび。

「わたし、ね。透流くんに《力》を見せるの。この前言ったでしょ、わたしがどれくらい強くなったか見せてあげるって……。それなのに、巴ともえちゃんやみんなが邪魔をするんだもん。……だから、仕方無いよね」

　本当に、目の前に居るのはみやびなんだろうか。

　俺の知っているみやびは、こんな虚うつろな目をしていない。

　友人を邪魔だなどと口にしたりしない。

　何よりも──

「それじゃあ邪魔者も居なくなったし──」

　人を傷つけ、あまつさえ歪ゆがんだ笑みを浮かべるなど、有り得ない。

「約束どおり、わたしの《力》を見せてあげるね、透流くん!!」

　言葉そのままに、両手で構えることがやっとだったはずの《騎兵槍ランス》を片手で頭上へ掲げ──一気に、振り下ろす。

「──っ、しまっ……!!」

　反応が遅れた俺へと攻撃が迫り──

「トール!!」

　ゴォウウッ!!　次の瞬間、衝撃で石畳が砕け、地面が揺れる。

　俺は──無事だった。

　咄とつ嗟さにユリエが俺を抱き抱えて転がり、《騎兵槍ランス》から護まもってくれたのだ。

「大丈夫ですか、トール」

「あ、ああ。悪い」

「ナイ。トールに怪け我ががなければそれで構いません」

　声を掛け合いながらも、俺たちはみやびから目を離さずに立ち上がる。

「……邪魔しないで、ユリエちゃん。巴ともえちゃんみたいになりたくないでしょ」

「ナイ。たとえみやびと言えど、トールを傷つけるというのであれば許しません」

　少しばかり苛いら立だった口調のみやびへ、ユリエは眉み間けんを微かすかに曇らせる。

「傷つける？　そんなことしないよ。強くなったわたしを見せてあげるだけだもん」

　橘たちばなに邪魔だと《騎兵槍ランス》で殴り飛ばしてから、ものの一分も経たっていないというのに、まるでそんなことは無かったとばかりに少女は言い放つ。

「こんな風に──ね!!」

　再び繰り出される真一文字の攻撃──だが、今度は俺が《楯たて》で完全に受け止める。

（くっ、これがみやびの力だと……!?）

　足腰を低くして受けなければ、衝撃で体ごと吹き飛ばされていただろう威力。

　ただ振り回したようにしか見えなかった一撃の重さに、驚きを隠しきれない。

「くすっ、やっとだね。やっと透とお流るくんに、見せてあげられる。いっぱいいっぱい《力》を見せて強くなったことを信じて貰もらえたら──これからは、わたしが透流くんを護ってあげるんだから」

　護るはずの相手を攻撃する──

　支離滅裂なことを言っている自覚は無いのだろう。

　みやびは再び歪ゆがんだ笑みを浮かべ、言った。

「それじゃ、もっと力が出せるところを見せてあげるね、透流くん」

「なっ!?」

《楯たて》と《騎兵槍ランス》がぶつかり合ったまま、みやびは宣言どおりに力を込め始める。

「ぐっ……くぁっ……!!」

　押してくるみやびへ、押し返す。

　単純な押し合い──それは純粋な力比べ。

　だが、《Ⅱレベル２》のみやびに、《Ⅲレベル３》の俺が徐々に押されていく。

（こ、これが《装鋼ユニツト》の《力》……!!　まずい、このままじゃ──）

　今度こそ吹き飛ばれる。

　そう思った瞬間、《騎兵槍ランス》を下からかち上げるようにユリエが《双剣ダブル》を振るった。

　激しい金属音と同時、力の受け先を失った《騎兵槍ランス》が斜め上へと跳ね上がる。

「もう……。邪魔しないでって言ったでしょ、ユリエちゃん……！」

　ユリエが手出ししたことへ、怒りを見せるみやび。

　そのとき──

「九重ここのえ透とお流る」

　理事長の声が、場に割り込んでくる。

「穂ほ高たかみやびは、貴方あなたに何やら執着がおありのようですわね。ならばこの場は──彼女は貴方にお任せしますわ」

　つまりは、月つき見みや三み國くに先生、警備隊は手出しをしないということになる。

「わかりました、みやびは俺が責任を持って止めてみせます……!!」

　みやびから視線を外さず、理事長へと返す。

　と、そこへ俺を庇かばうかのようにして、ユリエが前に立つ。

「トール、下がっていてください」

「そんなわけにいかないだろ。みやびを止めないと──」

「だからこそです。みやびを止めるには、《焔牙ブレイズ》でないといけませんので」

　怪け我がを負わせずに止めるとなると、たしかに《楯たて》ではどうにもならない。

　──ある方法を除いては。

　しかしそれも、近づかなければどうにもならないのだが、だからといってユリエ一人に任せることなんて出来るはずがない。

「わかった。だけどサポートくらいさせてくれ、俺はユリエの《絆双刃デユオ》なんだからな」

「わかりました。お願いします。……行きます!!」

「おう!!」

　同時に、みやびへと向かって駆ける。

　振り下ろされた《騎兵槍ランス》へ《楯たて》を構え──

　今度は受け流して地面へ叩たたきつけさせると、破砕された小石が飛び散り、体に当たる。

　その隙すきを突き、懐へと飛び込んだユリエが《双剣ダブル》を振るうも、身を捻ひねって躱かわす動きと同時に《騎兵槍ランス》を持ちあげ、カウンターを仕掛けるみやび。だがユリエは宙に翔とび、落下と同時に剣けん閃せんが煌きらめく。

　ギキィッ!!　が、それも柄つかでガードされ、そのまま力で押し返してユリエの体を吹き飛ばす。しかしそこは身の軽さが取り柄のユリエ、宙空で体を回転させ、何事も無かったかのように着地する。ただし、五メートル以上は軽く飛ばされて、だ。

「続きをしよう、透流くん。邪魔の入らないうちに見て、見てよ、もっとわたしを見てってばぁ!!　もっと、もっともっともっとぉ!!」

　標的を俺だけに絞り、《騎兵槍ランス》を振るって襲い掛かってくる。

　先刻見せた膂りよ力りよくを存分に使い、長重武器とは思えないほどの速さで武器を振るうみやび。

　まるで軽い棒を振り回しているかのようで、その実、一撃一撃が必殺の威力を秘めており、防御をする度に冷や汗が流れる中──

　パチパチパチ……と場違いとしか思えない拍手が広場に響く。

「ふふっ、素晴らしい。見事なまでの能力向上パワーアツプですね」

「《Ｋ》!!　みやびに何をしやがった!?」

「《神滅士エル・リベール》の《力》を分け与えた──ただそれだけのことですよ。もっとも、与えたのは私ではなく、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿ですがね」

「……あら、彼女の様子を見る限り、洗脳──もしくはそれに近い何かをしているのではなくて？」

（洗脳だと……!?）

　理事長が発した言葉で、反射的に《Ｋ》へと視線を向けてしまう。

　闘いの最中に相手の攻撃から視線を外すなど、当然、多大な隙すきを生むことになる。

　唸うなりを上げる突きを躱かわし損ね、肩を掠かすめるとともに青い空へ赤い飛沫が舞う。

「──っ!?」

　動揺したところをみやびは見逃さず、《騎兵槍ランス》を引き戻しながら回転させ、今度は柄つかで側頭部を殴りつけてきた。そのまま吹き飛ばされ、周囲で見守っていた男子を巻き込む形で倒れたところに刺突進チヤージしてくるみやびの姿が映る。

（まずい……!!）

　躱すことは当然、受けきれなかった場合、巻き込んだ男子が危険だ。

　それも、最悪の事態すらあり得る。

　何な故ぜなら──今、みやびの制御セーフテイは外れているのだから。

《焔牙ブレイズ》は《魂》を具現化させた武器──

　故に、殺意を込めない限りは人体に危害を及ぼさない。

　けれど今、俺の頭から、肩から流れる生温かい血が、人を傷つけないという心の制御が作用していないことを物語っていた。

「離れろっ!!」

　巻き込んでしまった男子を突き飛ばす。

　そいつが俺の名を呼ぶ声が聞こえた次の瞬間、槍やりの穂先が目の前へ迫っていた。

　反射的に両腕を交差させ──

　ギャリィィィッ!!　かつての《新しん刃じん戦せん》を再現するかのように、《騎兵槍ランス》と《楯たて》がぶつかり合う。

　だが、結果は真逆となった。勢いを止めるどころか、あっという間に足元の感覚が無くなり、校舎入り口にある石柱へと叩たたきつけられる。その衝撃の凄すさまじさに、石柱は上下へ僅わずかにその形を残して崩れ落ちた。

「ぐ、ぅう……」

　石いし埃ぼこりが立ち込める中、全身を襲う痛みに震えながら膝ひざ立ちで起き上がると、視界がふっと暗くなる。

　陽光を遮るようにして、目の前に戦闘服姿の少女が俺を見下ろすように立っていた。

　みやびは視線を俺と同じ高さにし、頬ほおに触れてくる。

「くすくす……。どうかな、透とお流るくん。前とは全然違うでしょ？　これがわたしの──」

　言葉は、続けざまに響いた二回の銃声によって遮られた。

　目の前でみやびは頭と胸元に衝撃を受けて、後方へと吹っ飛ぶ。

「ちょっと！　誰だれだか知らないけど、あたしの旦だん那な様に何してくれてるわけ？」

　校舎の中から、くるんと手元で《銃ライフル》を回しながらリーリスが現れる。

「おはよ、透流。それともグッドタイミングの方がいいかしら？」

　昼食後に少し休むと言われ、別行動を取っていたリーリスだが──

「みやび!!」

　俺は黄金の少女に声を掛けることなく、石畳に背中から落ちた少女の名を叫ぶ。

「あっ、透流！　ピンチのところを助けたんだから一言くらい……って、みやび!?　ど、どういうことよ!?」

　俺の呼びかけと、起き上がったみやびの姿を見てリーリスは驚きを露あらわにする。

　銃弾の衝撃でヘッドギアのバイザーが壊れ、素顔が露出していたからだ。

「嘘うそ……!?　本当にみやびじゃない……!!」

「あいつが──《Ｋ》がみやびを洗脳しやがったんだ!!」

「ど、どういうことなのよ、いったい……!?」

　状況が状況だけに、リーリスもさすがに困惑を隠せない。

「これはこれはミス・ブリストルではありませんか。九重ここのえ透流は何か誤解をされているようですが、此方こちらはただ選択肢を与えただけ──《力》を望んだのは彼女自身なのですよ。……もっとも、彼女に渡した《装鋼ユニツト》には、願望を強め、正常な判断を曇らせる機能が備えられているということもありますが」

「ふざけるなぁ!!」

　怒りに任せ、《Ｋ》へ向かって駆け出すも──

「ふっ。私の相手などしているから、彼女がご立腹ですよ」

　俺と《Ｋ》の間へと、みやびが立ちはだかる。

「くっ！　どいてくれ、みやび！　どうして俺たちが闘わなくちゃならないんだ……!?」

　だが、俺の声は届かない。

「どうして……？　透流くんこそ、どうしてわたしを見てくれないのかな？　こんなに強くなったのに、どうして？　どうしてどうしてどうしてぇえええええっっ!!」

「何が何だかわからないけど、とりあえず動きを止めさせてもらうわよ、みやび!!」

　状況を把握出来ないまでも、突進してきたみやびを止めようと引き金を引くリーリス。

　立て続けに銃声が三回響く──が、《装鋼ユニツト》を纏まとい、今や恐るべき身体能力を持つみやびは、すべての弾道を見切って《騎兵槍ランス》で防御する。無論、突進は止まらないどころかますます加速する。

　そのみやびの側面から、ユリエが銀色の髪シルバーブロンドをなびかせて駆けてきた。

「みやび、もうやめてください……!!」

　止めるためとはいえ、友人を攻撃することに悲痛な表情を浮かべて剣を振るうユリエ。

　真一文字に刃が走るも、みやびが《騎兵槍ランス》の先端を地面に突き刺し、棒高跳びの如ごとく宙に身を躍らせて躱かわす。宙に舞うというお株を奪われたユリエへと、みやびは鋭くも冷たい視線を送り──蹴けりを放った。

　ユリエはその蹴りを避よけることができず、まともに喰くらってしまう。

　小柄な体が、二度、三度と石畳の上を跳ねて叩たたきつけられ──

　四度目となる寸前、橘たちばなががっしりと抱き止める。

　片腕をだらんと力無く下げた橘は、抱き止めた衝撃で表情を歪ゆがめつつも叫ぶ。

「もうやめてくれ、みやび!!　何な故ぜだ！　何故、友にこのようなことをする!!　キミはこのようなことをする者では無かったはずだ!!」

「何故って……おかしなことを聞くんだね、巴ともえちゃん。さっきから言ってるでしょ。透とお流るくんに強くなったわたしを──わたしの《力》を見せるんだって」

「《装鋼そんなもの》のどこがキミの《力》だ!!　ただの借り物でしかないものを、自分の《力》だなんて言わないでくれ、みやび!!」

　橘の怒りと哀かなしみが混ざった叫びを、嘲あざ笑わらう者が居た。

「ふふ、はははっ！　借り物とはずいぶんと面白いことを言うものです。貴方あなたは勿もち論ろん、この場にいる者は《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》殿を除き、皆《黎明の星紋ルキフル》という借り物の《力》で人という存在を超越しているのではありませんか？　それをまるで、《装鋼ユニツト》のみがメッキとでも言うかのように──」

「黙れ、《Ｋ》!!」

「……ほう、まさか違うとでも言いたいのですか？」

　スッと《Ｋ》の双そう眸ぼうが細くなる。

　浮かべた薄い笑みは消えず、続きを話してみろと言わんばかりに見えた。

「たしかに、俺も最初は同じように思っていた。俺たちは、《黎明の星紋ルキフル》という借り物の《力》を手にしただけだと……。だけど──」

　俺は《Ｋ》の視線をはね除のけるように睨にらみ返して叫ぶ。

「だけど今は違う！　自分自身を高めなければ、《黎明の星紋ルキフル》もまた昇華し得ないことを俺たちは知っている!!　努力して、苦しんで、悔しさにまみれて手に入れた《力》は借り物なんかじゃない！　本当の《力》だ!!」

　みやびへと視線を移し、告げる。

「そして……俺にそのことを教えてくれたのは──みやびだ」

「わた、し……？」

　名を呼ばれたみやびが反応し、俺は頷うなずく。

「毎日毎日走ったよな。今日よりも明日、少しでも速くなるために……。最初は走りきれなかった距離も、走りきれるようになった。だから、《Ⅱレベル２》になることが出来た。……だけど、《Ⅲレベル３》には届かなかった」

「…………」

　みやびの表情が曇るも、構わず続ける。

「俺たちにとって、《黎明の星紋ルキフル》の昇華ってのは頑張った結果が──日々の積み重ねが結晶になったようなものだ。だから、それは本当の《力》だと俺は思っている。……でもな、みやび。今、お前が手にしている《力》はなんだ？　そんな借り物の《力》を、偽物の強さを俺に見せたかったのかよ!?」

「う……あ、ああ……わた、しは……わたし、は……」

「偽物に頼るな！　速く走れるようになりたくて、頑張って毎日走っただろ！　その努力で手に入れた《力》を信じろ!!　努力を続けることの出来た心の強さを信じるんだ!!」

「ち、から……欲し、い……つよ、く……強く、なりた……見せ……」

「俺は信じる!!　みやびの心の強さを!!」

　弱さ故に悪魔に魅入られ、陥れられてしまった少女を。

　けれどその弱さを越えられる、本当の強さを信じて。

「俺が負けていられないって思った心の強さを取り戻してくれ、みやび────っ!!」

　願う思いは叫びとなり、空気を震わせ──

　みやびの《魂》を震わせた。

「透とお流る、くん……わた、し……」

　空虚だった瞳ひとみに、光が戻る。

「みやび!!」

　だが──

「う、ううっ……!!　あぁああああああ────っっ!!」

　それも一瞬だった。

　胸元で何かが明滅したかと思うと同時、みやびは苦しそうに叫んだ。

「あっ……んっ、あ、ああ……とお、る、くん……」

「みやび、大丈夫か!?」

「わたしを……見て……」

「──っ!!」

　みやびが、苦しそうな表情を浮かべたまま、腰だめに《騎兵槍ランス》を構える。

　穂先は、まっすぐに俺へと定められていた。

「行く、よ……とお、る……くん……！」

　みやびが、地を蹴ける。

「透流!!」

　リーリスを手で制し、叫ぶ。

「偽物の《力》なんかに負けるな、みやび────っ!!」

　迫り来る刺突進を前に微動だにせず、みやびを信じ、真まっ直すぐに見つめる。

　刹せつ那な、視線がぶつかり合い──

　みやびの表情が苦悩と困惑の入り乱れたものとなった直後、彼女は目を閉じて咆ほう哮こうする。

「うぁああああああ────っっ!!」

　その瞬間、穂先の勢いが僅わずかに鈍るも──

　ズグンッ!!　《騎兵槍ランス》が俺の胸を深々と貫く。

「ぐ、かはっ……!!」

　槍やりの半ばまでが俺の胸に埋まったところで、動きが止まる。

　胸を貫かれたまま、がくんと俺の膝ひざが折れ──

「あ……」

　自らの手で行ったことに対し、みやびの顔に戸惑いが浮かび──

「ああ、あ……と、透とお流る、くん……いやぁああああああああああああっっっ!!」

　悲鳴が響き渡る。

「透流くん!!　わた、し……わたし、なんてことを……や、やだ、死なないで、透流くん、透流くぅううううん!!」

　後悔と悲痛の叫びをみやびが上げる。

《騎兵槍ランス》に貫かれた俺は──顔を上げ、笑みを浮かべた。

「やった、な、みやび……」

「え……？　とお、る、くん……。生き、て……？」

「ああ、生きて、る……。みやびが、偽物に……勝ったから、な……」

　そう、みやびは勝った。

　俺の胸を貫く《騎兵槍ランス》──その穂先に、血の汚れは一滴たりとも無かった。

　刺突進チヤージは止められずとも、自分の意志を取り戻したみやびは殺意を封じることが出来たのだ。

「うう、ん……。わたしだけじゃ、ダメだった……。透流くんが……信じてくれたから、だから、わたし──」

　みやびの言葉の途中、彼女の胸元で、再び何かが明滅する。

　胸元へ固定された卵型の何か──

《装鋼ユニツト》をその内から溢あふれさせ、みやびへと纏まとわせた機器デイバイスが明滅していた。

「──あっ……!?」

　突如、みやびが《騎兵槍ランス》を引き抜く。

「みやび……？」

「う、うう……体が、勝手に……動い、て……ダ、メ……！　逃げ、て、透流くん……!!」

　引き抜いた《騎兵槍ランス》が、再び俺の体へと狙ねらいを付ける。

（あのディバイスが、みやびを操っているのか……!?　だったら──）

　あれを破壊すれば、みやびを《装鋼ユニツト》の《力》から解放できるはずだ。

　しかし、俺の《焔牙ブレイズ》は《楯たて》。

　みやびを傷つけずにディバイスを破壊するための武器じゃない。

　だが、やれることはある。

　たとえ防具であろうとも、俺の《楯たて》もまた、《焔牙ブレイズ》に違いないのだから。

「いま、助けるから、な……みやび!!」

　そのために俺は、ふらつきながらも立ち上がって構えた。

《装鋼ユニツト》が、みやびの体を動かす。

《騎兵槍ランス》が俺を再び貫こうと、突きが放たれたその刹せつ那な──

　俺もまた、穂先へ向かって踏み込む。

　穂先を《楯たて》で弾はじき、僅わずかに軌道を逸そらす。

　同時に体を回転させ、みやびの懐へ潜り込み──

《楯たて》をみやびの体へ、より正確に言うなら胸元のディバイスへと押し当て──

　そのまま弓を引き絞るような構えを取る。

「みやび、俺を信じてくれ……。絶対に──助ける!!」

「う、うん……。わたし、信じるよ。透とお流るくんが、絶対に助けてくれるって信じる……!!」

　みやびが、微笑ほほえむ。

　それは俺の知っている笑顔だった。

　だから俺も、頷うなずく。

　力を解き放ち、《楯たて》の内側へ雷神の一撃ミヨルニールを打ち込む。

　拳こぶしを作らず掌てのひらで放ち、《楯たて》を通じて衝撃を叩たたき込む──楯撃衝シールドバツシユを。

　伝わった衝撃は、《神滅士エル・リベール》の《力》を穿うち砕いた。

　みやびの体には、傷一つつけずに。

「ありが、と……透流くん……」

　ぐらりと体がくずおれるみやびを、抱き止める。

　意識は失ってはいるものの、呼吸を正しく繰り返していることを確認し、俺はほっと息をついた。

　その様に、パン、パン、パン……と、決着を祝すような拍手が送られた。

「すばらしい。まさか彼女をまったく傷つけずに倒すとはね……。それも貴方あなたの口癖である〝護まもる〟ということですか」

「ああ、そのとおりだ。──けど、お前は直接殴り飛ばしてやるぜ……!!」

　気絶したみやびをリーリスに任せ、俺はふらつきながらも拍手の主──《Ｋ》へと近づいていく。

「ふふっ、残念ながら本日は既に目的を果たしていますのでね。これにて失礼させて頂きますよ」

「ふざけるな!!　これだけのことをして、はいそうですかと帰らせるわけが無いだろ!!」

　だが、威勢とは裏腹に足元がぐらつき、視界は霞かすむ。

《騎兵槍ランス》は俺の命を奪いはしなかったものの、《魂》を深く傷つけていた。

　ひとたび目を瞑つぶれば、意識を保つのは不可能と言えるほどに。

　それでも《Ｋ》へ一歩、また一歩と近づいていき──

　拳こぶしを、振るう。

　しかしそれは雷神の一撃ミヨルニールはおろか、パンチとすら呼べないような弱々しいもので──

　力無き拳が、《Ｋ》の胸を叩たたく。

「ちく……しょ、う……」

　殴り飛ばすどころか、微動だにすらしない《Ｋ》へ、怒りと悔しさを込めて吐き捨てる。

「ふふっ、見る影もないとは正にこのことですが──一撃は一撃ですからねっ……!!」

《Ｋ》が俺の手首に触れた瞬間、世界が回転する。

　青い空が目に映ったかと思うと、全身を衝撃が襲い──俺の意識は霧散した。




　意識を取り戻したのは、夕方──医療棟のベッドの上だった。

　当然のことながら、既に《Ｋ》は学園を去った後で──

　俺は怒りと憤りから、ベッドに拳を振り下ろした。





　　　　　　◇





「あ……れ……ここ、は……？」

《Ｋ》が学園から立ち去った翌日の昼過ぎに、みやびは目を覚ました。

　視界は一面真っ白で、それが天井だと気づくよりも早く、この数ヶ月で彼女が最も聞き慣れた声が呼び掛けてくる。

「目が覚めたか、みやび」

「巴ともえ、ちゃん……？　えっと……」

　記憶が混乱し、状況が理解出来ていないみやびへと、巴が静かに笑いかける。

　本来なら巴は授業に出ている時間なのだが、《絆双刃デユオ》としてみやびが目覚めるまではと、学園側を説得して前日から付きっきりであった。

　無論、眠り続けていたみやびがそういった事情を知るはずもなく、ぼんやりとした思考のままに体を起こす。

「っと、まだ体は起こさないほうが──」

「ここ、どこ……？」

　巴の制止もぼんやりとした思考のみやびには届かず、体を起こして室内を見回す。

　見るからに、自分たちの部屋ではないことがわかった。

　白く、清潔ではあるも少々無機質なこの部屋に、みやびは過去に訪れたことがあったが、今はそこまで意識が届かない。

「……医療棟だよ。ダメージは《焔牙ブレイズ》によるもので外傷は無かったが、念のために検査入院となったのだ」

「検査……？」

　なぜ自分が検査入院を、と疑問を口にしつつ《絆双刃デユオ》の少女を見て──

　そこで初めて、巴ともえが包帯で腕を吊つっていることに気がついた。

「──っ!!」

　刹せつ那な、雷に打たれたかのように、すべての記憶が甦よみがえる。

《力》をくれると笑いかけてきた老人の姿が。

《力》を手にし、魅入られていく己の姿が。

《力》を振るい、透とお流るや巴、同じ昊こう陵りよう学がく園えんの生徒を傷つけたことも、すべて。

「あ……あ、ああ……！　わたし……なんて、ことを……!!」

　頭を抱え、自らのしでかしたことに驚きよう愕がくするみやび。

　そのみやびを、巴は自由になる腕で引き寄せ、抱きしめた。

「もう、済んだことだ」

「でも……でも……！」

「いいんだ……と言っても、気に病まぬはずがないか。だがこれは、《絆双刃デユオ》であるキミを──いや、たとえ《絆双刃デユオ》ではなくとも、大切な友人である穂ほ高たかみやびという人物を、しっかりと見据えていなかった愚かな私に下った……罰、なのだ」

「罰だなんて、そんな……。わたしが勝手にあのおじいさんの口車に乗って、あんな偽物の《力》を自分の強さと思い込んだからなのに……」

「思い込まされた、の間違いだ。《装鋼ユニツト》には、思考をある程度コントロールさせる機能があったらしい」

《Ｋ》の口にしていた話を伝えるも、みやびは大きく首を振った。

「だけど……！　最初は、違うの……。わたしが弱いから……あんな《力》を使っちゃって……巴ちゃんを、透流くんを、いろんな人を傷つけることになったの……!!」

《装鋼ユニツト》を身に纏まとっていたときのことも、みやびの記憶にはっきりと残っていた。

『此方こちらはただ選択肢を与えただけ──《力》を望んだのは彼女自身なのですよ』

《Ｋ》が口にした言葉は、正しい。

　自身に対する無力感から渇望が生まれ、結果、スイッチに指をかけてしまった。

「わたしが、弱いから……」

　雫しずくが頬ほおを濡ぬらす。みやびの瞳ひとみから、涙が溢あふれていた。

　巴はみやびを強く抱きしめ、首を振って優しく声を掛ける。

「初めから強い者など誰だれもいない。皆、最初は弱いのだ。私も、九重ここのえも、みんなそうだ。そして今も決して強くはない。ただ、強くあろうとしているんだ」

　肩を震わせ、顔を上げないみやびに声が届いてるかどうか巴には判別が出来ない。

　それでも、巴は常々思っていることを語り続ける。

「人は弱い。弱いからこそ、道を間違えてしまうこともある。ただ──道を間違えたことに気づいたそのとき、何を選び取るのかが大切なのではないかと私は思う。……先ほども言ったように、今回の件ではキミだけではなく、私も道を誤った。だから──」

　僅わずかに間を置き、巴ともえは次の言葉を意識的に強調させた。

「私は、強くなりたい」

　顔を上げぬままに、みやびは体をびくりと震わせる。

　巴はあえて言及せず、出来る限り優しく言葉を紡いでいく。

「友の心に一歩踏み込める強さを、悩んでいる友の助力となれる強さを、これまで知らなかった友の一面を受け入れる強さを──私は望む」

　口にしたのは、みやびが惑わされた強さとは違うものだった。

　絆きずなという強さを、これまで以上に確かなものとすることを巴は望んだ。

「だからみやび。これからも私と《絆双刃デユオ》でいてくれないか。私とともに、強くあろうという思いを胸に抱えては貰えまいか。もし私が道を間違えたならば正してくれないか。私の──真の友となってはくれないか」

　願いとも言える巴の望みを選ぶのは、みやびだ。

　巴の手を取り、昊こう陵りよう学がく園えんに残るか──

　巴に首を振り、昊陵学園を去るか──

　みやびは選んだ。

「わたしは──」







■第五章『世界に蔓延はびこる悪意ともなれば』








　意識を取り戻した日の夕食は、ひどく寂しいものだった。

　気を失ったままのみやび、その看病をしている橘たちばなが医療棟から戻らなかったからだ。

　誰だれも口を開かない重苦しい食事中、周囲の会話が耳に入り──昼間のことが既に広まっていることを知る。

　情報の発信源は広間にいた生徒のようで、俺たちが《装鋼ユニツト》を纏まとったみやびと闘ったことまで知れ渡っていた。おかげで様々な憶測とともに視線を向けられ、酷ひどく居心地の悪い時間を過ごすこととなった。

　やがて食事を終え、学食を出たところでリーリスへ頼みごとをする。

「《神滅部隊リベールス》と、やつらの親玉の《装鋼の技師エクイプメント・スミス》について、教えてくれ」

　みやびがあいつらの謀はかりごとに利用された以上、これまでとは状況が違う。

　こちらから何か出来るわけではないにせよ、俺は敵についての情報を少しでも得ておきたかった。

「ミルクティーをご馳ち走そうするわ。あたしの部屋に来て貰もらえるかしら」

　ただそれだけを口にし、リーリスはサラを連れ立って部屋へと戻っていき、その後ろを俺、ユリエ、トラの三人が追った。

　三階にあるリーリスの部屋はカーテンや家具が高級そうなものへと取り替えられており、同じ構造でありながらも他ほかの寮部屋とはまったく違う華やかな印象を受ける。

　本来だったら女子の部屋へ入ることに緊張をしたであろうに、今回はそんな心境とは程遠かった。

　部屋に戻ったというのにリーリスが沈黙したままで、先ほどの食堂と同じくらい重苦しい雰囲気に満ちていたからだ。

　しばらくしてサラが全員分のミルクティーを用意したところで、ようやくリーリスは口を開いた。

「あの人については機関ドーンの機密事項にあたるわ。だから、あたしの答えは以前と同じよ。二度も言わせないで」

「……つまり、教えてはもらえないってことか」

　ミルクティーを一口飲み、「ええ、そうよ」とリーリスは頷うなずいた。

「ふんっ。わざわざ部屋に連れてきて言うことがそれとは、とんだ無駄足を踏ませてくれたものだな……!!」

　長い沈黙を経てようやく発したリーリスの言葉に、トラが怒りとともに立ち上がる。

「あら、ミルクティーは飲んでいかないの？」

「いらん！　透とお流る、ユリエ、行くぞ!!」

　リーリスの言い分も分かるが、激げつ昂こうするトラの気持ちも分かるため、俺は敵の情報を得ることを断念して部屋を出ることにした。

「悪いな、リーリス。ご馳ち走そうになるのは、また今度な」

「そう。残念だわ」

　と言って、リーリスはカップを手に持ち──

「これは独り言だけど──」

　唐突に、それも俺たちへ視線を向けず、そんなことを言い出した。

「《装鋼の技師エクイプメント・スミス》──本名エドワード＝ウォーカーは機械工学に精通していて、エンジンや推進システムの開発を行う一方で、人工筋肉などの開発にも熱心な人物……だったわね」

「お嬢様……！」

「これは独り言よ。二度も言わせないで、サラ」

　慌てる執事にぴしゃりと言い放ち、逆に黙らせてしまうリーリス。

「さて、独り言の続きよ」

　その言葉に、俺とユリエはリーリスへ向き直り、トラは腕を組んで壁に背を預けた。

「彼はこれまでの常識を覆す外骨格スーツの開発を唱え、周囲からは理解を得られなかったって話よね」

　おそらく、外骨格スーツとは《装鋼ユニツト》のことだろう。

「十二年前、彼は所属していた機関より突如失しつ踪そう──以後、《生存競争サバイヴ》で姿を見せるまでは消息不明。たぶん、《神滅部隊リベールス》の所属する組織──ゴグマゴグに身を寄せていたってところかしら」

　リーリスはミルクティーを一口飲み、続ける。

「アメリカ軍部と結びついている秘密組織、ゴグマゴグ。たしか軍事技術の開発を主としていて、その力を背景に現在北米で最も勢力を持つ組織よね……。ドーン機関と違って表向きの顔を持っていない分、相当えげつないことをやってるって話は本当かしら」

　リーリスがまた一口飲んでひと息ついたところで、俺は疑問を口にする。

「……どうして、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》とかいうやつは機密扱いになってるんだ？」

　リーリスはミルクティーに視線を落としたまま、呟つぶやいた。

「エドワードは、元々ドーン機関の開発局ナンバー２だったのよね」

　予想外の言葉に、俺たちは息を呑のむ。

「そんな人物が失しつ踪そうした上に、敵対組織のゴグマゴグに身を寄せたことが判明して機関のメンツは丸まる潰つぶれ。その上、失踪する際に自分自身については勿もち論ろん、研究中だったデータ、開発済みのデータまで全すべて抹消してくれたおかげで、当時の機関は大混乱……まったくはた迷惑な話だわ」

　ため息をついた後、リーリスは俺へと顔を向けて目を大きく開く。

「あら、透とお流るじゃない。ミルクティーを飲みに来てくれたのね」

　リーリスはその一言で、話はこれで終わりだと言外に伝えてきた。

「ああ。サラのミルクティーの味を、ユリエたちにも知って欲しくてさ。二人も座れよ、絶品だぜ」

「ヤー。頂きます」「ふん。まあ……付き合ってやるとするか」

　ユリエとトラが座ると、サラはミルクティーを改めて淹いれ直してくれた。







　翌日の昼近く──まだ授業中だというのに、校内放送がかかった。

　何かと思ったら俺の名前が呼ばれた上に、昼休みになったら理事長執務室へ来るようにとの呼び出しだった。

　しかも呼ばれたのは俺だけじゃなく、ユリエ、リーリス、橘たちばな、そしてトラまでもがだ。

　顔ぶれが顔ぶれだけに昨日の件についてかと思ったが、あの場にトラは居なかった。

　昼休みになり、いったいどういった用件だろうと話しながら執務室へ向かいつつ、医療棟から戻ってきた橘と合流する。

「そうか、目が覚めたのか……」

「うむ。特に後遺症も無さそうだ」

　外傷がないことは検査結果で聞いてはいたが、改めてほっとする。

　打撃系武器の《焔牙ブレイズ》と同じような攻撃だから大丈夫だとわかっていても、雷神の一撃ミヨルニールをみやびに放ったことに違いは無いのだから。

「ただ、念のためということと、周囲への影響も考えて数日間は入院となるそうだ」

　みやびが《装鋼ユニツト》を纏まとっていたことは、一夜が明けて既に多くの生徒が知る事実だ。

　あの一件で怪け我がを負った生徒もいるのだから、その処置は仕方のないことかもしれない。

「みやび自身も、人目の無いところで気持ちの整理をしたいところだろうしな……」

　複雑そうな表情を浮かべる橘たちばなに、俺も頷うなずかざるを得ない。

「それと、これは私からの頼みなのだが──しばらく、みやびの見舞いは遠慮して貰もらいたい。……特に九重ここのえ。キミには、な」

「…………。わかった」

　仕方のない状況であったとはいえ、みやびに謝りたかった。

　元気な顔を見たかった。

　──が、今回の一件の根幹に俺が大きな要因となっているのは、操られたみやびが幾度となく俺の名を口にしたことからあきらかだ。

　だからこそ、今は俺が顔を出さないほうが──俺と顔を合わせないほうがいいのだと、痛いほどに理解出来た。




　執務室で俺たちを待っていたのは、黒衣の少女から直々の研修についての話だった。

「明後日あさつて、貴方あなた達には実地研修へ参加をして頂きます」

《Ⅲレベル３》となった生徒は、ドーン機関の治安維持部隊──護陵衛士エトナルクの任務に研修参加をすることとなるらしい。早い段階から実地訓練へ多く参加することで、卒業後の部隊所属がよりスムーズになるようにという機関からの配慮だ。

　以前に授業で聞いていたが、ついにその日がやってきたということになる。

「初年度の夏から、五人も研修資格を得たなど初めてのことですわ。今年は本当に優秀な生徒が揃そろい、機関の上層部もとても喜んでいますのよ。また、当学園の卒業生──護陵衛士エトナルクに所属する方々も皆、貴方達の研修参加を心待ちにしておりますわ」

　ただし、と前置いて三み國くに先生が話を引き継ぐ。

「怪我の具合が任務に支障を来す者──つまり橘くんだけは、不参加とします。ただし、希望があれば見学という形での参加も考慮しますが……」

「……大変申し訳ありませんが、今回は辞退させて頂きます。今はみやび──いえ、穂ほ高たかさんの傍そばに居てあげたく思います」

　経験を得るという点では、たとえ見学であっても参加した方がいいだろうに、橘はみやびの傍に居ることを選ぶと愚直に述べる。

　私的な理由で辞退した橘へ、理事長は──手を打ち合わせた。

「《絆双刃デユオ》であるパートナーを大事にしたいという思い、実に素晴らしいですわ。貴女あなたは本年度の生徒の中でも、技能、座学ともに大変優秀な生徒ですから、少しでも早く現場の空気を知って貰いたくありましたが、そういった理由でしたら仕方無いでしょう」

「ありがとうございます、理事長」

　頭を下げる橘たちばなへ一つ頷うなずくと、理事長は俺たちを改めて見回す。

「それでは任務の内容について、お話をさせて頂きますわ。貴方あなた達にとって、縁のある話でもありますし」

（俺たちに……？）

　どういうことだろうかと、続きを待つと──

「研修内容は、私がとある宴うたげに参加する際の護衛となりますの。その場には──《神滅部隊リベールス》を生み出した人物、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》と呼ばれるご老人も参加しますわ」

「──っ!!　エ、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》が……!?」

　思わぬ名が理事長の口から語られ、驚きの声を上げてしまう。

「その反応を見るに、どうやら彼についてある程度のことを存じているようですわね」

「ふふっ、透とお流るは意外と情報通なのね」

　理事長に視線を向けられ、リーリスが肩を竦すくめてはぐらかした。

　当然、誤魔化せるはずが無かっただろうに、理事長は不問としたようで視線を俺に戻す。

「此こ度たびの宴は招待主より、如い何かなる理由があろうとも争いを禁じる、と固く申し付けられていますの。けれど、これまでの経緯から《装鋼の技師エクイプメント・スミス》との間で何も起こらないとは思い難いでしょう。故に、此度の任務は相当の危険が待ち受けていると考えて相違有りませんわ。そのため──」

　理事長は、ここが岐路であることを告げる。

「この場でならば、研修の辞退を口にしても構いませんのよ？　貴方達はまだ学生なのですから」

　だが──辞退を申し出る者は、誰だれ一人として居なかった。

「九重ここのえ透流。貴方に少し話がありますので、残りなさい」

　明後日の集合場所と時間を聞かされた後、退出しようとしたところで何な故ぜか俺だけが呼び止められる。

　みんなには先に学食へ行ってもらうことにし、執務室内は俺と理事長、三み國くに先生の三人だけとなった。

「あの……どういった話なんですか？」

「先日の貸しをお返ししたく思いますの」

「貸し？」

「ええ、《Ｋ》の手より救い出して頂いた際、私が口にしたことを忘れましたの？」

「そういえば……」

　たしかに船上でそんなことを言われた覚えがある。

「でも、あのときは最後まで言えませんでしたけど、俺たちは貸しを作るために闘ったわけじゃないので……」

「……わかりましたわ──と言いたいところですが、それでは私の気が済みませんの。それと、貴方にとっても悪くないお話だと思いますのよ」

　理事長はくすりと笑うと、ゴトッと音を立てて机の上へと黒い棒状の何かを置いた。

「それは……？」

「特殊な形状ではありますが──これは噴射式注射器ジエツトインジエクターですわ」

「──っ!!」

　その言葉から、理事長が言わんとしていることを理解する。

　理事長もまた、俺が理解したことを察し、頷うなずいた。

「九重ここのえ透とお流る、貴方あなたに《昇華の儀》を行う権利を与えますわ。……それが私からのお礼です」

　どくんっ、と鼓動が大きくなる。

　それがどれほど大きなことか、理解出来ないはずがない。

　本来なら、《位階昇華レベルアツプ》の機会は年に三度しか与えられないのだから。

　既知のことだが、必ずしも昇華できるとは限らない。

　その上、昇華が敵かなわなかった場合は、数日間高熱が出る上に全身が筋肉痛のような痛みに襲われるという話だ。みやびやタツも、昇華に失敗した後の数日は起き上がることすら困難だったらしく、部屋から出られずにずっと寝込んでいた。

　しかし《力》を得たい俺にとって、そういったリスク以上に昇華の機会が増えることは願ったり叶かなったりではあるのだが──

　今回の話について、納得のいかないことがある。

「一つ、質問です。俺だけをこの部屋に残したってことは……」

「ええ、貴方へ対してのみのお話だけですわ」

「……どうして俺だけなんですか？　あのとき、理事長を助けるために動いてくれたやつは何人も居ます。ユリエが、リーリスが、伊い万ま里りがそうです。それとあの場に居なかったとはいえ、トラだって……。なのに、俺だけが特別扱いをしてもらう理由が──」

「……貴方が《唯一無二アンリヴアルド》だからですわ、九重透流」

　どこかで予想していた答えだ。

　俺と同じ《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》のリーリスが選ばれないのは、もしかしたら彼女は《特別エクセプシヨン》ということで、他ほかの生徒とは違って昇華の機会の制限が無いといった扱いなのかもしれない。

　そして俺も、《異能イレギユラー》であるがために特別扱いをされているということだろうか。

　だが俺はそんな扱いを望んではなく、その思いが自然と口をつく。

「俺は……俺だけが、みんなを差し置いて特別扱いなんて……」

「何を迷うことがあるのです。貴方が《黎明の星紋ルキフル》を求めた理由は、皆で仲良く手を繋つないでゴールをするためなどでは無いのでしょう……？」

「──っ!!」

　あまりにも正確に、痛いところを突く言葉に驚きよう愕がくと動揺を露あらわにしてしまう。

　たしかにそのとおりだ。

　俺は復ふく讐しゆうのための《力》を欲している、が──

（まさか、理事長は知っているのか……!?）

　あいつの件を知るのは、ユリエとあの人、そして他ほかならぬ俺自身だけのはずだ。

「では改めてお伝えしますわ、九重ここのえ透とお流る。貴方あなたへ《昇華の儀》を行う権利を与えます。権利の行使は昇華が成らなかったときのことも考慮して、研修の後でも構いませ──」

「待って下さい」

　俺はその言葉を遮り、首を横に振った。

「今回頂いた権利は…………使いません。俺には必要ありません」

「……理由を答えて頂きたいものですわ」

　静かに、低く、感情の色が見えない声で問い掛けられる。

「たしかに俺は、強くなりたいと──何者にも負けない《力》が欲しいと思っています。だから、そのための機会を与えてくれるって話はとても有り難いです。でも、あのとき共に闘った仲間を差し置いて、俺一人だけが昇華の機会を与えられるのは──何か違うと思うんです」

　このとき俺の脳裏には、日々ともに汗を流して高みを目指している仲間が思い浮かんでいた。

　手を取り合い、助け合うことの出来る大切な仲間たちが。

　条件や状況、様々なものに違いはあれど、目的のために自分一人だけが《力》を得ることを望んでしまったら、あいつと同じように歪ゆがんでしまうのではないかと思った。

「俺は──みんなと競い合った上で誰だれよりも上に行きたいと思いますので、今回の権利は行使しません」













　まっすぐに理事長を見つめ、俺の意志を伝える。

　黒衣の少女は少し驚いた様子を見せた後、目を細めた。

「くすくす。とても高潔で、昂こう然ぜんたる意志を持った生徒が当学園に在籍していることを、心から喜ばしく思いますわ。……わかりました、私は貴方あなたの意志を尊重しましょう。それでは話は終わりとしましょう」

　と言って背を向けた理事長へ頭を下げ、退室しようとしたそのときだった。

「……一つ、覚えておくといいですわ」

　窓際に立った理事長が振り返り、告げる。

「貴方がどれほど素晴らしい意志を持っていようとも、世界は必ずしもそれを許容してはくれませんの。……とりわけ世界に蔓延はびこる悪意ともなれば、尚なおのこと」

　悪意は、どのような意志に対しても容赦なく牙きばを剥むく。

　二年前、そして昨日と、俺は痛いなどという言葉じゃ生ぬるいほどに身を以もつて知っている。

　だからこそ、理事長の最後の言葉は深く俺の心に突き刺さった。

　それはまるで、楔くさびのように……。







　二日後、土曜日の夕暮れ──

　南の裏門を出た先の波止場に俺たちは集合し、理事長や三み國くに先生を待っていた。

　プレジャーボートで出立し、都内のどこかで降りて護陵衛士エトナルクと合流した後、車に乗り換えることになっているのだ。

「気をつけてくれたまえよ、九重ここのえ。くれぐれも無理はしないようにな」

「ははっ、わかってるって」

　と返事をするも、橘たちばなはユリエへと顔を向ける。

「……九重をしっかりと見張ってくれるよう頼んだぞ、ユリエ」

「ヤー」

「見張るって……。俺はどんな風に思われてるんだ」

「キミはこれまでも、私の目の届かないところで無理ばかりしているからな。だから今日の任務でも、キミが無理をするのではと思うと気が気でならないのだよ」

「……巴ともえはトールのことで頭がいっぱいなのですね」

「──っ!?　べべ、別に私は、友人としてだな。な、なんだ、九重、何な故ぜそのような目で見る!?」

　そこまで無茶ばかりしてる印象あるのか……と見ていただけなのだが、橘は急に慌てた様子を見せたかと思うと──

「へ、変な勘違いをするなっ、九重ここのえの阿あ呆ほ────っ!!」

「何がだ────っ!?」

　まだ松まつ葉ば杖づえを突いているというのに、凄すさまじい速さで走り去ってしまう。

　その橘たちばなとすれ違い、理事長が三み國くに先生と月つき見みを従えてやってきた。

　すぐに出航──と思いきや、トラが三國先生に呼ばれて何か話をし始める。

　おかげで間が出来てしまい、うさぎ耳の人物がにやにやと笑いながら近づいて来た。

「くはっ、相変わらずのタラシっぷりだなぁ」

「何の話だ」

「優等生のことに決まってんだろ。顔がすげー真っ赤だったぜ。今度は何をした？　どんな言葉責めだ？　いきなり舌でも入れたのか？　でけー乳を揉もみほぐしたとか？」

「するか!!　だいたいそれ、タラシじゃなくて変態だろーが!!」

「くはっ、そうとも言うな♪」

「そうとしか言わねーよ!!」

　月見へのツッコミ疲れで、ぜぇはぁと息を荒くする俺。

「だ、だいたい、あんたはここへ何しに来たんだ。今回の任務には同行しないはずだろ」

「そーなんだよな。アタシが留守番とかちょー勘弁して欲しいぜ、まったく……」

　馴なれ馴なれしく人の肩に手を掛ける月見は、後顧の憂いを断つために留守番とのことだ。

「留守番とか、何も起こらなかったら暇じゃねーか。うさぎは寂しいと死んじまうんだぞ」

「何も起こらないほうがいいに決まってるだろ。だけど、もし何かあったらと思うと──あんたが残ってくれるのは心強い」

　臨海学校の襲撃の際、二十人を超える敵を一人で相手取った実力は疑うべくもない。

　もしも《神滅部隊リベールス》が前回同様に、二点同時襲撃を行ったとしても、月見が残るのはとても頼もしい。……ただし人間性は除くが。

「ほほー、《異能イレギユラー》がこのアタシを心強いとな？　ついにデレたか？」

「それは無い」

「今度の訓練中にパンツ下ろして社会的にぶっ殺す」

（……こいつの存在そのものが、後顧の憂いって気がしてきたぞ）

　などといったやり取りをしていると、トラたちの話が終わったようで出発すると声を掛けられた。

「じゃあ行ってくる。留守の間は任せるぜ」

「へいへい、まー任されてやるよ。留守と言わず、これからもな」

「……なんか、結構いいやつだな、あんた」

　かつて自分を殺そうとした相手に対して言うことではないが、そう思ってしまったことは本当だから仕方無い。

「ぶぁーか、なーにがいいやつだ。アタシは天下無双のいい女だっつーの」

　と言って月つき見みは親指を下に向けるも、その顔には笑みを浮かべていた。

　そのとき、既にボートへ乗り込んでいたユリエから呼び声が掛かる。

「トール、出ますよ」

「っと、今行く」

　俺が乗り込んで間もなく、ボートはエンジン音を立て、ゆっくりと動き始めた。

　そのとき──

「透とお流るくんっ……!!」

　みやびが俺の名を呼びながら、波止場へと駆けてきた。

「み、みやび!!　どうしてここに……!?」

「あ、危ない任務に参加するって、巴ともえちゃんから聞いて……！　だから、あの……き、気をつけて！　みんなと一緒に、無事に帰ってきて!!　わたし、透流くんに話したいことがあるから!!　だから絶対に帰ってきてね、透流くん!!」

　遠ざかるボート上の俺に向かって、みやびが叫ぶ。

　だから俺も叫び返した。

「わかった、絶対に帰ってくる!!　みんなと一緒に帰ってくるって約束する!!」

　みやびが手を振り、俺はぐっと拳こぶしを握って見せた。

　声はもう届かず、みやびの姿が小さく遠くなっていく。

「……トール」

　振り返ると、ユリエ、リーリス、トラが俺を見ていた。

「絶対に、約束を守りましょう」

「ああ、もちろんだ。一緒に帰ってこようぜ、みんな！」

　俺の言葉に、三人は力強く頷うなずいた。





　　　　　　◇





　二十分ほど後、透流たちは海ではなく、川を上っていた。

　下船予定場所は襲撃を警戒したダミーも含めて数ヶ所用意してあり、その内の一つである川沿い──水上バス乗り場へ船艇を着ける。

　そこで護陵衛士エトナルクと合流を果たし、車へと乗り換えた。

　リーリスと三み國くにが朔さく夜やとともに高級車へ、透流たちは警護車両へと乗り込む。

《神滅部隊リベールス》の襲撃を警戒しつつ、車に三十分ほど揺られて夜の帳とばりが落ちたころ──特に何事も起こることなく、目的地が見えたと聞かされたとき、透流はほっと息をついた。

　しかしその直後、目的地を目にして透流は驚きに目を丸くする。

　周囲を高い柵さくに囲まれ、守衛が立つ門を抜けた敷地は都内と思えないほどに広く、花と植木が整然と配された緑溢あふれる西洋庭園となっていた。

　ほどなくして庭園の奥に佇たたずむ、まるで宮殿を思わせるような絢けん爛らんな邸宅に到着する。

　邸宅前の広場で車を停とめ、朔さく夜やは降り立つと──

「貴方あなた達はこのまま外で待機を。隊長の指示を仰ぎなさいな」

　そう言い残して三み國くにを従え、出迎えた案内人とともに邸内へ入っていく。




　扉の奥へと進む黒衣の少女を、リーリスはじっと見送った。

《特別エクセプシヨン》である彼女も、ドーン機関の力が及ばぬこの場では見送ることしか出来ない。

　背丈の倍はあろうかという扉の奥へ二人の姿が消えると、黄金の少女は建物を仰ぎ見る。

　一見、何気ない動作ではあるが、しかしその内面は穏やかなものではない。

（何なのよ、この気配……。《七曜レイン》ってのは、どんな化け物が揃そろってるわけ？）

　人一倍、鋭敏な感覚を持つ彼女は、邸宅から漂うただならぬ気配に鳥肌が立っていた。

「どうかしたか、リーリス？」

「……こういうところで透とお流ると式を挙げるのも、いいかもしれないわねって思ってたのよ」

　動揺を悟られないよう、黄金の少女は即座に仮面を被かぶり、軽口を叩たたいた。




　扉をくぐった先は広々とした吹き抜けのホールで、奥には二階へ続く大階段があった。

　朔夜たちを先導する案内人は階段を登り、その先にある大扉の前で足を止めた。

「こちらで御座います」

（《七芒夜会レイン・カンフアレンス》──いよいよですわね……）

　大扉を前に、さすがの朔夜も緊張を覚える。

　闘いとは無縁である黒衣の少女でさえわかる程、重苦しい圧力を感じ取ったためだ。

　案内人が重い扉を開け放つと、朔夜と三國は豪ごう奢しやな部屋の中へと入っていく。

　天井には煌きらびやかなシャンデリアが室内を照らし、床には美しい紋様の描かれた絨じゆう毯たんが敷かれ、中央には豪華な円卓が置かれていた。

　円卓の周囲には七つのイスが置かれ、その内の四つが埋まっている。

　つまり、これから席につく朔夜を除けば、まだ二人ほど到着していないということだ。

「来たな、《操焔ブレイズ》の嬢ちゃん」

　朔夜たちの背後で扉が閉まると、円卓に足を投げ出すといった不作法極まりない男が声を掛けてきた。

　四十がらみであろう男の頬ほおは少々赤みを帯びており、飲酒していることが窺うかがえる。立ち上がれば一メートル九十を超える巨きよ躯くは、常人が対たい峙じしたならば畏い怖ふを覚えるだろう。けれど男の口元はにんまりとして歯を見せていて、妙に人なつっこさを感じさせる。

　朔夜は漆黒の衣装ゴシツクドレスを摘つまんで持ちあげつつ、頭を下げた。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ、《冥柩の咎門グレイヴ・フアントム》様。そして他ほかの《七曜レイン》の皆様にはお初にお目に掛かります。《操焔ブレイズ》を継ぎし者──《魔女デアボリカ》ですわ。以後、お見知りおきを」

「おう、改めてよろしくな。……あ、嬢ちゃんの席はそこだから座んな。連れの兄ちゃんの席は無いが勘弁してくれや」

「お言葉に甘えさせて頂きますわ」

「ええ、お構いなく」

《咎門フアントム》と呼んだ男の指した席へと、朔さく夜やが歩を進めると──

「……ところで嬢ちゃん、あいつはどうよ？」

「連れてきていますわ。気になるのであれば、ご自分の目でお確かめになっては？」

「ん、まあそこまでは別にいいやな」

　大男の返事を聞きながら朔夜は腰を下ろし、三み國くには主の背後に立つ。

　その二人の姿を見届けると、《咎門フアントム》は全体を見回してから喋しやべり出した。

「さて、と。始める前に新顔の《魔女デアボリカ》のためってぇことで、それぞれ自己紹介といくか。まずは改めてこの俺、《冥柩の咎門グレイヴ・フアントム》だ。よろしくな、嬢ちゃん。……んじゃ、次はお前さんだな、《災核デイザスター》」

《咎門フアントム》は左隣に座る若い男へと顔を向ける。

「……《煌闇の災核ダークレイ・デイザスター》だ」

　夏場であるにも拘かかわらず、マフラーをすることで顔半分を隠した男は僅わずかに顔を上げると、朔夜を一いち瞥べつして自身の《曜業セフアーネーム》を告げた。そのまますぐに視線を落とし、それ以上何かを口にするつもりはないという意思表示を見せる。

　だが、朔夜としては《曜業セフアーネーム》さえ聞ければ十分だった。

　決して多くないとはいえ、ドーン機関の機密データの中には《七曜レイン》についても記されているためだ。

（《聖庁ホーリー》所属の《聖騎士》様でしたわね）

《聖騎士》とは、西欧に拠点を置く歴史ある巨大宗派、その中でも決して日の目を見ることのない部署──異端審問機関《聖庁ホーリー》に所属する者へ与えられる称号である。神の代行者として異端者への裁きを執行する《聖騎士》はその役割上、高い戦闘力を持っていると噂うわさされる。

　また、ドーン機関は生体超化ナノマシン《黎明の星紋ルキフル》という神の道より外れる研究をしているため、《聖庁ホーリー》との折り合いがよくない。《災核デイザスター》が無愛想な理由に、その辺りも関係しているのだろうと朔夜は考えた。

「さて、お次はお前さんだ、《對姫デイーヴア》」

《咎門フアントム》は視線を移動させ、朔夜の左隣に座る清せい楚そな雰囲気を湛たたえた美女へ振る。

「《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》です。同じ女性同士、仲良く致しましょう、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》」

　誰だれもが目を奪われるであろうほどの美女が、その《曜業セフアーネーム》が如ごとく静かに微笑ほほえむ。

　その笑顔は温かく安らげる優しいもので、見る者を虜とりこにすることは間違いないだろう。

（雰囲気だけなら、誰よりもこの場にそぐわない方ですわね）

　年齢という点において、誰よりもこの場にそぐわない朔夜はそのようなことを思い浮かべながらに笑顔で返す。

「是非とも。それと、お噂はかねがね耳にしておりますわ、《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》様」

《七曜レイン》には表の世界で知られている者が数人いるのだが、中でも《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》は最も有名である。

　なにしろ彼女は、東欧のとある国の王女なのだから。

　母国の医療制度発展のために尽くす、聖女のような優しく美しき王位継承者──

　けれど《七曜レイン》に名を連ねている以上、油断ならぬ相手なのだと朔さく夜やは肝に銘じる。

「んで、次は──」

「儂わしじゃな」

《咎門フアントム》の右隣に座る痩そう躯くの老人──《装鋼の技師エクイプメント・スミス》が言葉を受け継ぐも、酒香漂わせる大男は首を横に振った。

「いいや、まだ爺じいさんの番じゃねぇぜ」

　言いながら、《技師スミス》と《對姫デイーヴア》の間にある空席へ《咎門フアントム》が目を向けた直後──

　突如、パァッと空席の上空へ円形の眩まばゆい光が生まれる。

　紋様が入った不可思議な光は、無人の席を包み込むように広がっていき──弾はじけた。

　直後、空だったはずの席に、華やかな軍服を身に纏まとった青年が座っていた。

「ご無沙汰だねサリユ、諸君。そして──お初にお目に掛かるアンシヤンテ、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》」

「……《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》様、ですわね？」

「そのとおり」

　朔夜の確認へ、満足そうに青年が頷うなずいたと同時──

　フッとテーブル上に影が差す。

「貴様ぁ────っ!!」

《災核デイザスター》が巨大な鎌かまを振りかざし、軍服の青年へと飛び掛かっていた。

　ひとたび振るわれれば、必ずや命の炎を刈り取るであろう死神の鎌が一いつ閃せんし──

　刃先が、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》の首筋に当たる寸前で止まる。

　──否、止められる。

「この場では争いを禁じるって言っておいただろうが、《災核デイザスター》」

　二本の指で刃を挟み、死神の鎌を振るわせなかったのは《咎門フアントム》であった。

　寸前までは、たしかにイスに座って居たというのに。

「どうすんだ？　本気でやるってぇなら、まずは俺が相手をするぜ？」

「ちっ……！」

《災核デイザスター》は舌打ちし、テーブルを蹴けって再び飛び上がり、己のイスの横へと着地する。

「ま、そうして貰もらえると招待主ホストとしてはありがてぇ」

「……あんたとやり合ってる間に、逃げられるのがオチだ」

《裁者ジヤツジス》を睨にらみつつ、《災核デイザスター》は苛いら立だちを示すかのように音を立ててイスに腰を下ろす。

「今のが転移魔術というものですわね？」

　先刻の騒ぎなどまるで気にした様子も無く朔夜が問うと、軍服の青年は頷く。

　魔術──

　現代社会においては創作物の中で扱われるのみと思われているも、実際にはご覧の通り実在している。もっともその存在は秘匿され、表の世界で真実として語られることは無いのだが、その点は《黎明の星紋ルキフル》や《装鋼ユニツト》なども同様と言えよう。

「転移魔術は初見かね？」

「ええ、魔術そのものが。お恥ずかしながらそちら方面については疎く、触れる機会もありませんもので、僅わずかな知識のみに留とどまっておりましたの」

「フフ、私の場合は知識ばかりで、魔術そのものはからっきしでね。先ほどの転移も、魔術の力が込められた道具によるものなのだよ」

　自己申告故に信頼に値しない発言だと、朔さく夜やは思う。

（《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》様──《七曜レイン》の中で最も情報が少なく、謎なぞが多い人物。少なからず、魔術に造ぞう詣けいがある方のようですわね……。それと、《煌闇の災核ダークレイ・デイザスター》様とは随分と不仲のご様子で）

　大きな情報だ、と少女は心に留めておくことにする。

　彼らの関係を、いついかなる時に利用出来るかわからないのだから、と。

「さて、次こそはこの儂わし──」

「十分に存じあげていますので結構ですわ、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様」

「わははっ。つれないな、嬢ちゃん」

　にべなく返す朔夜に痩そう躯くの老人は肩を竦すくめ、《咎門フアントム》は笑い声をあげた。

　笑いが収まると、大男はその太い指で空席を指す。

「最後の一人だが──嬢ちゃんが《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ近づけば、自分から姿を見せるだろうよ」

「……つまり、近づかなければお会いすることは敵かなわない、ということですわね」

「そういうこった。話が早くて助かるぜ」

　と言うと《咎門フアントム》はニヤリと笑う。

「さて、と。ようやっと落ち着いてメシに出来るな。おーい、持ってきてくれ！　あと、誰だれかさんが土足で汚したからクロスも替えてくれ！」

　自らが足を投げ出していたことを棚に上げ、大男は大声で指示を出した。




　ほどなくして豪勢な食事が用意され、会話とともに刻は過ぎていく。

　会話は主に料理の味や食材についてのものではあったが、《七曜レイン》ならではとも言える会話──互いの状況を探るような内容が、時折挟み込まれていた。

　何な故ぜ、そのようなことをするのか。

《七曜レイン》は仲間ではないからだ。

《絶対双刃アブソリユート・デユオ》を核としていようとも、彼らは異なる道を歩む──いわば競合相手なのだ。

　だからこそ己の情報を隠匿し、相手の情報を得ようと話術を駆使し合うのである。

　朔夜もまた、それに倣っていたのだが──

「《操焔》は息災かの、《魔女デアボリカ》殿？」

　話の合間に、エドワードから話し掛けられた。

「こちらに出向いたのが私の時点で、お察し頂けませんの？」

「おやおや、これは失礼をした。あやつとはまた酒を酌み交わしたかったのじゃがなぁ」

《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》へ《操焔ブレイズ》についてを聞くという不可思議とも言える質問。

　それは、朔さく夜やが本来の《操焔ブレイズ》ではないことに起因していた。

　本来の《操焔ブレイズ》とは、《操焔の魔博ブレイズ・イノベイター》と呼ばれた朔夜の祖父のことを指すのだ。

　しかし彼は三年前に病床に伏したため、黒衣の少女は《黎明の星紋ルキフル》の研究を、そして《操焔ブレイズ》の《曜業セフアーネーム》もまた継いだのである。

　無論、エドワードもそれらを承知した上で質問をしたのだ。

「そのようなこと、わざわざこの場でお話ししなくともよろしいのでは？」

「ふははは、今のは挨あい拶さつ代わりじゃて。本題はここからじゃ」

「あら、そうでしたの。では、これより楽しいお話を聞かせて貰もらえますの？」

「もちろんじゃよ」

　深く頷うなずく《技師スミス》に、他ほかの《七曜レイン》も興味を示して会話に交ざってくる。

「フフ、随分と楽しそうな話題を始めるようだ。早く続きを聞かせてもらいたいものだ」

「ははっ、俺たち全員が楽しめる話を期待しているぜ、爺じいさん」

「生あい憎にくじゃが、其方そなたらは楽しめるというよりも、少なからず恐れをなすやもしれぬぞ」

《裁者ジヤツジス》と《咎門フアントム》へ、痩そう躯くの老人は口元に底意地の悪さを思わせる笑みを浮かべて返す。

　口元に笑みを浮かべ、軍服の青年も老人の話に耳を傾ける様子を見せる。

「では本題といこうかの。とはいえ、儂わしが何を言おうとしているのか、聡そう明めいなる《魔女デアボリカ》殿は既に承知済みであろうがの」

「……同盟について、ですわね」

　朔夜の返答にエドワードが頷く様を見て、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》が感心の声をあげる。

「素晴らしいトレビアン。まさか《七曜レイン》の中より、手を取り合おうという意見が出ようとは」

「そいつぁ興味深いね。たしかに爺さんの《装鋼ユニツト》と、嬢ちゃんの《超えし者イクシード》は相性がいいかもしれんしなぁ」

「噂うわさで耳にしましたよ。貴方あなたがかねてより口にしていた《装鋼ユニツト》が、ついに完成を見たと」

「ふははは、さすがに耳が早いのう」

　どこから得た情報かと問うたとしても、《裁者ジヤツジス》ははぐらかすだけだろうことを分かっているからこそ、《技師スミス》も追及せずに笑う。

「外骨格スーツの完成か。……ふむ、同盟が成立するのであれば、たしかにその《力》は驚異になりそうではあるが、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》殿の返答は如い何かに？」

「……返答の前に、質問をさせて頂きますわ。《黎明の星紋ルキフル》は、《適性アプト》を持って生まれた者にしか作用しませんの。故に今回の同盟交渉の利は私にはあれど、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様には何ら利が有りませんことよ」

　黒衣の少女が可お笑かしそうに告げると、痩そう躯くの老人は待っていましたとばかりに返す。

「当然、《適性アプト》については知っておるよ。何しろ儂わしは以前、ドーンに籍を置いておった身──其方そなたの祖父とは友として、良き競い相手として互いの研究についてよく語り合ったのでな」

「でしたら、そちらに利の無い盟約を結んでも──」

「じゃからこそ、これもまた知っておるよ」

　少女の言葉を遮り、老人は語る。

「《適性アプト》が無くとも《超えし者イクシード》へと昇華することが可能な、新型《黎明の星紋ルキフル》の研究を行っていることを──そして、新型が既に試験運用の段階まで進んでおることもな」

「…………離れて久しいというのに、いろいろとこちらの内情にお詳しいご様子で」

　朔さく夜やの表情から笑みが消えた。

　新型《黎明の星紋ルキフル》の計画が立ち上がったのは、老人が失しつ踪そうして何年も過ぎてからのこととなる。

　すなわち、エドワードが新型について知りえるはずがないのだが、現に老人は《黎明の星紋ルキフル》以上のレベルの機密を掴つかんでいた。

（……内通者が居ると考えるべきですわね。機密を知り得る者と考えると、かなり限られてきますけども……）

　その推理は正しかった。研究者の一人がエドワードに内通していたからこそ、先の襲撃も易やす々やすと成功したということだ。

（戻り次第、手を打たなければなりませんわね）

　そういった朔夜の心の動きを知ってか知らずか、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》は同盟による利点を、熱を込めて話し始める。

「《装鋼ユニツト》を《超えし者イクシード》が纏まとった場合の《力》は、先日見せたとおりじゃよ。日常生活などという不純物を交えて訓練を施した学生であっても、あれ程の飛躍を見せたのじゃ。純粋な兵士として訓練を施し、戦闘マシーンとして完成した《神滅士エル・リベール》へ、新型《黎明の星紋ルキフル》を投与したならばどうなるか、想像してみるがいい！」

《技師スミス》はイスから立ち上がり、声は段々と熱を帯びてくる。

「そやつらは間もなく完成する新たな《力》を手にすることで、更なる高みへ至るのじゃ。そのときが真の《神滅部隊リベールス》の完成であり、立ち塞ふさがる者すべてを凌りよう駕がし滅するじゃろう──そう、たとえ立ち塞がる者が神であろうとも!!　わはははは!!」

　高笑いをあげて宣言する老人へ、それぞれが思い思いに口を開く。

「ぶちあげたなぁ、爺じいさん。それがあんたの道ってぇわけか」

「素晴らしいトレビアン。神をも凌駕し、滅す──それ故に、《神滅士エル・リベール》と名付けたということか」

「すべてをとは、随分と壮大なことですね」

「……《聖庁ホーリー》所属の俺を前に神殺し宣言とはな」

　そして肝心の朔夜は、表情を動かすことなく無言のままに《技師スミス》をただ見つめた後──

「……一つ、疑問がありますわ。何な故ぜ、個の高みを目指すのではなく群むれとしますの？」

　老人へと問い掛ける。

「ふははっ。知れたことを。群の前では個など取るに足りんからじゃ。歴史を紐ひも解いてもそれは証明されておるわ。どれ程の英雄豪傑であろうと決して個ではなく、部下が、協力者が必ずおるのじゃからな」

　老人の言っていることは正しい。

　人間は群れることで、知恵を出し合い、技術を継承し、やがては地上を支配するまでに至ったのだから。

「《操焔ブレイズ》を継ぐために生を受けし《魔女デアボリカ》よ。《絆双刃デユオ》というシステムや、護陵衛士エトナルクなどという部隊を作り上げた《操焔ブレイズ》ならば、群がどれほど重要なのかを理解できるじゃろう？」

「……ええ、充分に。疑問にお答え頂きありがとうございますわ、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様」

「構わぬよ。じゃがそれよりも、先ほどの話を考慮した上で今一度同盟についての答えを頂けるかの」

　改めて答えを求める痩そう躯くの老人へ、黒衣の少女は告げた。

「お断りしますわ」

「なっ……!?」

　驚きを見せる老人へ、少女は言葉を続ける。

「以前、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様は仰おつしやいましたわね。私たちと貴方あなたは近い、と……。たしかにそのとおりですわ。《黎明の星紋ルキフル》も、《装鋼ユニツト》も、外的要因にて人を超えさせる──その一点においては同じでしょうね。……ですが、それだけですわ」

「ほう……？」

「貴方が求めている強さは表面的な《力》ばかり。先ほど、完成した兵士をマシーンと喩たとえたことからも明らかですわ。……けれど私たちは《魂》の強さも求めておりますの。それはひとえに、私たちと貴方の目指す境地の違いであると私は思いますわ」

　ここで小さな《魔女デアボリカ》は、見る者の背筋がぞっとするような冷たい笑みを浮かべた。

「それに──私、気づいていますのよ」

「気づくじゃと？　いったい何にじゃ」

「貴方の真意、ですわ」

　朔さく夜やの一言に、エドワードの眉まゆが僅わずかに動いた。

「《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様。貴方は十二年前、私の祖父《操焔の魔博ブレイズ・イノベイター》に敗北していることを。

《絶対双刃アブソリユート・デユオ》を知り、祖父は至る道を、貴方は滅する道を選び──結果、貴方がブリストル様たち機関三頭首バランに切り捨てられたということを」

「──っ!!　わ、儂わしは敗まけてなどおらぬ!!　今の言葉を撤回せぬか、小娘!!」

　わなわなと震えるエドワードへ、朔夜は口元へ指を当てて見せた。

「選ばれた祖父の《力》を利用し、選ばれなかった貴方の望みを叶かなえることで己を満足させようなどと、浅はかな思惑ですわね。くす、くすくすくす……」

「お、のれっ……！　小娘が知ったような口を叩きおってからに……!!」

　老人はテーブルを叩たたいて怒鳴りつけるも、その余裕の無さが少女の語りを真実だと告げているも同然だった。

「九十九つくもの人形めがっ!!　儂わしを侮辱したこと、今すぐ後悔させてやるわ!!」

「おいおい、爺じいさん。この宴うたげは争い厳禁だとさっきも言っただろうが」

　図星を突かれて憤ふん怒ぬと化した老人へ、《咎門フアントム》が肩を竦すくめて言うも、朔さく夜やが小さく笑う。

「くすくす、いったいどのような後悔をさせて下さるのかしら？　見たところ本日はお一人のご様子ですし、何か出来るとはとてもとても」

「其方そなたのように、《七曜レイン》に非あらぬ者を《七芒夜会レイン・カンフアレンス》へ連れてくるという無粋をせんかっただけじゃ。それほど望むのならば、待機させている《神滅部隊リベールス》をこの場へ突入させてもいいのじゃぞ」

　一触即発となった老人の様に、朔夜はほくそ笑む。

　今こ宵よいの宴へ参加した最たる理由は、何事かが起こるであろうという期待から──起こらないのであれば、起こるよう仕向けるという思惑どおりとなったために。

　だが、ここで──

「待ちたまえ、二人とも。ここらで互いに頭を冷やした方がいいのではないかね？」

《裁者ジヤツジス》が仲裁に入ってきた。

　──と、最初は誰だれもがそう思った。

「しかしながら……!!」

　室内に《裁者ジヤツジス》の声が一際大きく響き渡る。

「このまま手打ちにしたとして、お二方の間に禍根が残ることは明白だと私は思う。故にここは一つ、ゲームで決着をつけるというのは如何いかがだろうか？」

「ゲームじゃと!?　そのようなたわけた提案など聞くに値せぬわ!!」

「いえいえノンノン。私は至って真面目まじめだよ、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》」

　肩を竦めて首を左右へ振る様は言葉とは真逆の印象を受け、エドワードはギリリと歯は軋ぎしりをする。

　そこへ、もう一人の当事者である朔夜も参加してきた。

「……私は興味ありますわ。《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》様の発案ですもの、唯ただのゲームでは無いのでしょう？」

「おいおい、《裁者ジヤツジス》。何を勝手なことを言い出してるんだ」

「いいのではありませんか、《咎門フアントム》？　この場でこれ以上騒がれるよりも、よほど平和的な解決方法だと思いますけれど」

「まあ、そりゃそうなんだがなぁ……」

　これまで静かに場の流れを見つめていた《洌游の對姫サイレント・デイーヴア》が賛同したことで、《咎門フアントム》は難しい顔を浮かべる。

「もちろん、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》様と《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様が双方ともに承諾するのであれば、ということでしたら良いと思います」

「はぁ、わかったよ。んじゃあ続きを話してみな、《裁者ジヤツジス》」

「双方ともに、手て駒ごまを多く連れてきているようなので、彼らに競い合って貰もらうというのはどうかね？　無論、ゲームであるからにはルールを決めねばなるまいが」

「面白そうな趣向ですわね。如何いかがです、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》様？」

「……よかろうて。どちらがより優れた群むれを作り上げたのか、思い知らせてやるわい」

　双方ともに笑みを浮かべ──

　ここに、代理戦争とも言えるゲームが成立した。




　ややあって、外の様子を映すモニターが部屋に運び込まれる様を見ながら、《咎門フアントム》はため息一つ、独りごちる。

「《殺破遊戯キリング・ゲーム》ね……。やれやれ、随分と血なまぐせえ名前だぜ。……ま、どこまで成長したか、お手並み拝見といくか」







■第六章『牙きばを断て』








　理事長が邸内に入ってから一時間は過ぎただろうか。

　敷地内の警備は邸宅の専任ガードマンが担っているため、彼らの邪魔にならないように警戒を続けよという指示を俺たちは受けていた。

「何て言うか……場違いな感じがするよな、俺たち」

　周囲を見回しながらトラにそんな話を振ったのは、豪華な風景が理由じゃない。

　敷地内に姿が見える人の姿と、自分たちを比べてだ。

　見回りする多くのガードマンに加え、護陵衛士エトナルクのメンバーは男女それぞれの専用警備服に身を包んでいる。その上、宴うたげへの参加者が連れてきたであろう護衛──それも強面こわもての外国人は、いかにもといった感じの黒服に身を包んでいる。

　彼らと比べ、いつもどおり昊こう陵りようの制服姿である俺たちは、あきらかに浮いていた。

「まるで社会科見学にでも来た学生って感じだよな……」

「ふんっ、別に構うものか。腕と見た目は関係無い」

「そうは思うんだけどな──って、ユリエ……？」

　再び周囲を見回すと、邸宅前の広場にある噴水脇わきで、数人の黒服に囲まれている銀色の少女の姿が目に入る。

「ちょっと様子を見てくる！」

「あ、透とお流る！　……まったく、過保護なやつだ」

　ユリエの下へ向かって駆け出すと、背後からトラの呆あきれる声が聞こえて来る。

　常人の比ではない身体能力を持つ《超えし者イクシード》を心配する──

（たしかに過保護なんだろうな……）

　とはいえ、中身は普通──少々ぼんやりしているが──の女の子なのだから、心配するのは当然だと思う。

「トール」

　近づく俺に気づいたようで、ユリエは黒服の男から何かを受け取り、一礼してから駆け寄ってきた。

「大丈夫か、ユリエ。何か変に絡まれたりしなかったか？」

「ナイ。護陵衛士エトナルクの研修としてついてきたことに驚かれていました。……子供が迷い込んできたのかと思われたようです」

　後半の一言に、吹き出しそうになるも我慢の子。

「あ、そういえば何か受け取ってたみたいだけど？」

「ヤー。研修を頑張れと、飴あめを頂きました」

　完全な子供扱いに、今度こそ吹き出しそうになった。

「……ところでトール。先ほど、あの人と何を話していたのですか？」

　ユリエの視線が、邸宅を再び見上げて佇たたずむリーリスへと向けられる。

「ん……何かあったってわけじゃないんだけどな。ただ、ここへ到着してから様子がおかしい感じがしてさ。一応話はしてみたけど、思いっきりはぐらかされちまった」

「……様子がおかしいことに、よく気がつきましたね」

「ここのところ、少しばかり意識を向けてるからな」

　先日、気落ちしていた俺のことをリーリスは心配して誕生パーティーまで開いてくれた。

　そのため、彼女に何かあったら今度は俺が元気づける番だと、それとなく様子を窺うかがっていたのだ。

　だからこそリーリスの様子が何かおかしいと気づいたのだが、結果的にそれを誤魔化されてしまったことは少しばかり寂しく思う。

　くいっ。

　体を引かれるような感覚に何かと思えば、ユリエが袖そでを掴つかんでいた。

　加えて、よほど親しい者以外には気づかれないレベル──当然、俺は分かる──で、表情が曇っている。

「どうしたんだ、ユリエ？」

「…………。どうしたのですかね？」

　チリン、と鈴を鳴らして小首を傾かしげられる。

　どうやらユリエ自身も無意識だったようで、袖を引いた理由は思い当たらないようだ。

　いったい何だったのかと肩を竦すくめた後、ユリエとともに邸宅前に戻る。

　それから警戒を続けていると、護陵衛士エトナルクの隊長から集合せよと呼ばれた。

　隊長は、険しい表情を浮かべていた。

　その理由は、全員が集合して隊長が話し始めたことにより明らかとなる。

「襲撃がある!?」

「ああ。三み國くにさんから緊急の連絡が入った。それによると二十時ジャストに《神滅部隊リベールス》とやらの襲撃があるとのことで、襲撃から邸宅を護まもるために皆にはこれより配置についてもらうことになる」

「隊長。襲撃があることもそうですが、どうして正確な時間まで？」

　疑問を受け、隊長も困惑した表情を見せる。

「済まないがわからない。だが、わかっているのは襲撃時間だけじゃないんだ。敵は必ず正門から侵入してくること、敵の指揮官は必ず邸宅の正面扉の突破を狙ねらってくるらしい」

　と言って、理事長がくぐっていった扉を指す。

「扉の先にはホールがあり、その奥に二階へ続く階段があるそうだ。その階段を登った先にある大扉へ、敵指揮官が辿たどり着いたら──我々の敗北とのことだ。また、敵指揮官を倒す、もしくは三十分敵の到達を阻めば、我々の勝利らしい」

「……敗北と勝利条件、それに幾つかの──まるでゲームね」

　リーリスの呟つぶやきに、まさにそのとおりだと思う。

（どういう意図なんだ？　中で理事長と《装鋼の技師エクイプメント・スミス》の間で、何があったんだ？）

　しかし、考えても邸内の状況がわかるわけでも無い。

　その間にも隊長は、四人一組のチームに分かれるよう指示を出す。

　俺たちはいつものメンバーでチームを組むこととなり、研修生という理由から後衛の防備に配された。

「ではこれより、任務を開始する！　敵は先日、昊こう陵りよう学がく園えんを襲撃して多大な被害をもたらした相手だ。全隊員、及び研修生の諸君、妙な条件はあれど今より始まる作戦行動には相応の覚悟を持って配置につくように。これは──実戦だ!!」

　締めの発言に、その場の全員に緊張が走った。




　俺はユリエたちとともに持ち場となる場所──

　邸宅の正面扉から、左右へ向かって通路のように広がるテラスの一角に立ち、各チームが敷地内の様々な場所へ散って行く姿を見ながらに思う。

（……もし、俺たちが敗北したらどうなるんだろうか）

　隊長もそのことについては、聞かされなかったらしい。

　ただ、前回の闘いで《Ｋ》が理事長を連れ去ろうとしたことを考えるに、同じようなことが起こりうる可能性は十分あるだろう。

（絶対に負けられないな……）

　しかしそんな状況でありながら、同行者の中で唯一の《高位階ハイレベル》である三み國くに先生は邸内のままだ。迂う闊かつに動けないらしく、《神滅部隊リベールス》を迎え撃つのは護陵衛士エトナルクと俺たち昊こう陵りよう生だけとなる。

　総勢二十九名の護陵衛士エトナルクは俺たちと同じ《Ⅲレベル３》であり、常人相手ならば圧倒的に戦力が上だ。しかしながら《神滅部隊リベールス》は全員が《装鋼ユニツト》を身に纏まとっているはずだから、身体能力の部分においては互角といったところだろう。

　戦力差が出るとなると、やはり互いの装備だと思う。

《神滅士エル・リベール》は突撃銃アサルトライフルを装備しているから、遠距離戦では圧倒的に不利だ。

　護陵衛士エトナルクたちも銃は携帯しているのだが、制圧を重視した模擬弾仕様のため殺傷力は低く、《装鋼ユニツト》の防御力に阻まれる可能性は高い。

　こちら側としては、如い何かにして《焔牙ブレイズ》を振るえる距離に近づくか、だろう。

（ん？）

　隣に立つユリエが、突然ぺこりと頭を下げる。

　何かと思って頭を下げた先に視線を向けると、車に乗り込む黒服の姿があった。

　今回の襲撃に対してガードマンは邸内の控え室へ、黒服は戦闘区域外で待機するよう、指示通達が行われたとのことだ。

「どうしたんだユリエ？」

「飴あめを頂いた方ですので」

「ああ、さっきの……」

　顔は相当厳いかつかったが、気はいい人たちなのかもしれない。

「私と同じくらいの子供がいるそうです」

　多分、身長が、ということだろう。

「危険な仕事に就くことを選んだとはいえ、命は大切にするよう言われました」

「ああ、そうしないとだな」

　全員無事に帰るという、みやびとの約束もある。

　だから、絶対に。

　心の中で再び誓った直後だった。

　ドズゥンンンッ!!　すさまじい爆発音が響き、空気がびりびりと震えた。

　それが闘いの始まり──その合図であった。

「なっ……!?」

　闇やみ夜よに火の粉が舞い上がる。

　炎と煙を立ち上らせていたのは──さっきの黒服たちの乗った車だ。

　次々と、敷地の外へ向かっていた車が爆発し、燃え上がる炎が夜空を焦がす。

「そん、な……」

　呆ぼう然ぜんと、呟つぶやく。

　殺された。

　ほんの一分も前まで生きていたというのに。

『これは実戦だ』

　隊長の言葉が脳裏に甦よみがえる。

　それでも、目の前の光景が信じられなかった。

　今回の闘いには無関係であった彼らが、命を落としたことに。

　それは隣に立つ銀色の少女も同じだったらしい。

　俺と同様に言葉を失い、ただただ見つめていた。

　だが、俺たちはそいつに気づき、我に返る。

　視認出来るような距離ではないはずなのに、たしかに俺たちにはわかった。

　炎に照らされた門を背に立つ、戦闘服姿の男。

　銃撃音と爆発音が響く中、熱風で髪を揺らし──

　無人の野を進むが如ごとく、悠々と歩みくる少年は──

　射るような双そう眸ぼうを俺たちに向けて嗤わらった。

「《Ｋ》────っ!!」

　俺の叫びで、時は動き出す。

　隣に立つ銀色の少女が《双剣ダブル》を手に、弾はじかれたように飛び出そうとし──

「動かないで!!」

　黄金の少女が《銃ライフル》の銃身でユリエの進行方向を遮り、制止する。

「持ち場を離れないで！」

「──っ！　ですが、あの人は私と同じくらいの子供がいるのだと……母国で自分の帰りを待っているのだと言っていました……！　それなのに……それなのに……！」

「それでも冷静になりなさい！　今は、闘いの中よ……。哀かなしむのは、終わってからにしなさい。そうでなければ──死ぬわよ」

　リーリスに諭され、ユリエは悔しそうに《Ｋ》へ眼まな差ざしを強く向けた。

　やるせない思いを胸に、銀色の少女の手に俺の手を重ねる。

「トール……」

　何を言えばいいのか、俺にはわからなかった。

　だからただ手を重ね、握った。

「ありがとうございます、トール」

　ユリエがぎゅっと手を握り返してくる。

　辛つらく哀しそうな横顔に、俺の胸は締め付けられる思いだった。

　その間も庭園のそこかしこから、銃声が、剣けん戟げきが止やむことなく響いてくる。

　時折、爆音とともに強い光が発生したり、炎から生まれるものとは違う煙が立ち上るのは、護陵衛士エトナルクの使った閃せん光こう弾や発煙弾によるものだろう。

　後衛、それも遠距離での攻撃方法を持たない俺たちは、闘いを遠くから見守る他ほかない。

　ただし、黄金の少女を除いて。

　護陵衛士エトナルクの手にする短銃と違い、リーリスの《銃ライフル》は《特別エクセプシヨン》と呼ばれる理由になるだけあって、たとえ距離があろうと《装鋼ユニツト》を撃ち抜く程に強力だ。

　テラスの手すりに肘ひじを掛け、黄金の少女は引き金を引く。

　ズダァン!!　頭を撃ち抜かれ、《神滅士エル・リベール》がその場にくずおれる。

「さすがだな。視界が悪い上にこの距離でよく正確に当てるもんだ」

「ふふっ、ありがと。これが終わったら、今度は透とお流るのハートを撃ち抜いてあげるわね」

「……それは遠慮しておく」

「え、何よ？　聞こえないわ！」

　発砲と俺の返事が重なり、リーリスが叫ぶ。

「軽口はそれくらいにして、集中しようぜって言ったんだ」

　また一人、《神滅士エル・リベール》が倒れる姿を目にしつつ返すと、リーリスは不服そうに紅あかい唇を尖とがらせた。

「軽口を言えるくらいの方が、冷静さを保ててるって思えるんだけど」

　常に余裕を持って行動するリーリスらしい意見だ。

　勝つために、生き残るために冷静さを保つという鉄の意志が、伝わってくるような気がし、頼もしく思える。

　ズダァン!!　銃口が火を噴き、今度は肩に当たって《神滅士エル・リベール》がよろめく。

　倒せなくとも、一瞬動きを止めることさえ出来れば十分だった。その隙すきを突き、物陰から飛び出した衛えい士しが《焔牙ブレイズ》を振るって敵を打ち倒す姿が映る。

「よし！」

「……正直、よしって言える状況じゃないわね。だんだんと距離を詰められて来てるわ」

　リーリスの言葉を肯定するかのように、正面扉前から部下へ無線で指示を出す隊長の顔が次第に険しくなっていく。

　焦り、怒り、驚き、悔い──様々な感情が浮かんでは消える。

　護陵衛士エトナルクもかなり善戦はしているものの、少しずつ戦況が傾いていく。

　その状況を作り出している最要因が──《Ｋ》だ。

　あいつがやっていることは、単純にして明快だ。門から邸宅まで続く道を、身を隠すことなく堂々と歩み進むだけ。これ以上無いくらいに分かりやすい囮おとりを、指揮官のあいつ自身が務めていた。

　しかし《装鋼ユニツト》を身に纏まとった《Ｋ》は、模擬弾を大量に打ち込まれようと一歩たりとも歩みを止めることは無い。それどころか、逆に姿を見せてしまった護陵衛士エトナルクは敵の銃弾の的となってしまう。

　かといって《焔牙ブレイズ》を手に闘いを挑もうとしても、突撃銃アサルトライフルを前にしては間合いを詰めるよりも早く倒されてしまっていた。よしんば銃弾を躱かわして懐に潜り込んだとしても、あいつの得意なナイフ術によって倒されてしまう。

「おい！　あの男を狙ねらい撃てないのか!?」

「さっきから撃ってるわ。ただ、あいつはこっちの狙そ撃げきからも注意を外してないから、ムカつくけど全部躱かわされてるってわけ」

　苛いら立だつトラに、リーリスも少々口調を強くして返す。

（やっぱりあいつは別格ってことか……）

　だが、《Ｋ》以外の《神滅士エル・リベール》もかなりの腕のようで、闘っている衛えい士したちは苦戦を強いられていた。

　善戦はするも、一人、また一人とやられていく。

「くっ……！」

　死が護陵衛士エトナルクを呑のみ込み、倒れゆく姿が、あの日、道場で倒れていた仲間の姿と重なる。

　もう二度と見たくなかった光景が、二年の時を経て、再び俺の前で繰り広げられていた。

　その様を手を拱こまぬいて見ているには、もう限界だった。

「隊長！　俺を前線へ行かせてください！　このままここでじっとしているなんて──」

「バカ野郎!!　お前ら研修生を危険な前線に送れるか!!　あいつらは俺の部下に任せて、命令どおりここの防備に集中しろ!!」

「バカはどっちだ!!　この場に居る以上、俺は研修生である前にあんたたちの仲間だ!!　だからこそ、仲間を見殺しになんて出来るかって言ってるんだよ!!」

「……この場合、仲間じゃなくて部下になると思うんだけどね。だから、部下は上官の命令に従うべきじゃない？」

「──っ!!　それは……」

　狙撃をしつつ、リーリスが会話に割り入ってくる。

「だけどね、隊長さん。あたし個人としては透とお流るに賛成よ。はっきり言って、このままならじり貧よ。だったらここで戦力を腐らせてるよりも、一人でも多く前線に回した方がいいと思うけど？　特に透流とその子は──」

　と、言葉途中で俺とユリエに視線を走らせ、ほんの僅わずかだが不満げに眉まゆをひそめる。

「《絆双刃デユオ》ってくくりなら、貴方あなたのチームの誰だれにもひけを取らないと思うわ。《特別エクセプシヨン》たるこのあたし、リーリス＝ブリストルのお墨付きよ」

　リーリス──いや、《特別エクセプシヨン》の名は大きかったようだ。《銃ライフル》という《無二なる焔牙アンリヴアルド・ブレイズ》を持つに相応ふさわしい腕を、この闘いにおいて見せつけられているからだろうか。

　隊長は僅かに沈黙し──答えを出した。

「君たちの言うとおりだな。……前線の仲間を頼む。少しでもあいつらの力になってやってくれ」

「わかりました！　ユリエ、そういうことだから、危険だけど──ついてきてくれるか？」

「ヤー。私はあなたの背中を護まもる《絆双刃デユオ》です」

　心強い返答に頷うなずき、次いでリーリスを見る。

「あたしもって言いたいところだけど、ここに残るわ。本意じゃないけど、援護に徹することが今のあたしの役目だから」

　最後に、何か思案している様子のトラへ顔を向けた。

「トラ、一緒に来てくれ。お前の力も必要だ」

　トラが来てくれるなら、心強い。ユリエと二人だけよりも闘いのバリエーションが大幅に増えるということもあるが、何より俺の攻撃力不足をカバーして貰もらえる。

　悔しいことだが、俺が《装鋼ユニツト》を相手にした場合には、雷神の一撃ミヨルニール以外で仕留められる可能性がかなり低いためだ。

「ふんっ。僕が行ったら《絆双刃デユオ》でなくなり、その女のお墨付きとやらが無駄になるだろう──が、貴様は正しい選択をしたと、この僕が証明してやろう」

　回りくどい言い方ではあるが、どうやら一緒に来てくれるようだ。

「……それと、こんな状況で迷っていても仕方無い。こいつを──使え」

　トラが腰に下げたホルスターから棒状の何かを引き抜こうとしたそのとき、テラス近くの茂みが揺れた。

「──っ!!」

　俺たちが視線を向けた直後、茂みから音を立てて影が──《神滅士エル・リベール》が飛び出してくる。

「くっ!!　奇襲だとっ!?」

　茂みから飛び出した《神滅士エル・リベール》は、刃を振りかざしてトラへ飛び掛かった。

　二条の閃せん光こうが交差し──トラの《印短刀カタール》が、《神滅士エル・リベール》の胸を斬きり裂く。

　しかし、敵もそのまま終わらない。

　倒れながらも、最後の気力を振り絞ってトラへと攻撃を振るう。

　その攻撃も、トラはバックステップで躱かわしたのだが──

「トラ、後ろです!!」

　ユリエが警告を飛ばした瞬間、茂みからまたしても影が飛び出した。

「なっ!?」

　タイミングをずらした二度目の奇襲に、今度は対処が間に合わず、トラは襲撃者の蹴けりをまともに喰くらう。

「トラ──っ!!」

「がはっ……ぐ、はぁっ……!!」

　邸宅の壁が壊れるほどの勢いで叩たたきつけられ、瓦が礫れきの中へ埋もれるようにトラが倒れる。

「奇襲とはやってくれるじゃない!!」

　二人目の《神滅士エル・リベール》はトラを攻撃した後、迷うことなくリーリスへ刃を向けた。

　襲撃者の目的は、狙そ撃げき手であるリーリスのようだ。

　振り下ろされたナイフを銃身で受けるも、そのまま力で押されてしまう。

　しかしそこはさすがのリーリス。力に逆らわずにテラスへ背中から転がると、そこから巴ともえ投げにも見える形で蹴り上げた。蹴り飛ばされた《神滅士エル・リベール》はテラスの手すりを越えて背中から地面に落ちるも、すぐさま立ち上がる。今の程度じゃ、大したダメージは与えられなかったようだ。

　だが、俺たちだってそれを黙って見ているわけじゃない。

　俺、ユリエ、隊長はそれぞれリーリスに加勢しようと動くも──

　茂みからさらに二つの影が飛び出してくる。

「くっ!!　まだ他ほかにもいやがったか!!」

　敵二人から突き出されたナイフの一本を《楯たて》で──

　もう一本は、カバーに入ってくれたユリエが防いでくれた。

「悪い、ユリエ!!」

「ナイ。私はトールの《絆双刃デユオ》ですから」

　俺、ユリエがそれぞれ一人の襲撃者に、トラとリーリスを襲った男には隊長が対たい峙じする。

　敵味方が入り乱れた状況故に、突撃銃アサルトライフルを使われることは無いだろう。

　この状況なら、俺たちは目の前の敵に集中すべきだ。

　襲撃者と見合い、じりじりと距離が近づき──先手を取ったのは、相手だった。

　ヒュヒュッと音を立ててナイフが突き出されるも、俺は殺意の込められた切っ先を避よけ、下段蹴げりを放つ。しかしそれはフェイントで、相手が蹴りに反応して受けに回った瞬間、一歩踏み込み間合いを詰める。

《神滅士エル・リベール》は距離を空けるためにナイフを突き出して牽けん制せいしてくるも、そこに必殺の気迫は無い。

　突き出されたナイフを《楯たて》で流すように捌さばき、そのまま腕を取って引っ張り込み、敵がバランスを崩したところへ、肘ひじを叩たたきこむ。

　常人ならば内臓破裂を起こす威力の一撃だが、襲撃者はよろめくだけに留とどまった。

（くそっ、手て応ごたえあったのに……!!）

　ここは雷神の一撃ミヨルニールを使うべきかと迷った瞬間──

「透とお流る、しゃがんで!!」

　リーリスの指示が飛んでくる。

　俺がしゃがむとほぼ同時に銃声が響き、《神滅士エル・リベール》が音を立ててくずおれる。

「助かった、リーリス！」

「ふふっ、ナイス夫婦コンビネーションってところかしら」

「…………」

（っと、ユリエや隊長は……!?）

　見れば、ユリエが《神滅士エル・リベール》を袈け裟さ斬ぎりに倒す様が映る。

　隊長はというと──

　さすがに一つのチームを任されるだけあって、かなりの腕だった。

《槍スピア》を手にし、リーチを活いかして襲撃者の得意な距離へと持ち込ませない。鋭い突きで《神滅士エル・リベール》にじわじわと手傷を負わせていく。やがて相手が焦じれて突っ込んできたところをあえて懐に呼び込み、石突きでカウンターを喰くらわせたところにトドメの一撃を突き入れた。

　根本まで突き刺さった《槍スピア》の穂先が引き抜かれると、襲撃者はがっくりと膝ひざを突き、倒れる。

「ふぅ、話には聞いていたが、《神滅士エル・リベール》ってのはかなりの腕だな」

　と隊長が息を吐いた瞬間──

　ヒュッ!!　二条の煌きらめきが空を斬きり裂く。

　煌めきは刃となり、隊長を襲った。

　鈍い音とともにナイフが二本、背中へ深々と突き刺さる。

「隊長!!」

「ぐ、あ……」

　隊長はよろめき、手すりを越えて地面に落ちて倒れる。

（くっ!!　まだ別働隊が──いや、このナイフ、まさか……!?）

「ふふっ、奇襲部隊は貴方あなたがたを混乱させるくらいが関の山でしたか」

「《Ｋ》!!」

　俺たちが奇襲で混乱している間に、到達したのだろう。

　邸宅前──広場の噴水を背にして、《Ｋ》が薄気味悪い笑みを浮かべて佇たたずんでいた。

「けれども彼らは、与えられた任務を果たしました。後衛を撹かく乱らんし、部隊を先に進ませるという役目をね」

　その言葉が指す意味を、《Ｋ》の背後に五つの影が立ったことで理解する。

　影──《神滅士エル・リベール》は、等しく突撃銃アサルトライフルを俺たちへと向けていた。

　やつらの後ろからはもう、銃声も剣けん戟げきも聞こえて来ない。

　聞こえてくるのは、遠くからのパトカーや消防車のサイレンの音だけだ。

「キサ……マ、俺の部下、を……よく、も……」

　隊長は地に伏せたまま顔を上げて怒りに震えるも、そこで力尽き、意識を失う。

「くそっ……！　《Ｋ》、キサマぁっ!!」

「先日に引き続き、今夜もお会いできて光栄ですよ、九重ここのえ透とお流る。その後、彼女はつつがなくお過ごしですか？」

「何がつつがなくだ、ふざけるな……！　何な故ぜだ、どうしてみやびを利用した？」

「……船でお会いした際、私たちの作戦を《品評会セレクシヨン》と称したのは覚えていますか？」

「それがみやびと何の関係がある」

「ふふ、焦らず聞いて貰もらえますかね。あの作戦は、私が属する組織の上層部に対し、裏の世界で名の知れた《超えし者イクシード》を相手に《神滅部隊リベールス》がどれほど通用するかをお見せする──そう、《装鋼ユニツト》の品定めをして頂くことにありました。しかしそれとは別に、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》殿から、貴方たち学生の品定めを行うよう指示を受けていたのですよ」

「俺たちの品定めだと？　……そういえば、みやびを襲ったあの男が、俺たちを監視していたようなことを──」

「ええ。作戦決行時も含め、貴方たちが島に居る間、《神滅士エル・リベール》数名を潜り込ませて様々なデータを取らせて頂きました。中でも《技師スミス》殿は精神面の脆もろい生徒をピックアップしましてね。後日、候補者の内一人が、のこのこと学園から出て来たところを接触を試みたということです」

「それが、みやびだってわけか……。だけど、何でそんなことをした!?」

「《装鋼ユニツト》の《力》を得た《超えし者イクシード》がどれほどの領域に達するのか、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》に知って貰もらいたくあったのですよ。私としては回りくどく手間でしたが、《技師スミス》殿たっての希望でしてね。口で言うよりも、見て貰った方がより効果的だ、と」

「……許さねえ。そんなことでみやびを傷つけたのか、お前らは!!」

「ははは、別に貴方あなたに許して貰おうなどと思っていませんよ。……ですが、どう許さないのかということには興味がありますね」

「もう一度、拳こいつをくれてやる!!」

「……透とお流る、落ち着いて！」

　広場へ飛び出そうとした瞬間、リーリスから制止の声が飛んでくる。

「気持ちは分かるけど、この状況で怒りに任せて突っ込んでも、何も出来ずにやられるだけよ！　だからほんの少しだけ冷静になりなさい……！」

「くっ……!!」

　リーリスの言うとおりだ。

《Ｋ》との会話が交わされる間もずっと、五つの銃口は俺たちに向けられていた。

　迂う闊かつに動けば、蜂はちの巣にされてしまうところだっただろう。

「ミス・ブリストルに感謝しなさい、九重ここのえ透流。いきなり死なれては、先の借りを返せずに終わってしまうので面白くありません」

「面白くないだと？　まるで遊んでいるかのような言い草だな……」

「ふふっ、これはゲームですからね」

「ゲーム、だと……!?　ふざけるな!!　人を殺しておいて何がゲームだ!!」

「ふざけてなどいませんよ。この闘いにルールがあることは貴方もご存じでしょう。それのどこがゲームでは無いと言うのですか？　……もっとも、ゲームはゲームでも互いの命を賭かけた《殺破遊戯キリング・ゲーム》ではありますがね」

　ゲームなどというふざけた物言いに、これまで黙っていたユリエが憤りから口を開く。

「……たとえゲームだとして、どうして無関係なあの人たちを巻き込んだのですか？　あなたたちの相手は、私たちのはずです……！」

《片刃剣セイバー》の切っ先を《Ｋ》へ向け、銀色の少女は深紅の瞳ルビーアイに怒りの炎を揺らす。

「ゲーム開始の合図ですよ。我々の《力》を知らしめるため、派手にやれとのお達しでしたのでね」

「そんなことで……!!」

「おっと、動かないで頂きたい。いくら貴女あなたが素早くあろうと、五つの銃口すべてを掻かい潜くぐることは不可能ですよ」

　歯は軋ぎしりの音でも聞こえて来そうなくらいに、ユリエが《Ｋ》を睨ねめ付ける。

　その《Ｋ》はユリエから俺へと視線を動かす。

「さて、九重ここのえ透とお流る。今、自分が置かれた状況はわかりますね？　その上で聞きましょう。先の闘いにおいて貴方あなたは、ユリエ＝シグトゥーナを〝護まもる〟と言いましたね。……しかし、今の状況で同じことを言えますか？」

「あ、当たり前だ……!!　俺は──」

「本当に、ですか？　本気でユリエ＝シグトゥーナを、ミス・ブリストルを、隊長殿を護りきれると貴方は思えているのですか、この銃口を突きつけられた状況で!?」

「っく……!!」

　護る、護りたい──

　俺の意志はそうあれど、言葉の返しようがない。

　俺だってわかっている。

　今の状況で護ると言っても、それはただの絵空事を口にしているようなものだと。

　だが、それでも──

「それでも俺は、絶対に護ってみせる!!」

　俺は吼ほえた。

　どんな状況であれ、護るという意志は決して失ってはならないのだから。

「くっ……はっ、ははははっ!!　愚かですね！　現実から目を背け、ただただ理想のみを語るとは心底滑こつ稽けいです。ははははっ、はーっはっはっは!!」

《Ｋ》が笑う。

　愚者たる俺を嗤わらう。

　けれどそれでも、俺は諦あきらめない。

　吼えたからには、絶対に諦めたりはしない。

（考えろ！　いま俺に出来ることを!!　何かあるはずだ、きっと……!!）

「……透流」

　高笑いの前に歯は噛がみしつつも、この状況をどうにかひっくり返せないかと思考を巡らせている中、リーリスが小声で囁ささやきかけてきた。

「あたしに協力してくれない？」

「……どうするんだ？」

「一瞬でいいから、あいつらに隙すきを作って貰もらえない？　そうしたら、あのバカ笑いを止めてあげるわ」

　心強い言葉だった。

　たしかにリーリスなら、一瞬のチャンスさえあればこの状況を覆すことが可能だろう。

　ならば俺は──

「わかった、何とかする!!」

　そのチャンスを作るために、尽力すればいい。

「頼んだわよ、旦だん那な様♪」

　最後の一言には触れず、俺は再び思考を巡らせる。

　いま俺たちが取れる行動、持てる武器、使えそうな物、この場所、出来る限りのことを思い浮かべ──

　一つの可能性に思い当たる。

（──っ！　そうだ、確か……）

　目を向け、それの存在を確認する。

（あった!!　あれを使えれば……!!）

　問題は、どうやってそこまで辿たどり着くか、だ。

　俺があれを求めて動いた瞬間、《Ｋ》は容赦なく誰だれかを撃てと命じるだろう。

　不幸中の幸いか、これまでの物言いからして《Ｋ》は瓦が礫れきの中で倒れたままのトラに気づいていないようだ。

　となれば、一番に狙ねらわれる可能性が高いのは、倒れ伏して動けない隊長だろう。

　隊長ではなかったとしても、この場に居る誰か一人でも命を落とせば、それは敗北だ。

　そうならないためにも、あれに辿り着く方法をただひたすら考える。

（──っ！　あの方法なら……いや、だけど危険があり過ぎる……）

　俺自身よりも隊長に、だ。

　もっと他ほかの方法を考えるべきだと再び思考を巡らせようとするも、そこまでだった。

《Ｋ》が笑いを止めたのだ。

　だが、口元には変わらず薄い笑みを貼はり付けたままだ。

　しかし──

「ああ、本当に可お笑かしい人ですね、貴方あなたは。何が護まもってみせる、ですか……。このような状況でまだそのようなことを口にするとは──」

　そこで笑みが消え──

「どこまでも腹立たしく、そして苛いら立だたせてくれますね、九重ここのえ透とお流る!!」

《Ｋ》が、激しい怒気を発する。

　これほどまでに感情を露あらわにした《Ｋ》を見るのは初めてだ。

「では、これより一人ずつ殺し、その度に同じ質問を繰り返してあげましょう!!」

《Ｋ》の宣言に、ユリエとリーリスが僅わずかに腰を落として構える。

　いかに二人の身体能力が高かろうとも、五人同時に突撃銃アサルトライフルを撃たれたら回避しきれる可能性は低いだろう。

　そして俺は──

（くっ……！　もう、覚悟を決めるしかない!!）

　構えを解いた。

「……どういうつもりですか、九重透流」

「さあ、どういうつもりだろうな」

　肩を竦すくめ、構えを解いたままおもむろに歩き出す。

「動けば蜂はちの巣だと言ったはずですよ」

「動かないと、お前をぶん殴れないだろ」

　大丈夫だ。

《Ｋ》は俺の心を折ることに、何な故ぜか異様に執着している。

　だからこそ、すぐさま撃つはずがない。

　そう信じて、歩みを進める。

　敵を信じるという不可思議な思いを胸に、ゆっくりとテラスを歩き、正面扉へと近づく。

　だらんと手を下ろしたまま、無防備に。

　俺のやっていることは、今夜《Ｋ》自身が行ったことに近い。

　堂々と歩くことが、そのまま一つの策となっている。

　俺の思考を読み取るため、一挙手一投足を射るような双そう眸ぼうが見つめる中で扉の前に立ち、《Ｋ》と正面から向かい合ったところで、再び警告が発せられる。

「……これが最後の警告です、九重ここのえ透とお流る。次に一歩踏み出した瞬間、私が何も合図をせずとも部下が貴方あなたの仲間を殺しますよ。特にそこで倒れている者は、躱かわしようが無い以上、確実に死に至ります。それでいいのなら──来なさい」

「それなら……」

　警告に対し、俺は──

「行くぜ……!!」

　構えた。

　足を広げ、腰を落とし、拳こぶしを弓のように引き絞る。

《Ｋ》まで距離にして七メートルほど。今の俺の身体能力なら、一呼吸で十分届く。

「まさかとは思いますが、その距離から私を殴りに飛び掛かるつもりですか？　それとも部下たちを？　その技の威力はたしかに認めますが、ここまで飛び込んで拳を振るうよりも、引き金を引く方が速いことくらい、理解出来るでしょうに」

「理解出来てるさ！　だが──ここまで来た時点で、俺の目的はほぼ達成されてる!!」

　叫び、地を蹴ける。

　その動きに《神滅士エル・リベール》たちが、《Ｋ》の宣言どおりに警告無しで引き金を引いた。

　ユリエとリーリスにそれぞれ二人ずつ、残る一人は倒れ伏した隊長へ狙ねらいを定めて。

　そして──俺の跳んだ先も隊長の下だった。

　手すりという障害物が存在したテラスとは違い、正面扉前から隊長までは障害物は何も無い。

　その差が、凶弾の嵐あらしが届くよりも僅わずかに速く隊長の前へ達することを可能にする。

　身を低くし、《楯たて》を構える。

《楯たて》では防ぎきれなかった弾が体を掠かすめる中で、俺は行動を取った。

　隊長の下へ飛び込んだ理由は、彼を護まもるためだけじゃない。

　護陵衛士エトナルクが使っていた道具を、使わせて貰もらうためだ。

　隊長を護まもりながら、彼が腰に装備していたポーチを力ずくで引き千切り、《Ｋ》たちに向かって投げる。

《Ｋ》たちに届く前に、やつらの放った銃弾がポーチを貫通した。

　──中に入った発煙弾もろとも。

　発煙弾が炸さく裂れつし、《Ｋ》たちの前にスモークスクリーンが張られる。

　咄とつ嗟さに、《神滅士エル・リベール》たちは散開しようとするも──

「リーリス!!」

「ええ、十分よ!!」

　俺たちの方が一瞬速い。

　スクリーンによってほんの僅わずかだが視線が遮られた瞬間こそが、リーリスからの注文に応こたえた瞬間でもあった。

　煙の範囲から飛び出した《神滅士エル・リベール》へ向け、《銃ライフル》が立て続けに火を噴く。

　銃弾は狙ねらい違たがわず、次々と《神滅士エル・リベール》の頭を撃ち抜いていった──が、一人だけ躱かわされ、逆に銃口を向けられてしまう。

「──っく!!」

《銃ライフル》を撃った後の僅かな隙すき。

　しかしそれは、致命的な隙でもある。

　だが──

「させません……!!」

　ギィンッ!!　甲高い音とともに、リーリスを狙った銃身をユリエが斬きり落とす。

　スクリーンが張られた瞬間から敵の動きを見逃さず、銃弾を躱した《神滅士エル・リベール》の姿を確認するやテラスから飛び出したのだ。

　銀色の少女が放った二撃目の刃は、一撃目の軌跡と交差して《神滅士エル・リベール》の体を斜めに斬り上げる。《装鋼ユニツト》を斬り裂かれ、男は僅かにうめいた後に地に倒れた。

「そんな、バカな……」

　煙幕が晴れ、部下が全員倒された様を見て《Ｋ》の表情が驚きよう愕がくに染まる。

「形勢逆転ってやつだな、《Ｋ》」

「くっ……!!」

　端整な顔が歪ゆがむ。

　自身が大きく不利な状況に立たされたことを認めている証拠だ。

「一応言っておくけど、あたしは朔さく夜やと違って、あんたが撤退するって言っても易やす々やすとは逃がさないわよ」

「……貴方あなたを逃せば、今夜と同じ哀かなしみを再び生み出すと思いますので」

　金と銀の髪を持つ二人の少女は、《Ｋ》を俺たちの中心に置くような位置取りをする。

「覚悟しろ、《Ｋ》。相応の報いは受けて貰うぞ」

　ゴキリと拳こぶしを鳴らしながら、俺も意志を口にする。

「ふふっ、たしかに形勢逆転ですね、これは」

　言葉だけなら平静を取り戻したかのように思えるも、口調に出る焦りまでは隠せない。

　顔に浮かぶ笑みもまた、どこか余裕が無い。

「ですが、《神滅部隊リベールス》を率いる者として、そう簡単に敗れるわけにはいきません。この私を倒したければ死にものぐるいでかかってきなさい!!」

「行くぞ、二人とも!!」

「ヤー！」「任せなさい！」

《Ｋ》の強さは、肌に染みて知っている。

　俺が間合いを詰めると同時に、二人の少女も動く。三角形を大きく崩さないように、それぞれの距離を保ちつつ中心──《Ｋ》へ近付いていく。

　無論、《Ｋ》とて黙って間合いを詰めさせてくれるわけがない。リーリスへ振り返り、牽けん制せいの一撃を放つ。しかしそこはさすがのリーリス。素早いモーションから放たれたナイフを危なげなく避よけると同時に、引き金を二度引いた。

　ガードを固めつつ頭を下げて二発の銃弾を《Ｋ》が躱かわしたところへ、《双剣ダブル》を振りかぶったユリエの攻撃が続く。交差する白刃が手甲で受け止められ、固い金属音が響いて火花が散った。

《Ｋ》は力で受け止めるのではなく、そのまま刃の行方を勢いに任せる。同時に体を回転させることでバックブローのカウンターを放った。しかもその手に、ナイフを握り込ませて。

　フォロースルーの隙すきを突かれ、ユリエの顔に切っ先が迫るも、その軌道へ俺が《楯たて》を割り込ませ、刃を止める。

「九重ここのえ、透とお流る……!!」

「絶対に護まもってみせる──そう言っただろう!!」

　叫んだ俺のボディブローが《Ｋ》に突き刺さり、体がくの字に折れ、吹き飛ぶ。だがそれも《装鋼ユニツト》が相手では大したダメージを与えられず、すぐさまダウンから立ち上がってくる。

　そこへ銃弾が再び放たれ、《Ｋ》の頬ほおを掠かすめた。

　俺とユリエは左右に分かれ、先ほどと同様に三角を描く陣形を取る。

「やれやれ、息もつかせてくれないとは忙しいことです。……しかし、さすがに三対一ともなると不利は否めませんね」

「だったらこの前みたいに、その腰の物をぶっ放して包囲突破でもする？」

　リーリスが、《Ｋ》の腰──背中側に装備しているグレネードランチャーを指す。

「よほど不意を突かない限り、こんなものが貴方あなたがた《超えし者イクシード》に当たるはずが無いでしょうに。このような状況になるくらいでしたら、突撃銃アサルトライフルにしておけばと後悔しているところです」

　突撃銃アサルトライフルに比べてランチャーは弾速が遅いので、注意していればそうそうは当たらない。

　しかも連射が利かないとなれば、《Ｋ》にとって信頼に足る武器にはならないのだろう。

「さて、ナイフも残り一本ですか。これはいよいよもって万事休すと言いたいところですが──」

　言いながら《Ｋ》はナイフを引き抜き、空となった円盤鞘サークルストレージへと手を掛ける。

「そろそろ反撃のシナリオ開始といかせて頂きますよ!!」

　語気を強めると同時、《Ｋ》はユリエへ向かって円盤鞘サークルストレージを投げつけた。

　無論、不意を打ったとしても、そんな攻撃を喰くらうユリエじゃない。

　──本来ならば。

　ユリエが躱かわした最中、俺は見た。

　円盤鞘サークルストレージが赤い光を一瞬放ったところを。

「──っ！　ユリエ、逃げろぉっ!!」

　警告を飛ばすと同時、轟ごう音おんとともに円盤鞘サークルストレージが爆発を起こす。

　幸いにも爆発はユリエの立っていた位置よりも遠く、銀色の少女は飛び退のき転がったこともあって制服を土で汚すだけで済んだ。

　俺たちに囲まれた状況で、《Ｋ》は焦りから爆発のタイミングをミスしたのだろう。

　だが、目もく論ろ見みの一つ──俺たちの囲いに隙すきを作るという点においては、大成功だった。

　爆発の瞬間を狙ねらって《Ｋ》が動く。

　咄とつ嗟さに反応したリーリスが《銃ライフル》を撃つも、《Ｋ》はすれすれで躱し、突進の勢いを加えた膝ひざを彼女の腹部へと叩たたき込んだ。

　吹き飛んだリーリスは、手すりを破壊してテラスへと転がる。

「う……っくぅ……」

　黄金の少女は倒れたまま脇わき腹ばらを押さえ、苦く悶もんの表情を浮かべていた。

「リーリスっ!!」

「はははは、ミス・ブリストルに気を取られていていいのですか、九重ここのえ透とお流る。今度はこちらが形勢逆転をさせて頂きましたよ」

　リーリスを打ち倒した《Ｋ》は、正面扉前で高笑いを上げていた。

「──っ、しまった!!」

　そう、状況は単に形勢が逆転しただけじゃない。

　この闘いにおいて、俺たちの敗北条件に繋つながる状況へと変わっていた。

「ふふっ、部下がやられさえしなければ、貴方あなたたちを苦しませた上で殺すという勝利を選んだのですがね。まあ致し方ないでしょう」

《Ｋ》がナイフを振るい、無数の閃せん光こうを走らせる。

　キィン!!　扉が、幾つもの欠片かけらに分断されて崩れ落ちていく。

　外界との境目である扉を失い、吹き抜けのホールが──大きな階段が見えた。

　そして階段を登った先に、大きな扉があることもまた見える。

「くっ……させるか!!」

　この闘いにはルールが──敗北条件が定められている。

　ホールの先にある二階の大扉を抜けられた時点で、俺たちは負けるのだ。

「ははは、無駄ですよ!!」

　飛び掛かって拳こぶしを振るうも、バックステップで躱かわされ──同時に《Ｋ》は邸内のホールへと身を躍らせた。すなわちそれは、ホール二階の扉へ達するというゴールへ近づいたということに他ほかならない。

「ここまで来て、幾人もの仲間を失って、ルールなんてものに負けられるかぁ!!」

《Ｋ》を追ってホール内へと踏み込む。

　当然、俺の後を追うようにして、銀色の少女も邸内目指して駆けてくる。

　けれど爆発で足止めを喰くらったユリエは、おそらく《Ｋ》に追いつけない。

　だから俺が止める。

　僅わずかな時間でも足止めが出来れば、ユリエも追いつけるはずだ。

　二人で扉を死守し、《Ｋ》を倒す。

　それが今の俺たちに出来る闘いだ。

「《Ｋ》────っ!!」

　扉の先は広く、まるで舞踏会でも開かれそうなホールだった。

《Ｋ》は奥にある階段前で、足を止めて振り返る。

　そのおかげで、俺は追いついた。

　理由はわからずとも、追いつけたならそれで構わない。

　足を止めず、勢いそのままに宙へ飛び──蹴けりを放つ。

　刹せつ那な──

「……シナリオどおり、ですよ」

《Ｋ》が、嗤わらった。

「なんだと……!?」

　先刻の拳同様に、蹴りは躱されてしまう。《Ｋ》は宙に飛び上がって躱すと、階段の中腹辺りへと着地した。しかしそれ以上に俺の動揺を誘ったのは、《Ｋ》の放った言葉だ。

「シナリオどおりとはどういうことだ、《Ｋ》!?」

「……条件を満たしての勝利など、望んでいないということです。私の望みは──」

　射るような双そう眸ぼうが、俺ではない誰だれかに向けられる。

「誰かを護まもれなかった貴方あなたの姿を見るということですよ!!」

　向けられた先に居たのは──俺の、《絆双刃デユオ》。

　銀色の髪シルバーブロンドをなびかせ、ホールの中へ駆け込んできた少女だった。

「私は別働隊が一つだなどと一言も言っていませんよ、九重ここのえ透とお流る!!」

　バチィッ。《Ｋ》の指を打ち鳴らして合図するとほぼ同時──

　ガシャァンッ!!　四人の《神滅士エル・リベール》がホール二階の窓を蹴破って突入してきた。

　そいつらは全員が突撃銃アサルトライフルを手にし、銃口はすべて──ユリエに向けられていた。

「ユリエ、逃げろ────っ!!」

　俺の絶叫と、引き金が引かれたのはほぼ同時で──

　ガガガガガガガガガガッッッ！！！

　耳をつんざく絶え間ない銃撃音が、ホールのＢＧＭと化す。

　ユリエは、敵の狙ねらいが自分だと気づいた瞬間、進行方向を変えて飛んだ──が、四方からの銃撃すべては躱かわしきれない。

　凶弾吹き荒れる嵐あらしの中、赤い華が咲いた。

「ユリエ────────っ!!」

　俺は、迷わず嵐の中へ飛び込む。

　当然、俺も無事などではいられないが、構わず小さな体を抱き止めて床に転がった。

　直後、《Ｋ》の合図で銃撃が止やみ、ホール内はしんと静まりかえる。

　動く者は誰だれも居ない──俺を除いて。

「う……ぐぅっ……!!　ユ、ユリエ……ユリエっ!!」

　焼け付くような痛みに顔を歪ゆがめながら、大切なパートナーへと呼び掛ける。

　血にまみれた少女は目を閉じていたが、幾度めかの呼びかけで瞼まぶたが動く。

「ん……トー、ル？　──っ、大変です、血が……っく……!!」

　目を開けたユリエは、朱に染まった俺の制服に慌てるも──

　自身の体に走った痛みに、表情を険しくする。

「大丈夫か？」

「ヤー……。足に数発、腕と脇わき腹ばらに一発ずつ。頭は掠かすっただけです。私のことより、トールこそ……」

「大したことないって」

　肩と腿ももに喰くらいはしたものの、後は掠った程度だ。

　痛みはズキンズキンと次第に激しくなってくるも、ユリエに比べれば全然マシと言える。

　そんな俺たちの状況を、《Ｋ》は愉悦に満ちた表情を浮かべ、嘲あざ笑わらう。

「素晴らしい！　迷い無くあの銃弾の嵐に飛び込むとは!!　護まもろうという貴方あなたの意志は嘘うそ偽りなきものであったと証明して頂けるとは!!　……しかし、残念でもありますよ。目の前でパートナーを失った貴方を見てみたかったのですがね」

　奇襲部隊で俺たちを撹かく乱らんさせた隙すきに、もう一つの別働隊を配する。

　易やす々やすと俺たちに形勢逆転を許したのも、勝利という餌えさをちらつかせるため。

　円盤鞘サークルストレージの爆破のタイミングを外したのも、倒すのではなく少しでも足止めをしてユリエがホールに入ってくるタイミングを遅らせることが狙いだった。

　すべてが、《Ｋ》のシナリオどおりに動かされていた。

　──ただ一点を除いて。

「まったく、最後の最後でシナリオにミスが出るとは……。予定どおりならば、ここで貴方に彼女を護まもれなかったことについて涙ながらのコメントを頂くつもりだったのですがね」

「……人を人と思わないお前のようなやつには永遠に理解出来ないだろうな。大切な人を絶対に護りたいっていう、この気持ちが!!」

　ホール内が再び静けさに包まれる。

《Ｋ》は双そう眸ぼうを隠すかのように顔に手を当て──やがて、静かに口を開く。

「ええ、理解出来ませんよ。人は己が全すべて。大切な者を護るなど戯言たわごとであるというのに、貴方あなたはそれを真実にしようと命まで賭かけて……本当に、理解不能です。だからこそ理解しました。九重ここのえ透とお流る、いま貴方をこの場で──」

　指の隙すき間まから、目が、俺を射貫くように見つめる。

「殺すべきだ、と」

　愉悦は消え失うせ、凍るような敵意が発せられる。

　明確な殺意が《Ｋ》の双眸に宿っていた。

「どれだけ護ろうという意志が強かろうとも、気持ちだけでこの状況は覆せません!!　大切な者を護れなかった貴方を見たくはありましたが、それ以上にこのまま貴方の顔を見続けることに反へ吐どが出ます!!」

　すっと《Ｋ》が右手をかざすと、合わせて《神滅士エル・リベール》たちが銃を構えた。

　その手が下ろされた瞬間、再び銃弾の嵐あらしが吹き荒れることは明白だろう。

　今の俺たちに、逃れる術すべが無いこともまた。

　刹せつ那な、黒衣の少女の言葉が脳裏をよぎる。

『貴方がどれほど素晴らしい意志を持っていようとも、世界は必ずしもそれを許容してはくれませんの。……とりわけ世界に蔓延はびこる悪意ともなれば、尚なおのこと』

　今、あの言葉が現実となり、悪意が俺に牙きばを剥むいていた。

　俺の意志を、容赦なく食い千切ろうとしていた。

「そのちっぽけな《楯たて》では、誰だれも護りきれないと思い知りながら──死になさい」

《Ｋ》の言うとおり、俺の《楯たて》では四方からの銃撃を防ぎきることが出来ない。

（くそっ……！　せめてユリエだけでも──）

　銃口から隠すように、ユリエの体を抱きしめた。

　僅わずかでも助かる可能性があるならばという思いからの行為を、ユリエは悟る。

「ナイ。ダメです、トール！　私は構いませんから逃げてください……!!」

「構うに決まってるだろ!!　俺は誓ったんだ！　あの日、こうやってユリエを抱きしめたときに、ユリエの力になるって！　それが敵かなわないのなら、せめて最後まで──」

　だが、俺は最後まで言葉を発することが出来なかった。

　ホール中に響き渡る怒声が、俺の言葉を遮ったために。

「この……バカモノがぁっ!!」

　友が──トラが、崩れた壁の向こうで頭から流れ出る血を手で押さえつつ、怒りを露あらわにして叫ぶ。

「絶対に死なないと誓っただろうが！　死んだら護まもることが出来なくなると言ってただろうが!!　ならば諦あきらめるんじゃない!!」

「トラ……」

　そうだ、危うく俺は交わした約束を破るところだった。

　ユリエを護るという約束を、みんなで一緒に帰るというみやびとの約束を。

　腕の中の少女の、帰りを待つ少女のため、俺は誓いを果たさなければならない。

　だからこそ、俺は──

「俺は絶対に諦めない……!!　生きてみんなを護り抜くんだ!!」

「トール……！」

　ユリエが俺の服をきゅっと握る。

「ふっ、はははは、この状況で諦めない？　絶体絶命という状況であると、愚かな貴方あなたがたでも理解出来るでしょうに。それとも今のは、死の恐怖から逃避した戯言たわごとということですか？　ははははは!!」

「いいや、僕の知っている九重ここのえ透とお流るという男は、諦めという言葉など知らんバカだ！　大バカモノだ!!　だから──」

　トラが俺に向かって何かを投げる。

「貴様が九重透流であるために、そいつで貴様の意志を貫いてみせろ!!」

　受け取ったそれは、奇襲を受ける直前にトラが俺に渡そうとしていた黒色の棒のような何か──特殊形状の噴射式注射器ジエツトインジエクターだった。

「これは……！」

　こいつを渡されたことが、どういった意味を持つのかを瞬時に理解する。

　ほんの数日前、俺はこのインジェクターの中の《力》を拒否した。

　だが、俺は今、明確な意志を──誓いを胸にインジェクターを握りしめる。

「ああ、わかった。見せてやるぜ、俺の意志を!!」

　俺は《力》を求める。

　世界に蔓延はびこる悪意に抗あらがうために。

　己の意志を貫き通すために。

　人を護るために、約束を守るために。

「はーっははははっ!!　意志など何の力にもなりませんよ!!　どこまで愚かなのですか、貴方がたは!!」

「いいや、意志は力となる!!　意志を──《魂こころ》を具現化させた《焔牙ブレイズ》の真の《力》を見せてやるぞ、《Ｋ》!!」

「何を言おうと無駄な足あ掻がきです!!　さあ、意志が力に敗れる瞬間を己の体で味わいなさい!!」

《Ｋ》が手を振りかざすと同時──

　俺もインジェクターを首筋に当てる。

「撃てぇえええ──っ!!」

「俺は護まもる!!　ユリエを、みんなを、絶対に護り抜くんだ────っ!!」

　手が振り下ろされ、四方から殺意に満ちた弾丸が放たれた瞬間、俺はトリガーを引いた。

　──刹せつ那な、《焔ほのお》が舞った。

《焔》は荒れ狂い、穹きゆう窿りゆうとなって俺たちの姿を呑のみ込むように掩おおう。

　数え切れないほどの凶弾が撃ち込まれる中、それでも尚なお、吹き荒すさび──

　そして──

　色が、変わる。

　紅から、蒼あおへ──《焔》が変わった。

《蒼焔》は更に荒れ狂う勢いを増し──

　内側から閃せん光こうが溢あふれ出し──

　直後、《焔》が爆はぜるようにして、消えた。

　すべての音は失われ、静寂のみが支配する世界の中──

　掠かすれるような声を、《Ｋ》が絞り出す。

「バカ、な……。何な故ぜ……何故だ──」

　ユリエを抱えて立つ、俺の姿を見て。

「なぜ生きている、九重ここのえ透とお流る────っ!!」

「何度、同じことを言わせるつもりだ、《Ｋ》。大切な人を──絶対に護るためだ!!」













《位階昇華レベルアツプ》を果たした瞬間、俺は悟った。

　俺の《魂》が──《焔牙ブレイズ》が持つ、真の《力》を。

　そして《焔牙ブレイズ》に秘められた真の《力》をもって、凶弾の嵐あらしをすべて断ったのだ。

「くっ……!!　ならば──死ぬまで銃弾を撃ち込むまでです!!」

　再び、《Ｋ》は《神滅士エル・リベール》たちへと命じる。

　一秒の間もなく、命令を遂行しようと男たちが引き金を引こうとした瞬間──

　ほぼ同時にすら聞こえるほどの速さで、四発の銃弾が放たれた。

　銃弾は《神滅士エル・リベール》四人の額を正確に打ち抜く。

「ふふっ、少しくらいは見せ場を貰もらわないとね♪」

　入り口で膝ひざを突き、荒い呼吸で肩を揺らしながらも、黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女はぱちりとウインクをした。

「くっ、ブリストル……!!　まだ動けたとは……!!」

　シナリオが完全に崩れ去り、《Ｋ》の端整な顔が醜く歪ゆがむ。

「ユリエ、ここで少し待っててくれ。すぐに終わらせるから、その後で手当てをしような」

「ヤー。お待ちしています」

　チリンと鈴を鳴らし、銀色の少女が頷うなずく。

　ユリエを床に下ろして座らせると、《Ｋ》へと向き直り──

「《Ｋ》。これまで好き放題やってくれたな……。ユリエを傷つけ、みやびを利用し、多くの人たちの命を奪ったお前を……俺は絶対に許さない。だから──」

　拳こぶしを引き絞り、弓を射るかの如ごとく構えた。

「この一撃で、結け末りをつけてやる!!」

　床を蹴けり、《Ｋ》へ向かって疾駆する。

「九重ここのえ……透とお流る────っ!!」

《Ｋ》が、グレネードランチャーを構えるも、俺は構わず突っ込む。

　悪意と殺意を込め、《Ｋ》が引き金を引き──

　打ち懸けられた擲弾が迫り来る。

　躱かわせば背後のユリエに当たるため、躱さない。

　否──躱す必要など無い。

　俺は《楯たて》を備えた左手を突き出し──

　咆さ吼けんだ。

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

《力在る言葉》によって《焔牙ブレイズ》が真の《力》を解放し、結界を作り出す。

　俺の周囲に発生した半透明の結界に擲弾が触れ──

　凄すさまじい爆発を起こした。

　直撃すれば《超えし者イクシード》といえど、命を失うであろうその威力は──

　俺にかすり傷一つつけることが出来なかった。

「バカ、なぁっ!?」

　爆発の中から無傷で飛び出した俺の姿に、《Ｋ》の顔が驚きよう愕がくで歪ゆがむ。

　すべての攻撃を断絶する境界。

　それこそが、《楯たて》に眠っていた真の《力》だった。

「貫き──穿うち砕けぇっ!!」




「ふ……私の、敗北……です、ね……」

　クレーターのような大穴が穿うがたれたその中心で、《Ｋ》は倒れたままに言った。

《装鋼ユニツト》を破壊された《Ｋ》には、もはや闘う力など残っていない。

　だが、それでも──

（やるべき、なんだろう……）

　今夜の、そして前回の闘いによって出た犠牲者のことを考えれば、とどめを刺すことで《神滅部隊リベールス》との闘いに幕を下ろすべきだ。

「……殺された仲間の仇かたき、取らせてもらう」

「くっ、くくっ……どうぞ、ご自由に……。敗れれば、死ぬ……兵士とは、そういうものですからね……。もっとも、貴方あなたに殺されるのは……虫むし唾ずが、走る思いですがね……」

　応こたえず、拳こぶしを振り上げる。

　人を──殺す。

　いつか来ると思っていたことだ。

　俺は《復讐者アヴエンジヤー》だから、いつの日か、必ず。

　けれど、あいつ以外の誰だれかを殺すことになるとは思いもかけなかった。

　故に、命を絶つという行為に、僅わずかばかりの躊躇ためらいがあった。

《Ｋ》が、多くの人の命を奪った悪魔であると分かっていても。

「どうしました、九重ここのえ透とお流る……。さあ、殺しなさい……!!」

　だが、この男が生きている限り、闘いは終わらないだろう。

　だからこそ、ここで《Ｋ》の命を絶つ──絶たなければならない。

　俺は、命を絶つと決意した。

「死ね……!!」

「お待ちなさい、九重透流」

　制止の声──《Ｋ》に叩たたき込む寸前で、拳を止める。

「理事長……」

　見上げると、二階の大扉が開かれていて、黒衣の少女と三み國くに先生の姿があった。

「その男に闘う力が無いことは、貴方にもお分かりになっているはずですわよ。ならば、貴方が無理に手を汚す必要もありません。後は私たちが請け負いますわ」

　請け負う──つまりは学園側が最後の汚れ役を引き受けるということなのだろう。

　だが、俺はその申し出に首を横に振った。

「俺の手はもう、血にまみれていますから……。今日、幾人もの仲間が死にました。あの日、俺が《昇華の儀》を断らなければ、みんなは死ななかった──護まもれたはずなんです」

「……だから、貴方あなたの手は汚れていると？」

「はい。彼らを殺したのは、《Ｋ》と《神滅部隊リベールス》、そして……俺です。だから──」

「心驕おごるのもそれまでにしなさい、九重ここのえ透とお流る。今回の件において真に責を負うべきは、今こ宵よいの《殺破遊戯キリング・ゲーム》を承諾したこの私ですわ」

「そんな……」

　黒衣の少女は、間違ったことは何も言っていない。

《神滅部隊リベールス》と闘うよう、俺たちや護陵衛士エトナルクに命を下したのは理事長なのだから。

　だが、理屈では納得できても、感情が納得できない。

　彼女の小さな肩に、大勢の死という責任がのし掛かることに。

　そして少女は改めて、声高に宣言をする。

「今宵の責任は、すべて私にありますわ」

　けれど、と一拍置いて、理事長が続ける。

「それでも貴方に悔恨の念が強く残るというのであれば、彼らの分まで闘い──彼らの分まで人を護りなさい。それこそが、貴方に出来る彼らに対する最良の手向けですわ」

　六つも年下の少女の言葉が、深く胸の奥まで沁しみ渡る。

　同時に、とても大きな優しさを感じる。

　俺の重くなった心を、僅わずかでも軽くしようとしてくれたことに。

　然しかればこそ、俺は頭を下げた。

　感謝の意を込めて。

　と、ここまで黙っていた三み國くに先生が口を開く。

「では、彼の件は私たち学園側に任せてください。いいですね」

「……はい、お任せします」

　どこかでまだ、俺が──という気持ちはありはしたが、任せることにする。

「それでは、俺は仲間の手当てをしてきます」

　そう言って、ユリエたちの下へ戻ろうとしたのだが──

「……待ち、なさい……九重、透流……」

《Ｋ》の声が、俺の足を止める。

「一つ、聞かせて、ください……。何な故ぜ、貴方は……そこまでして、誰だれかを護ろうと……いうのです、か……」

「…………」

　答えるべきかどうか、悩む。

　伝えたとして、この男が理解出来るとは思えなかったから。

　逡しゆん巡じゆんし──

　俺は偽りなく、告げる。

「……俺は……俺に《力》が無いばかりに大切な人に護まもられ、そのためにその人を失った。だからもう、誰だれも失いたくない。だからこそ俺は、手の届く限り誰かを護りたい──それだけだ」

「ふ……随分と、甘いことを……。本当に、忌いま々いましい男ですね……」

　射るような双そう眸ぼうに憎悪の炎を揺らした《Ｋ》へ、俺は無言で背を向けた。




「トール!!　──っく……！」

　戻ると、銀色の少女が痛みに顔をしかめつつ立ち上がる。

　その上、俺に向かって駆け寄ろうとするから大変だ。

　ふらつき、倒れそうになったところを慌てて駆け寄り、抱き止める。

「無理するなって」

「すみません……。ですが──」

　顔を上げたユリエは、小さく微笑ほほえんだ。

「みやびとの約束、守ることが出来ましたね」

「ああ、そうだな。それと──ユリエとの約束もな」

「ヤー。護ってくださり、ありがとうございました」

「絶対に護るって約束をしたからな。……もちろん、これからもずっとな」

「ヤー♪」

　ぎゅっと、ユリエが俺の体を抱きしめる。

「さて、それじゃあ手当てをして──みんなで帰ろうぜ」

　と言ってユリエを抱き抱えると、俺は外へと向かう。

　こうして、この夜の闘いは終わりを告げたのだった。




　その後、別部隊の護陵衛士エトナルクが到着して救難、消火活動が行われたのだが、幸いにも七人の生存が確認された。彼らは隊長も含め、全員がドーン機関の関連病院へと救急搬送されていった。

　邸宅からの帰りは、別部隊の護陵衛士エトナルクが用意した輸送車両で駅まで送って貰もらった。

　途中、トラから、インジェクターは出立前に三み國くに先生に渡されたものだという話を聞く。

　今回の任務における危険度を考慮して用意をしたのだが、俺が《昇華の儀》の権利を拒否していたため、トラが預かる形となったそうだ。

　闘いが始まると分かった時点でトラが俺に渡さなかった理由は、昇華が敵かなわなかった際のリスクを考えてしまったとのことだ。そのために多くの犠牲者を出してしまったと、トラは強く責任を感じている様子を見せていた。

　その際にリーリスが──

「何を言っても今さら結果論にしかならないわ。最善の行動を常に取れたなら、誰も後悔なんてしないもの。大切なのはこれから先の自分自身。後悔で足を止めるんじゃなくて、次は少しでも最善の結果に近づくよう意識し、行動をすることよ」

　と言い、それくらいわかっている、とトラは返していた。

　ただ、トラが少し気を持ち直した様子も見て取れ、同時に俺自身も心の重しが僅わずかに取れたような気がし、リーリスに内心で感謝した。

　邸宅の爆発については、大事になり過ぎて隠いん蔽ぺいしきれず、ニュースでも取り上げられる程の騒ぎとなった。ただし報道の内容は、『お忍びで来日していた東欧のとある国の王女が医学の勉強会を行っていたところを、テロ組織が破壊活動に乗じての誘拐を目もく論ろんだ』となっていたのだが。

　多くの死者を出し、様々な人の注目を浴びることとなったこの襲撃事件ではあったが、《超えし者イクシード》や《神滅部隊リベールス》の存在が表おもて沙ざ汰たとなることは無く、幕を下ろしたのだった。




「おかえりなさい、透とお流るくん。ユリエちゃん、リーリスさん、トラくんもお疲れさま」

　学園に戻ると、みやびと橘たちばな、タツ、そして月つき見みまでが出迎えてくれた。

「ただいま、みやび。……約束、守ったぜ」

「うん、ありがとう」

　本当ならいろいろと話をしたいところだったが、怪け我がの本処置をするため、すぐに医療棟へと向かうことにした。

　ユリエは五ヶ所も撃たれていたし、リーリスは肋ろつ骨こつが亀き裂れつ骨折、トラは頭部の裂傷と、みんなボロボロだ。

　リーリスは治療後にサラに付き添われて部屋に戻ったものの、ユリエとトラは入院と相成って、それぞれ個室で今夜は過ごすこととなった。

　俺はというと、《絆双刃デユオ》であることを盾に、付き添いとしてユリエの病室で過ごす許可を貰もらって今に至る。

「おやすみなさい、トール」

「おやすみ、ユリエ。ゆっくり休んで、早く治そうな」

「ヤー」

　小さく頷うなずき、ユリエが目を閉じる。

　寝付くまでと、ユリエの希望で手を繋つないでいたのだが──

　目を閉じると疲労による睡魔が一気に襲ってきたのだろう。

　あっという間に寝息を立て始めた銀色の少女の様さまに、安あん堵どの息を吐く。

（護まもれて、よかったよな……）

《Ⅳレベル４》へ昇華することで覚かく醒せいした、俺の《魂》の《力》──《絶刃圏イージスデイザイアー》。

　刃だろうと銃弾だろうと、悪意の牙きばを決して通さない防御の境界圏エネルギーフイールド。

　けれど──

　求めていた《力》とは、真逆だ。

　誰だれかを傷つけるのではなく、誰かを護るためのもの。

　あの夏の日、俺は大切な人を護まもれなかったというのに。

「……でもな、音おと羽は。今日は護れたよ。大切な人を、護れたんだ……」

　繋つないだ手を見て、呟つぶやく。

　その手からは、生きている証あかし──ぬくもりが伝わってくる。

　かつて、俺は大切な人や仲間を護れなかった。

　今夜もまた、多くの人を護れなかった。

　それでも──

　銀色の少女を護れたことだけは、確かだった。




　こうして、三度に渡った《神滅部隊リベールス》との闘いは、幕が下りた──と俺は思っていた。

　しかし、闘いがまだ終わっていなかったことを、翌日に知る。

　護送していた車両が襲われ、《Ｋ》が行方を晦くらませたという報によって。





　　　　　　◇





「……随分とお優しい言葉を掛けるのですね、朔さく夜や様」

　銀色の少女の下へと駆けていく少年の後ろ姿を見つめながらに、三み國くには主たる黒衣の少女へと話し掛けた。

「壁を超えた以上、彼にはこのような場所で潰つぶれてもらっては困りますもの」

　朔夜の見立てでは、数日前までの透とお流るが《昇華の儀》を行っていたとしても、昇華は失敗に終わっていた。けれども今夜《位階昇華レベルアツプ》を成せたのは、これまでよりも遙はるかに強き意志を──《魂》を持ったことによるものだと、少女は考える。

　大きな苦境、危難を乗り越えた者が、《焔牙ブレイズ》の真の《力》を引き出せるのだ。

　透流本人は知らずうちに、朔夜の期待へ見事に応こたえる結果となった。

　無論、朔夜もこの結果となることを期待したからこそ、《殺破遊戯キリング・ゲーム》を承諾したのだが。

「護ること、それは死しては成せぬこと。生きるという強き意志は、いつか《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至る可能性を秘めていると思いますの」

　これまでも、同等、もしくはそれ以上の才能を持つ者を朔夜は幾人も見てきたが、窮地にて見せる意志の強さという一点において、透流は一際抜きん出ている。

《異能イレギユラー》たる《力》──《魂》が持つ強きよう靱じんなる意志。

　九重ここのえ透流こそが、黒衣の少女が求むる最高の素材になり得るのだろうか。

　その答えは──神のみが知っている。




　カツカツカツ──ゴグマゴグ極東支部、その通路を《装鋼の技師エクイプメント・スミス》と呼ばれる老人が、胸中の怒りを露あらわにするかのように早足で歩いていた。

『十全一統──たとえ貴方あなたが不純物と思われる学生生活も、私たちは必要と考えていますの。闘うことのみに特化した純粋なる兵士こそが有能であるとお考えの貴方あなたには、決してご理解出来ないのでしょうけども。くすくすくす……』

　ガァン!!　昨夜の《殺破遊戯キリング・ゲーム》の終了後に黒衣の少女から告げられた言葉を思い返し、老人は腑はらわたが煮えくりかえる思いで壁を叩たたく。

「九十九つくもぉ……!!」

　名ではなく姓を口にしたのは、かつて競い合った人物を意識してのことだ。

「敗れたのは、儂わしの《装鋼ユニツト》がいまだ完成を見ておらんからじゃ……!!　じゃが、間もなく──あれが完成したその暁には……!!」

《装鋼ユニツト》の研究を切り捨てたブリストル、老人を差し置いて研究が選ばれた九十九──

　神殺しの軍隊を作り出すことで、ブリストルの判断は間違いであったと、九十九より己の方が優秀な研究者だと知らしめてみせると、エドワードは荒れ狂う心の内で固く誓う。

　苛いら立だちのままに激しく研究室のドアを開き──彼は気づく。

　室内に、先客が居ることに。

「其方そなたは……」

　老人の顔に、驚きが浮かぶ。

　何しろ、先客とは──

「やあサヴア、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》」

　華やかな軍服を着込んだ青年であったからだ。

　しかも彼は、エドワードの属する組織の幹部でもあるのだから。

「……儂を笑いにでも来たのかの、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》」

「笑うなどとんでもない。先の《品評会セレクシヨン》に続き、《装鋼ユニツト》の《力》は存分に見せて頂いたのでね。あれ程の性能ならば、次回の幹部会にて必ずや早急なる実戦配備を進言することをここに誓わせて頂こう」

「ほう、わかっておるではないか」

　青年の言葉に、老人は満足感を得る。

　かつての所属機関に切り捨てられた研究が、ついに実を結ぶこととなったのだから。

「しかしながら……!!」

　突如、語調を強めた《裁者ジヤツジス》へ、エドワードは訝いぶかしげな表情を向ける。

「本日、こちらに足を運んだ理由は、《装鋼ユニツト》の正式採用についての話では無いのだよ」

「ほう？　其方が膳立ててくれた《殺破遊戯キリング・ゲーム》で、儂の《装鋼ユニツト》が敗北したことへの皮肉でも言いに来たのかの？　しかしあれさえ完成したならば結果は逆であったと──」

「いいやノン、そのようなことでは無いさ」

　涼やかに笑むと、軍服の青年は研究室へと来た理由を言い放つ。

「貴方の研究は、ここで打ち切らせて頂くという報告だよ、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》」

「なっ……!?　ど、どういうことじゃ!?　間もなく外部兵装も完成し──」

　想定外であった内容に驚き、エドワードは狼狽うろたえる。

　だが老人の狼ろう狽ばいを前にし、まるで何気ない世間話をするかの如ごとく《裁者ジヤツジス》は話を続ける。

「そして完成の後、またしてもドーン機関を相手に実戦テストを行うのだろう？　貴方あなたのちっぽけな自尊心を満たすためにね」

「ちっぽけだと!?　若造!!　儂わしは──」

「警告は既にしてあったぞ、老人。我々は貴方の功績を大きく評価している。だが、先の《品評会セレクシヨン》も昨夜の《殺破遊戯キリング・ゲーム》も度を越しすぎている。これ以上好き勝手に動かれて、表の世界に我らの存在が明るみになっては困るのだよ。故に──貴方には揺ゆり椅い子すを与えることと決定した」

　言葉の意味が指すは──粛正。

「ま、待て！　外部兵装あれさえ完成すれば、もはや闇やみに潜むことなど必要としな──」

　エドワードの言葉は、最後まで紡がれることは無かった。

「残念ながら、その程度の《力》では足りはしない。より凄すさまじき颶ぐ風ふうを起こすために、まだ成すべきことが多くあるのでね。だが、然しかるべき刻には必ず使わせてもらおう。《装鋼ユニツト》はもちろん、貴方がこれまでに生み出した全すべての《力》をね」

　語りながら、《裁者ジヤツジス》は懐から拳けん銃じゆうを取り出し──

「……そうそう、安心したまえ。寂しくないよう、貴方の下に配していた者たちにも休暇を与えることにしておいた。貴方に対して僅わずかでも情を持ち合わせた者が部隊の中に潜んでいれば、それは火種となり得るのでね」

　銃口を、エドワードへと向けた。

「では──良き休暇をボンヌヴアカンス、永遠にエテルニテ」

　パァン!!　乾いた銃声が響き──

「あ……ぐ……神よジーザス……」

　頭部に風穴が空き、エドワードは僅かに呟つぶやいた後に音を立てて倒れた。

　あっけない最期だった。

　妄執とも言える夢が実現するその手前で──老人は死んだ。

　もはや物言わぬ肉塊と化した老人へ、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》は憐あわれむような眼まな差ざしを向ける。

「《装鋼の技師エクイプメント・スミス》。神殺しの軍隊を生み出そうとした男……。その生涯、最後の一言が神への祈りとは実に皮肉なものだ」







■第七章『そのときは、きっと』








「最後に……もう一つ、話があるの」

　夜空に三日月が浮かぶその下で、みやびは静かに言った。




　時はしばし遡さかのぼる。

　邸宅での闘いから翌々日となった今日も、ユリエはまだ入院中で、俺は付き添いで話をしたりテレビを観みたりと穏やかに過ごしていた。

《Ｋ》を取り逃がしたという問題はあれど、この二日間は何事も起こらず、表面的には平和な日常が戻ってきているようにさえ思える。

　そのことが無くとも、まだ日常が戻ってきたわけじゃない。

　みやびと、話が出来ていないからだ。

　昨日、今日とみやびは橘たちばなとともにユリエのお見舞いに来てくれたのだが、重くなるであろう話をその場でするわけにもいかなかった。

　しかし、夕刻となり──

（もうすぐ、だな……）

　俺は幾度も時計を見直してしまうくらい、心が落ち着いていなかった。

『夜六時に、校門前に来てくれるかな』

　昼間、お見舞いに来たみやびが、帰り際にそう言い残したからだ。

「……トール。先ほどからどうも落ち着かない様子ですが、どうかしましたか？」

「え？　あ……この後、みやびと会うことになっててな」

「そうでしたか。ではそろそろ出るのですね。暗くなり始める時間ですし、足元には気をつけて行ってきて下さい」

「あ、ああ。そうするよ」

　五時四十分。今から校門に向かってもちょっと早い。

　だが、このまま病室で落ち着かないままに時間が過ぎるのを待つよりも、早く待ち合わせ場所に行ってみやびを待つ方がいいのかもしれない。




「九重ここのえ。いまから校門へ向かうところか」

　病棟を出ると、橘と鉢合わせとなった。

　これから俺とみやびが会うことを知っているらしく、念のため声を掛けに来たらしい。

「ああ、約束した時間にはまだ早いから、適当に遠回りでもして行こうかなと」

「それなら心配しなくていい。みやびなら、もう到着している頃ころだよ」

「えっ、そうなのか!?　じゃあ、直接向かうか。ありがとな、教えてくれて」

「うむ。気をつけて行ってくるんだぞ。あまり遅くならないようにな」

　妙な見送りの言葉を背に、俺は藍あい色へと変わりつつある空の下を駆けていった。

（たしかに、話が長くなったら、帰りは足元が危なくなる時間か）

　外灯は敷地内の至る処ところに設置されているが、日が沈んだ後が薄暗いことには変わりない。

（話、か……）

《装鋼ユニツト》の件、告白の件、そして今後の件について、話すことになるだろう。

　となれば、話が早く終わる可能性は少ないだろう。

　同時に、重い話になるとも思う。

　だからこそ、急ぎながらも心の中で、覚悟を決める。

　やがて守衛所前を通り、正門を抜けると──

　そこに、彼女は居た。

「こ、こんばんは、透とお流るくん。怪け我がの具合はどうかな……？」

「ああ、昼間にも話したけど、多少痛むくらいで──って、みやび、その格好は？」

　言葉途中で、思わず目を丸くしてしまう。

　それもそのはず、みやびは浴衣姿だったのだから。

「あ、こ、これ？　えっと──お、思い出作りと言うか、その……昼間、巴ともえちゃんとモモちゃんに付き合って貰もらって買ってきたんだけど──もしかして似合ってない、かな……？」

「そ、そんなことないって。よく似合ってて可愛かわいいと思うけどな」

「か、かわっ……!?　そ、そんな、お世辞なんか言わなくても……」













「──？　いや、お世辞じゃなくて、思ったことをそのまま言っただけなんだが」

「あ……。そ、そうなんだ……。えっと、あ、ありがと、透とお流るくん……」

　少しうつむき加減で、みやびが礼を言う。

「しかしどうして浴衣を──あ、それより……話をするんだよな？」

「う、うん……。でも話をする前に、少し時間を取らせて貰もらってもいい？」

「え？　あ、ああ、それは構わないけど……何かあるのか？」

「……じ、実はね。今日、近くで開催される花火大会に行こうかなって。それで、透流くんさえよかったら……い、一緒に行ければって思って、その、つまり──」

「花火大会……？」

　妙な単語が出て来て思わず聞き返すと──

　みやびは、こくりと頷うなずいた。

「と、透流くんと……デート、したいなって……」

「へ？」

　ぽかんと口を開け、間抜けな返事をしてしまう。

　重めの話だと覚悟を決めてきたら、デートをしたいと言われた──

　これで呆あつ気けに取られないわけがない。

「ダメ、かな？」

「──っ！　い、いや、いい！　えっと、オッケー！」

　少し困ったように眉まゆ尻じりを下げて確認をされた瞬間、慌てて頷くと──

「あはっ、よかったぁ」

　途端、みやびに笑顔という花が咲く。

「あ、だけど俺、こんな格好だし、サイフとか何も持ってきてないし、それに外出届も出してないし……」

　上はＴシャツ、下はジャージという格好はまだいいとして、外出届を出していない場合は駅の改札を通ることが出来ない。

「そ、それだったら、ちょっと待ってて……！」

　そう言い残し、カランカランと下げ駄たの音を立てながら、みやびが正門をくぐって守衛所へと駆けていき──詰めている警備隊の人と何事かを話し、少ししてから戻ってくる。

「外出届、出してきたよ」

　聞けば、守衛所でも外出届は出せるらしい。

「事務室か寮監に申請する以外は無いって思ってた……」

「くすくす。生徒手帳に書いてあるよ、透流くん」

　……残念ながら、当然の如ごとく目を通していない。

「それじゃあ、透流くん。……デ、デート、行こうか」

「え、あ、ああ、そうだな……」

　改めて口にされ、半ば流され気味だった思考がようやく追いついてくる。

　俺に好意を持ってくれている女の子と、今から一緒に花火大会へ行く。

　デートをする。

　その単語に、いまだ鎮まらない驚きと戸惑い、そして気恥ずかしさと──微かすかな懸念を胸に、俺たちは駅へと向かった。

（うわ、耳まで真っ赤だ……）

　モノレールに乗り込み、外灯とは桁けた違いに明るい電灯の下で初めて気づく事実。

　緊張していたのは俺だけじゃないと分かり、気持ちが少しだけ楽になる。

　──といっても、こういう場合は何を話せばいいのか分からず、結局は無言のままだ。

　この時間帯から出掛ける生徒はほとんど居おらず、車内には俺たち以外に一組しか乗っていない。向こうもデートのようではあるが、こちらと違って会話が弾んでいるのがわかる。

　ともあれ、こちらのこの無言状態をなんとかしようと、話題を振ってみることにした。

「も、もうすぐ出発だな」

「う、うん、そうだね……」

「「…………」」

　会話終了。

（うああ、前は普通に話が出来たはずなのに……）

　だが、以前みやびとどんな風に会話をしていたのか、まったく思い出せない。

　苦悩していると、今度はみやびが俯うつむいたままに話し掛けてきた。

「わ、わたしね──初めて、なの……」

「!?」

「男の子と、デートするのって初めてで、その……な、何を話していいのか、分からなくて──」

（そ、そういうことか……）

　ほっと胸を撫なで下ろす。……深く考え過ぎだ、俺。

　ともかく、僅わずかに上目遣いで謝られる姿に、俺の方が申し訳ない気持ちとなる。

「それを言うなら、俺だって初めてのデートですげー緊張してて、なに話していいのか分からなくなってるって。だから、俺こそつまらないデートにしちまったら、ごめんな」

「え……？　透とお流るくんも……初めてなの？」

　意外そうな顔に、そうだけどと返す。

「で、でも、ユリエちゃんと何度もデートしてるんじゃ？　それとリーリスさんからも、透流くんとデートしたって聞いたことあるけど……」

「ユリエとはお互いそういう意識で出掛けてるわけじゃないし、リーリスのときは無理矢理連れ出されたようなものだから、何か違う気がするんだよな」

「そ、そうなんだ……。で、でも、昊こう陵りように入る前は？」

「まったく無し。昔から幼なじみ──あ、男な。そいつと俺の妹と三人でばかり過ごしてたからな。だから、俺も今日が初めてのデートだと思ってるよ」

「わたしが、透とお流るくんの初めて……」

　噛かみ締めるように呟つぶやいた後、みやびは嬉うれしそうに笑った。

「ふふっ、なんだか嬉しいな。わたしの初めては透流くんで、透流くんの初めてがわたしで──お互いに初めて同士なんだね」

　その笑顔を見て、俺は少し肩の力が抜けたような感覚となった。

「そうだな。だから、少しくらい失敗してもいいんじゃないか？　……というか、俺が失敗したら許してくれると嬉しい」

　最後は苦笑いをしつつ、自然と言葉が出てくる。

　さっきまで何を口にすればいいのかと悩んでいたことが、まるで嘘うそのようだ。

「うん、わたしが失敗しても大目に見てね」

「ははっ、もちろん」

　それからすぐに、駅へと到着する。

　電車が止まると立ち上がり──みやびへ、手を差し出した。

「あ……。ありがとう、透流くん」

　おずおずと手を乗せ、みやびも立ち上がる。

　が、話はそこで終わらなかった。

「……あ、あのね、透流くん。このままでも、いい？」

「このまま？」

「手、このまま繋つないでいたいなって……」

「え？　あ……ああ、いいぜ。デート……だもんな」

「うんっ」

　はにかみつつも、きゅっと繋いだ手を少しばかり強く握ってくる。

　それはとても照れくさく、ドキドキとしながらも──一抹の罪悪感が、あった。




　電車を乗り継ぎ、目的の駅が近付いて来るにつれ、同じように花火大会へ向かう人の姿が増えてきた。やがて駅に到着して外へ出ると、会場までの誘導員がそこかしこに立っていて、周囲の会場へ向かう人たちの流れに乗って進み始める。

「出店が結構出てるなぁ」

「先に何か買って食べちゃう？」

「それがいいかもな。会場に着いたら、出店で買い物もする余裕があるかどうか怪しいし」

　いつもならそろそろ夕食時ということもあり、先に食べておこうと意見が一致。

　手はここで離し、俺はホットドッグと焼きもろこし、みやびはツナサラダクレープ、そして二人揃そろって大判焼きを一つずつ購入すると、会場へ向かいながら食べ始める。

　ちなみにサイフを持ってきていないため、みやびに買って貰もらうこととなったのだが、このデートの成り行きから仕方がないとはいえ、心底自分が情けなかった……。

「あ、透流くん」

「ん？」

「えっと……」

　俺の顔を見て、みやびは何か言いたげな様子を見せて逡しゆん巡じゆんし──

「とうもろこし、ついちゃってるよ」

　と言うなり、俺の頬ほおに手を伸ばしてきて取ってくれる。

　──しかも、そのままぱくりと食べた。

「あ……」

「え、えっと……は、恥ずかしいね、これ……」

「そ、そうだな……」

　互いに同じ思いになったのか、顔を合わせられずに揃そろって下を向く。

　と、そのとき──

　ドーン、と大きな音が聞こえて空気が震えたかと思うと、夜空に大輪の花が咲いた。

「わぁ、綺き麗れい……。それにすごく大きいね……」

　打ち上げ場所が近いからこその迫力あるサイズに、みやびは、そして俺も見入る。

「すげーデカイな。こんなに近くで花火を見るのって初めてだ」

「ふふっ、わたしもだよ。すごい迫力だよね」

「ああ。だけど上を見て歩くのも危ないから、しっかりと見るのは会場まで我慢しようぜ」

「うん、そうだね」

　道端に設置されたゴミ箱へゴミを捨て、再び会場目指して歩き始めると──

　みやびがそっと、遠慮がちに手を重ねてくる。

「ひ、人も多いし、離れないようにしとかないとな」

　照れ隠しにそう言って、みやびの手を握ると──

「うん。ありがとう、透とお流るくん」

　みやびは笑みを浮かべ、握り返してきた。

　それからほどなくし、俺たちは花火大会の会場となる土手へ到着するのだが──

　待ち受けていたのは、あまりにも大変な事態だった。

　立ち見が出来そうなスペースを見つけて足を止め、花火を見始めたまではよかった。

　しかし次第に会場は混雑を増していく。あまりの人の多さで自然とスペースは狭くなり、だんだんとみやびとの距離が近づいて来たところまでは、まだセーフ。

　その先──みやびのボリュームがあり過ぎる胸が俺の腕に当たった辺りから、何かがおかしい方向に。場所を変えたくとも次から次へと人が詰めてきて、もはや移動するどころの騒ぎじゃ無い。次第にみやびの胸が俺の腕に押しつけられ、形を変えていき──何とかしようと体を動かした結果、事態はより深みに嵌はまった。

　──というか、腕が胸の間に嵌まった。

（おおお俺の腕わん橈とう骨こつ筋きんがっ、橈とう側そく手しゆ根こん屈くつ筋きんがっ、総そう指し伸しん筋きんがっ、その他もろもろまとめてしまうと前腕がっ、メロン（※比ひ喩ゆ的表現）にっ、つ・つ・ま・れ・て・い・る!!）

　腕回り３６０度が完全にマシュマロの如ごとき柔らかさに包まれ、俺の脳内はパニックに陥る。

　これまで、幾度となくユリエと添い寝した際に、ささやかな胸が当たったことがあった。

　リーリスと腕を組んだ際、大きな胸が肘ひじに当たってぽよんぽよんと揺れたこともあった。

　橘たちばなに寝技を決められて、顔にふにょんふにょんと押しつけられたこともあった。

　不慮の事故で、伊い万ま里りの形の良い胸を鷲わし掴づかみにしたこともあった。

　しかし、そのどれもがこの圧倒的戦力の前には記憶から消し飛んでしまう。※一時的に。

　もちろん、みやびも自分がどんな状態であるのか理解している。

　恥じらいに加え、暑さと息苦しさで頬ほおを真っ赤にして荒い呼吸をし、俺を見上げてくる。

「ん、はぁっ……ふは、ぁ……ご、ごめん、ね、透とお流るくん。わたし……んっ、んんっ！」

「いいいいや、謝ることなんて無いって。事故というか、この状況じゃ仕方無いというか、はっきり言って天国のような地獄のような……」

（って、何を言ってるんだ俺はぁあああああっ……!!）

　大輪の花が咲き乱れる夜空の下で、俺は心で絶叫した。

　──尚なお、今さらではあるが、筋肉部位の名称はタツから得た知識である。




　結局、花火大会も終盤になるまで、天国と地獄の共演は続いた。

　終わりが近づき、周囲で帰路に就き始めた人たちが動いたおかげでようやく体が離れると、俺たちは這々の体でその場から移動することにして人の流れに乗る。

　やがて土手を下りて街中へ向かうルートに入ったところで、ようやく一息をついた。

「「…………」」

「えっと……か、帰るか」

「う、うん、そうだね……」

　出店に立ち寄ろうという気分にもなれず、俺たちは帰路に就くことに決めた。

　帰りの電車では花火中の件による気まずさから、ほとんど会話は無かった。

　やがて、昊こう陵りよう学がく園えん行きの専用モノレールに乗る頃ころには、デートの終わりを互いに意識し、空気が重くなっていた。

　学園前にモノレールが到着しても、「着いたな」とか「降りようか」とか、最低限の会話のみしか交わさない。

　外灯に浮かび上がる巨大な門をくぐり、寮への道を無言で歩くその途中──

「ねえ、透流くん……。少しだけ、遠回りしてもいいかな……？」

　分かれ道で、みやびがそんなことを言い出した。

　その意図を察し、俺はこの時間帯ならまず人の来ることがない庭園前を通るコースを提案する。

　異論は出ず、寮へ向かわずに別の道を歩き始めた。

　しばらくして庭園前に差し掛かったところで、みやびが閉ざしていた口を開く。

「花火、綺き麗れいだったね。空いっぱいに広がって……途中で変なことになっちゃったけど、今日は楽しかったなぁ」

「俺も、楽しかった。あんなに間近で花火を見られて、すげー興奮したよ」

「ふふっ、そうだね。ドン、ドンって、一発ごとに体の芯しんまで響いて凄すごかったよね」

「ああ、本当に凄かった。まだ体の奥が振動で震えてるような感じがする。なかなか無い体験だから、今夜のことは当分忘れられそうにないな」

「うん……。あ……。と、途中からのことは、早く忘れてね？」

「も、もちろん……」

　とは答えたものの、あれを早く忘れろというのは無理がある。

　思い出したがために、微妙な気まずさが戻ってきて、再び無言で歩を進めて行く。脇わきの庭園は外灯の中で四季咲きの薔ば薇らが浮かび上がる。夜の視界の悪さからか、普段この道を通るときに比べ、一層香り高いように思えた。

　ほどなくして、ライトアップされた噴水の近くでみやびが足を止め、数歩先に進んだところで俺も止まって振り返る。

「ここで、少しお話ししていいかな……？」

「……ああ」

　俺の返事を聞くと、みやびが無言で頷うなずき──しばしの間を置いて静かに語り始めた。

「今日は──ううん、入学してから今日まで、本当にありがとう。透とお流るくんはわたしが大変なときにいつも助けに来てくれて、それがすごく嬉うれしくて……すごく申し訳なくて……」

　ライトアップの光が噴き上がる水だけではなく、沈んだみやびの表情をも照らす。

「《生存闘争サバイヴ》のときも、臨海学校のときも、一歩間違えれば透流くんが命を落としていたかもしれなくて……。この前のときなんてわたしがバカなせいで、もう少しでわたし自身が透流くんを……」

「……もう、終わったことだって。俺はこうして無事に生きている。それでいいさ」

「…………」

　返事は無く、俺はずっと気になっていたことを質問として口にした。

「みやびは……学校、退学やめるのか？」

　さっき伝えたとおり、俺はもう《装鋼ユニツト》の件について何ら気にしてはいない。

　だけど、周囲は違う。

　事情を詳しく知らなくとも、みやびが《装鋼ユニツト》を纏まとっていたという話は学内に広まっていて、奇異の視線を向けられることは多々あるだろう。

　その視線以上に、みやび自身に重くのし掛かる事実がある。《装鋼ユニツト》の《力》で、生徒を何人か傷つけている。命に別状は無くとも、橘たちばなのように骨を折るなどして怪け我がを負わせているのだ。

《装鋼の技師エクイプメント・スミス》によって操られていたとはいえ、それは変えようのない事実だ。

　もしみやびが罪悪感に耐えられないと判断しても、それは仕方のないことだろう。

　そしてもう一つ、みやびが退学やめるんじゃないかと思った理由は──

　デートに誘われる直前、口にしていた言葉からだ。

　思い出作りだと、みやびは言っていた。

　その言葉が指し示す意味を考えると、俺には一つの答えしか出てこない。

　だからこその質問であり──確認でもあった。

　まるで永えい劫ごうとも思える沈黙の果て──

　みやびが、ぽつりぽつりと口を開く。

「あの日、ね……。わたしがみんなを《装鋼ユニツト》で傷つけちゃった日……。目が覚めたとき、巴ともえちゃんが傍そばに居てくれたの。そのとき、巴ちゃんに謝られちゃった。謝るのはわたしの方なのにね……」

　苦い記憶を思い返しているために、その表情は見るからに辛つらそうで、俺から触れたものの胸が痛い。

「巴ちゃんは謝りながら、思っていることを全部話してくれて……。最後に、言ってくれたの。一緒に、強くなろうって……」

「……答えは、出たのか？」

　俺の問い掛けに、みやびはこくりと首を縦に振る。

「わたし、退学やめないよ」

　小さく、けれど力強く、みやびは答えを口にした。

「今回の件で透とお流るくんに、巴ちゃんに、いろんな人に迷惑を掛けておいて、図ずう々ずうしいとは思うけど……」

「そ、んな……図々しくなんて──いや、そう思うやつもいるかもしれない、けど……。だけど、少なくとも俺は──嬉うれしいぜ」

「あ……ふふっ、そう言って貰もらえるとわたしも嬉しいな」

「前にも言っただろ。みやびが居なくなると寂しいって。だから、残るって言うなら当然嬉しいに決まってる」

　うん、ありがとう──とみやびは小さく微笑ほほえみ、言葉を続ける。

「今回の件で、つくづく自分がどんなことを思っていたのかを思い知らされて、結構自己嫌悪しちゃって……。ほら、透流くんに強くなったわたしを見て欲しいって、ずっと言ってたでしょ」

「ああ、言ってたな」

　頷うなずきながら、操られていたときのことを、みやびは記憶に残していたのだと気づく。

「でもやっぱり、あれはわたしの願望なんだよね。強くなって、その姿を透流くんに見て欲しいって……。それは今でも、変わらずわたしの心の中にあるの。だから──」

　真しん摯しな眼まな差ざしを俺に向け、みやびは自身の願いを告げる。

「わたし、強くなりたい。本当の意味で、強く……！　力だけじゃなくて、偽物に惑わされない心の強さも一緒に手に入れたい……！　そしていつか、本当に強くなったそんなわたしを……才能が無くても変われることが出来たわたしを──透とお流るくんに見て欲しいの」

　自分の中の欲求を肯定し、且つ目標に掲げる強い意志。

　みやびの眼まな差ざしから、口調から、真剣な思いが伝わってくる。

「それは今を逃げたら、決して叶かなわないことだから──だからわたしは、昊こう陵りよう学がく園えんを絶対に退学やめないって、ここで頑張るって決めたの」

　言い切ると、みやびは再び笑みを浮かべた。

　これまでのみやびとは違う、強い意志の籠こもった笑みだった。

　その笑みを見て、俺も思わず笑みがこぼれる。

「わかった。楽しみにする。強くなったみやびの姿を見る日を、楽しみにしてるからな」

「う、うんっ」

「それと、どうせ頑張るなら、俺も一緒に頑張って背中を押す手伝いをさせてもらうぜ」

「え……？　透流くんも一緒に……？」

　意外とばかりに目を丸くするみやびへ、頷うなずいて言う。

「ああ、もちろん。橘たちばなが一緒に強くなろうって言ったんだろ。だったら、その一緒の中に俺が居るのは当然じゃないか。何しろ俺は、みやびの目標に大きく関かかわってるんだから、責任持って面倒を見ないとな」

「え……せ、責任……!?」

「ああ。そんなに驚くことか？」

「う、ううん。えっと、あの、う、嬉うれしいなって、あはは……」

　何な故ぜか戸惑うみやびに、内心で首を捻ひねる。

　みやびは、何度か深く息を吸って呼吸を整え──

　彼女が顔を上げたとき、空気が一変する。

　笑みが消え、真剣な眼差しが俺を見つめていたから。

「最後に……もう一つ、話があるの」

　夜空に三日月が浮かぶその下で、みやびは静かに言った。

「前にも言ったことだけど、もう一度透流くんに聞いて欲しいの。そのことについて、透流くんの返事を聞かせて欲しいの。……今度は、逃げないから」

「……わかった」

　何を話そうとしているのかを悟り、頷く。

　あの日、黄金色に輝く海を前に途切れてしまった話を今、改めて。

「わたし、透流くんのことが好きです」

　みやびは、俺への想おもいを物語る。

「わたしが居なくなるのは寂しいって、透流くんが言ってくれたあのときから、ずっと好きです。大好きです。だから、透流くんさえ良かったら──わたしと、お付き合いしてください」

　僅わずかに間を置き、みやびは告げる。

　真しん摯しに想おもいを、願いを口にした少女に、罪悪感が再び鎌かま首くびをもたげる。

　花火大会への道中で手を繋つないだ際にも苛さいなまされた、あの罪悪感だ。

　けれど、それでも俺は伝える。

　逃げないと口にした彼女へ、きちんと答えを返すことが俺のすべきことだから。

「ありがとな、みやび。俺を好きだって言ってくれて……すごく、嬉うれしい」

　あの海の日、俺は迷ってしまった。

　復ふく讐しゆうという歪ゆがんだ思いを捨てきれない俺は、みやびのまっすぐな想いにどう答えればいいのだろうか、と。

「でも、な……」

　けれども、答えは最初から出ていたんだ。

「俺には、必ずやり遂げなくちゃいけないことがある。すべてを抛なげうってでも、絶対に」

　いつか復讐を果たせば、《復讐者アヴエンジヤー》としての道は終わる。

　けれど、その日まで闇やみの中を進み、拳こぶしを血で汚した俺が真っ当な道へ戻れるだろうか。

　そんなやつが、明るい光の下に立つ少女の想いを受け入れてはならない。

　受け入れた先で待つのはきっと、彼女を哀かなしませる結果だけだ。

「だから──ごめんな。俺はみやびとは付き合うことは出来ない」

　ズキリと胸が痛む。

　好意を寄せてくれた少女を傷つけたことに──

　だけど胸が痛むのは、俺だけじゃない。

「どんなことなのか、聞いてもいい……？」

「……ごめん、言えない」

　真摯に想いをぶつけてきたみやびへ返すには、不誠実な答えだ。

　だが、たとえ不誠実であろうが、俺にはそこまでしか言えなかった。

「あのとき、それをどう言えばいいのかわからなくて迷っちまって……」

　誤解を生み、傷つけてしまった。

「そう、なんだ……。じゃあ、わたしの気持ちが迷惑ってわけじゃなかったってこと？」

「あ、ああ。さっきも言ったように……すごく、嬉しかったから」

「そっか……」

　そこで、互いの言葉が止まる。

　噴水の音のみが、ただ耳に届くばかりだった。

　まるで時が止まったかのような間が続き──しばしの後、みやびが顔を上げた。

　瞬間、俺は驚く。

　彼女は眉まゆ尻じりを下げながらも、その口元には笑みが浮かんでいたために。

「それじゃあ、仕方無いよね」

「え……？」

「透とお流るくんにとって、何より大切なことなんでしょ？　それなら、仕方無いかなって……。あと、もう一つ聞かせて欲しいことがあるの」

「聞きたいこと？」

　みやびは逡しゆん巡じゆんし──それを口にする。

「さ、さっき、わたしの気持ちが嬉うれしいって言ってくれたよね。それって、わたしのことを少しくらいは好きって思って貰もらえてるって考えても、いいのかな？」

　その問い掛けに、俺は告白以来、ずっと考えてきたみやびへの気持ちを正直に伝えた。

「俺は……みやびのことを女の子として意識してるし、少なからず好きだって思ってる。だけどそれ以上に、今は友達としての好きって気持ちの方が大きい、かな」

「友達としての方が、好き……」

「……ごめん」

　今の俺には、謝ることしか出来ない。

　が、みやびは慌てて首を左右へ振る。

「あ、謝らないで。残念って気持ちはあるけど、ちょっと安心しちゃったくらいだし……」

「安心？」

「うん。わたしのことを、女の子として意識してくれてるって言って貰えたから。少なからずでも、好きって言ってもらえたから……。だってそれなら──」

　少し顎あごを引いて俺を見るみやび。

　俯うつむくことが多いからこそ、みやびにとっては自然な仕草なのだろうが──

　はっきり言って、その上目遣いは反則級に可愛かわいすぎる。

「あ、諦あきらめなければ、可能性はあるってことだよね？」

　その上でこの質問なのだから、こちらは狼狽うろたえてしまう。

「か、可能性……？」

「と、透とお流るくんの中のわたしが、友達じゃなくて女の子として大好きになれる可能性があるかどうかってこと」

「え、あ、えっと、あー……ま、まあ、そういうことになる、かな？」

「あ……。えへへ、やったぁ……♪　それなら、わたし頑張るね。強さだけじゃなくて、女の子としても魅力的に見て貰えるように頑張るからね、透流くん」

「あ、ああ……」

　魅力的な笑みを浮かべて言う彼女に、俺は何な故ぜか圧倒されて頷うなずくばかりだ。

「えっと、みやびが何かすげー前向きな感じがするんだけど……」

「へ、へこんでるよ。でも、へこんだままじゃ前と変わらないから……。心も強くなるって決めたから、前向きに頑張ろうかなって……」

「な、なるほど……」

「ねえ、透流くん。わたし、頑張るよ。いっぱいいっぱい頑張る。訓練も勉強も、魅力的な女の子になれるよう頑張るから。だから──」

　はにかんだ笑顔を見せ、みやびが宣言する。

「これからもよろしくね、透とお流るくん」

　星空の下、噴水の光に包まれた笑顔は、とても魅力的だった。





　　　　　　◇





「……もう、来なくていいぞ」

「え……。で、でも……」

　自身が怪け我がを負わせた二年の男子が口にした言葉に、みやびは戸惑う。

「本当に悪いのはお前じゃないことくらい、俺にだってわかるさ。だから、もう謝りに来なくていい」

「は、はい……。あの、許してくれてありがとうございます、先輩」

　頭を下げ、みやびは男子から離れる。

　その後ろをぞろぞろと透流と巴ともえ、ユリエにリーリス、サラ、トラ＆タツといつもの面々が付いていく。

「これで全員に許して貰もらえたな」

「うん……。わたしのことなのに、みんなも付き合ってくれてありがとね」

「ふんっ、まったくだ。なぜ当事者ではない僕まで頭を下げねばならんのだ……」

「あら、あたしは別に頭なんか下げてないわよ」

「何のために貴様は参加してるんだっ!!」

「まあ落ち着きたまえ、トラ。私たちは、一緒に来て貰えているだけで感謝しているよ」

「うん……。ありがとう、トラくん、リーリスさん」

　ほら見なさいと口にする黄金の少女へ、トラが噛かみつく。

　その様を見て、透流は日常が戻ってきたことを感じていた。

　まだ、みやびに対して思うところがある生徒もいるはずだ。

　けれどそれも、これからのみやびの行動できっと解決していくだろう。







　花火大会の夜を境に、みやびの生活に二つの変化があった。

　一つは、朝夕のランニングを再開したこと。

　もう一つは、そのランニングについてなのだが──

「おはよう、みやび」

「お、おはよう、透流くん」

　みやびの希望により週に一度、透流は巴との朝練ではなくランニングに顔を出すという約束となったのだ。

「みやび、これ。忘れないうちに渡しておくぜ」

「こ、これって……」

　ランニングを始める直前、透とお流るがみやびに手渡したのは、真っ白なハート型の石。

　透流への恋を物語ったあと、落としてしまった石──

　それが今、みやびの手の中へと戻る。

「渡さなくちゃとは思ってたんだけどな。周りに人が居るときに渡すのもどうかと……」

　気恥ずかしそうな少年に、少女はくすくすと笑う。

「わたしは……誤解、されてもいいのにな」

「み、みやび……」

「くすっ、冗談だよ。それじゃあ、今日も頑張ろう、透流くん」

「ああ、そうだな」

　以前よりも明るくなったみやびに苦笑しつつ頷うなずくと、透流は肩を並べて走り出した。

　その途中──

「……そういえば、一つ思い出したことがあるんだけどな。花火のことを思い出作りって言ってただろ。あれって何だったんだ？　俺はてっきり、みやびが昊こう陵りようを退学やめるつもりだったからかなって思ってたんだけど、よく考えたらそのつもりは無かったわけだし……」

「あ……。そ、それは、ね……」

　透流の質問に、みやびは息を切らせながら説明する。

「こ、今後、頑張るための、活力にしたいなって思って……。楽しい思い出があると、辛いときでも頑張れるかなって……」













「そうか。頑張れるような楽しい思い出になれたなら、俺としてはよかったかな」

「う、うん。でも、全部思い出すと途中からすごく恥ずかしくなるんだけど……」

「…………みやび、それを言われると、いつまでも忘れられないからな？」

「──っ!!　とと、透とお流るくんのえっち！　思い出しちゃダメ──っ!!」

「俺が悪いのか!?」

　騒ぎながらも、常人では有り得ないペースで二人は駆けていく。

「よし、ラスト一周！　頑張れ、みやび」

「う、うん、頑張る……けど、透流くんは、先に行って、いいよ……」

「ああ、わかった。じゃあ、先に行かせて貰もらうからな」

　みやびの言葉に、透流はラスト一周とは思えないくらいにペースを上げる。

　透流の背中が、あっという間に小さくなっていく。

（速いなぁ、透流くん……。それに、すごく遠い。でも、いつか追いつくからね）

　好意を寄せる少年の背中を見失わないよう、みやびは僅わずかだがペースを上げた。

　昨日よりも今日──今日よりも明日、と少しずつ。

（そのときは、きっと振り向かせてみせるんだから……!!）

　少女は、変わっていく。

　一歩ずつ、自らの望んだ理想に向かって。







■エピローグ








『ケヴィン。困ったことがあったらすぐに言えよ。兄ちゃんが必ず護まもってやるからな』

　少年の兄は、優しかった。

　いつも少年のことを気に掛け、力が足りなければ貸し、けれど甘やかしすぎないようにもしてくれた。

　スポーツも勉強も常にトップで、自慢の兄だった。

　少年も優秀ではあったが、兄と比べると少々見劣りするのはやむを得ず、多少のコンプレックスを持ってはいたものの、それでも尊敬していた。

　けれど──ある日を境に、世界は変わってしまう。

　弟を助けようとし、兄が命を落としてしまったために。

　兄を失った哀かなしみが一番深かったのは、優しく仲睦むつまじい両親だった。

　けれど、兄の死をきっかけに少年の家庭は少しずつ壊れていき──

　やがて、少年は捨てられた。

　裏の世界の人間に、金で売られたのだ。

　売られた先は、兵士を養成するための施設だった。

　少年はそこで名を失い、コードネームで呼ばれるようになり──地獄が始まった。

　同じように名を失った者が、苛か烈れつな訓練の中で幾人も命を落とした。

　生き残るために、昨日まで食事を共にした者を手に掛けたことさえあった。

　いつしか流す涙は涸かれ果てるも、少年の心は傷ついたままに悲鳴を上げていた。




『兄さん、どうして助けに来てくれないの？　必ず護まもるって言ってたのに、嘘うそつき……』




《Ｋ》が目を開けると、埃ほこりと汚れにまみれた路地裏の臭においが鼻を突く。

（……少し、眠ってしまっていたようですね）

　彼は今、追われていた。

　護陵衛士エトナルクに捕らわれた後、移送中の車両をゴグマゴグの部隊が襲撃した。

　そのときは助けが来たのだと思ったのだが、実際には違っていた。

「お前は組織に切り捨てられたんだよ」

　襲撃してきた部隊は、《Ｋ》の口封じが目的であった。

　下卑た笑いを浮かべて銃を向けてきた男を殺し、今に至る。

　逃亡の最中、《装鋼の技師エクイプメント・スミス》が失脚、死亡した情報も既に得ていた。

「……《装鋼ユニツト》さえあれば、《神滅部隊リベールス》など幾らでも再生可能ですからね」

　組織に、自分のような兵士は幾らでも居る。

　その者たちが、新たなる《神滅士エル・リベール》となるのだろう。

（さて、私はどうしますかね……）

　腹部に巻き付けた布は、赤黒く色を変えていた。

　追っ手との闘いの中で被弾したのだ。

　傷は深く、このまま追っ手に殺されずとも、彼に死が訪れるのは遠くないだろう。

《Ｋ》は目を閉じ、考える。

　残された時間で、何よりも己が望むことを定めるために。




　これより数時間後、ゴグマゴグ極東支部は襲撃される。

　襲撃者は彼らが追っていた、彼らが名を与えた少年であった。

　内部を知り尽くした《Ｋ》は、支部を大きく混乱に陥れ──

　やがて銃撃音が止やむとともに、姿を消した。

《装鋼の技師エクイプメント・スミス》が最後に作り上げた、彼の遺産とも言える外部兵装とともに。




《Ｋ》が、自身の最後の戦場と選んだ場所は昊こう陵りよう学がく園えんだった。

　夜とはいえ、内部手引きが無い状況では接近も侵入も学園側に察知されていることを承知の上で、《Ｋ》は学園──時計塔へと降り立つ。

「まったく……。まさかここが最後の戦場になるとは、ついぞ思いもしませんでしたね。ですが──貴方あなたに受けた借りは、必ずや返させて頂きますよ」

《Ｋ》が何よりも望んだのは、ある人物に死を、その周囲の者に絶望をもたらすこと。

　痛む胸を押さえ、半分以上が欠けた月を見上げて《Ｋ》は誓う。

「死者は誰だれも護まもってはくれない。その事実を貴方あなたに──貴方を殺すことで仲間に知らしめてあげますよ、九重ここのえ透とお流る……!!」

「……残念だけどよ。いくら見上げても、今夜うさぎが居るのは月じゃねーんだぜ」

「おや、貴女あなたですか」

《Ｋ》が振り返ると、メイド服にうさぎ耳という人物が、《蛇腹剣スネイク》を手に立っていた。

「おや、じゃねーっつーの。うちのガッコは事前連絡を入れてねー来客はお断りだって、理事長のお嬢ちゃんが言っただろーが」

「これは失礼。なにぶん、急に来訪を決めましたものでしてね。ですから、今回もお見逃し頂けると大変嬉うれしいのですが」

「くはっ。そうしてやりてーところだが、あのお人ひと好よしに任せろって言っちまったもんでな。だからまー一言で言うと──断る!!」

　指を突きつけてきた月つき見み璃り兎とへ、少年は薄い笑みで返す。

「仕方がありませんね。では──」

《Ｋ》が両の手を左右に広げると同時、体がゆらりと宙に浮かび上がり──

　その背中より赤光を放ちながら、四枚の羽が広がる。

　見る者を死に誘い、屍かばねと化す、悪魔の遺産が。











「外部兵装──《死化羽デストラクシヨン》の《力》をお見せしましょう!!」





〈了〉







あとがき







　御無礼。延ト期ビですね。




　というわけで一ヶ月の延期となりまして五ヶ月ぶりの柊ひいらぎ★ぼしたくみです。

　原因は体調管理ミスからアレルギーが悪化してしまい、〆しめ切きり直前にダウンしてしまったためです。そのことによってお待ち頂いていた読者の皆様、及び多くの関係者様にはご迷惑をお掛けしてしまい、大変申し訳ありません。

　今回お待たせしてしまった分、五巻は年が明けて早い内にお届けできるよう頑張ります。




　さて、今巻は前巻でスポットの当たったあの子の話が引き続き中心となってます。

　同時に、深まるユリエとの絆きずなやら《焔牙ブレイズ》の覚かく醒せいやらと盛り沢山!!

　……巴ともえやリーリス、みやびとの絆も深まってますんでご安心を。

　ラブもバトルもまだまだ加速して行きますので次巻以降の展開もご期待頂ければと！




　そしてそして！　成なり家いえ慎しん一いち郎ろう先生の手によるコミカライズ版アブソリュート・デュオの第一巻が、今巻と同時発売です!!　買い忘れたって人は今すぐ本屋へ行ってレジへ持って行っておくんなまし！　激しくかっこいいバトル＆ユリエのシャワーシーンが見所です！

　そして何よりも、成家先生の描かく伊い万ま里りが超可愛かわいいのですよ!!　超必見!!　って、三巻と同じこと言ってるけど気にしない!!　だって滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いんだもの!!




　さて、雷鳴の●ジです。●には謝が入ります。ザじゃありません。

　若い人置いてけぼりのネタだけど、僕は気にしない。わからなかった人も気にしないでくれるとありがたい！　さあ謝辞行くよ！

　担当神かみ長ながさん。デビューから四冊目にして、ようやく担当さんが変わらずに済み一安心です。そして〆切破ってごめんなさい。反省してますので『四代目担当は編集長にお願いしましょうか（にっこり）』と笑顔で言うのはやめてください。

　イラストの浅あさ葉ばさん。今回もエロ可愛い女の子をありがとうございます。五巻の表紙を朔さく夜やにするか透とお流るにするかを、打ち上げ焼き肉の際に相談しましょう。




　さて、次回Ⅴ巻はいよいよ第一部クライマックス！　続く第二部開始となるⅥ巻は春の予定です!!　……尚なお、第一部完で終了ということはありませんのでご安心を。

　というわけでまだまだ強くなる絆の物語をお楽しみに!!　それではまた!!　のしのし。





柊★たくみ











　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　皆さんはおっぱいが好きですか？

　　僕は大好きです。

　　アブソを開始してからというもの、以前より巨乳が好きになりました。

　　……あれっ、貧乳リハビリはどこへ？　[image: ]

　　まあ気にすんなってことで今巻も、[image: ]　おっぱい！おっぱい！




　イラスト

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　虫が苦手なイラストレーター。

　　虫の出ない部屋に引っ越したい今日この頃。
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